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1 「虚惑星の魔法使い」下巻
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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■14







　放課後。探検部部室を訪れたほむら。

　部室棟に入るのはこれで三回目。

　今日は藤ふじ森もり顧問から魔法を教わる約束です。

　転リ送ン環グが秘蔵されている薄暗い転送室をちょっとのぞき込んでから、階段を登って待機室に向かうと、ひとりの女子生徒がだらしなく椅子にかけ、携帯ゲーム機にのめりこんでいました。

　やっと来てくれましたね！

　入室者に気づいていない女子生徒の前に、ほむらはまわりこみます。

　間違いありません。このエキゾチックな顔立ちには見覚えがあります。

「……アメちゃん？　雨あめ乃のさん？」

「はっ」

　女子生徒はがばりと身を起こして、ほむらと向き合います。

「どちら様ですか！　どろぼうですか!?」

「ちょっとちょっと、玄関のモニターで『どうぞ』って入れてくれたのアメちゃんでしょ？」

　はっとする女子生徒。

「はああーすっかり無意識バックグラウンドでした」

「不用心だ」

　椅子を近くに寄せて、二人はテーブルの角で並び座ります。

「はじめましてだよね？　私、日ひノの岡おか穂ほ群むら。探検部の新入部員です」

「藤ふじ森もり雨あめ乃のです。ほむらさんのことはよく知っています。なんだか生まれる前から、知っているような気も」

「そ、それは、どうも」

　雨乃は両手でほむらの手を握りました。

　見かけによらず力強い握手です。

「こうして部室を使わせてもらってますけど、まだ正式な部員としては認めてもらっていないんです、ボク」

「ボクっ娘かぁ」

「───はい？」

「いやいや、とにかく会えて嬉しいよ」

「はい。ほむらさんにはずっとお会いしたかったです」

「うんうん！　アメちゃんって一年生でしょ？　同学年だよね？　御み陵ささぎ先輩ももちろん優しくて素敵だけど、やっぱり同学年の部員がいるといないでは大違いだから」

「巧たくみさんがいるじゃないですか？」

「タクミって、東とう野やくん？　あの山猿はノーカン。男子だし」

「巧さんは探検部の未来を担う、立派な男性部員ですよ？」

「えー？」

　ころころと屈託のない笑顔をみせる雨乃は、ほむらから見てもチャーミングな少女です。発音にはクセもなく、国籍もはっきりと判りません。なんとなく北欧系かな？　とか、でも中東っぽい雰囲気もあるな、とか。戸籍上でだけは、どうやら日本人のようですけれど。

「ねえ、アメちゃんって学校内で見かけないね。転入生じゃなかったの？　新緑祭に出場してた時は私忙しくて、見そびれちゃったんだけど」

「それがひどいんですよ！　上の方で揉めてるらしくて、転入手続きが認められないかもなんです！」

「ナニそれ？　保護者の藤森先生が、学校側と衝突してるとか？」

　ぶすっと頰をふくらませる雨乃。

「稚ち鮎あゆさんは、とにかく探検部員が増えればどーでもいいみたいで。揉めてるのはボクの開お発う室ちと学校のほうです」

「あーわかる。わかるよ。そういう無責任なとこある、あの先生」

　ほむらはしきりに頷きながら、持参した菓子類を机にあけます。

　万年帰宅部だったほむらですが、こういう部室のたまり場的な雰囲気にだけは、ずーっと憧れてきたのです。

　雨乃は興味深げにほむらの様子を見つめています。

「……あ、そうです！　今日は、ほむらさんの魔法訓練を稚鮎さんから仰せつかってきたのです！」

「へっ、先生こないの？　遅れてくるとかじゃ？」

「稚鮎さんは古い仲間との急な打ち合わせの予定が入ったとかで、本町の居酒屋の予約を依頼されて、出かけられました」

「な、なんだって～、それは飲み会だ！　いい加減だよあの人、明日は私みずからみっちりしごくぞって───」

「ご安心ください、ほむらさん。ボク教えるのは得意です。稚鮎さんよりうまいですよ。魔法そのものは使えませんけど」

「あ、そうなの？　まあ、モリちゃん魔法とかむいてなさそうだもんね───それよりちょっと聞いて聞いてアメちゃん」

　魔法訓練の準備をしかけた雨乃は、ほむらに強引に引き戻されました。

　紙パックのレモンティーとハッピーターンを引っ張りよせて、一個ぼりぼり齧かじりながら、雨乃にもお裾分けを差し出します。

「あ、ども」

「昨日さ、あらたまってモリちゃんに言われたのが何だと思う？」

「？」

　ハッピーターンの両端をつまんで首をかしげる雨乃。

「開口一番『日ノ岡、おまえ処女か？』だよ？」

「ははあ。稚鮎さんらしい単刀直入っぷり」

「あの山猿もね、一応男子だから、探検中に間違いを起こすことがあるかもしれないと。それでなくとも虚ヌ惑テ星ラは興奮しやすい環境だと」

「なるほど」

「いざとなったら、無理に拒むよりもこっちで対策しろよって、避妊用具をばしっと！　信じられる？　ＵＮＰＩＥＰマーク入りの虚惑星対応避妊用具！」

「それは安心ですね。近頃は粗悪な偽物が流通しているそうですし」

「そこかい！　全然安心じゃないよ！　もはや色々と手遅れなうえに、そんな解決策で誤魔化されてもさぁ。真面目に考えてない！　見て見ぬふりだよ！　管理官も政府の人たちも！」

「それで処女なんですか？」

　ぽん、と雨乃の手から、ハッピーターンが机に飛び出しました。

「…………」

　ほむらは静かに机につっぷして沈黙しました。

　沈黙が長引くなか、雨乃は包み紙のビニールを伸ばして器用に折り紙を折りはじめました。

「ほむらさんは、とても男性経験豊富だと聞きおよんでますよ。いいなー、羨ましいなー、憧れちゃうなー」

「どっから聞いてくるんだ……」

　えへへと照れ笑う雨乃。

「経験豊富っていっても……最近は決まった人もいないし……それどこじゃなかったし……」

「虚惑星外での活動は、衆目がありますし、どうしても情報が漏れちゃいますからね。性交渉ならまだ可愛いレベルですけど、虚惑星での妊娠、しかも未成年となったら、メジャーブログも探検部ウォッチャーの人たちも放っておかないです。報道管制も限界がありますから。きっと部の存続に関わりますよね。大事なことじゃないですか？」

　雨乃の指先で、小さな小さなカエルがぴょんとはねます。

　机の上に落ちた裸のハッピーターンをつつきなから、ほむらはぼやきました。

「心配なのは御陵先輩のほうだよ……いくら東野くんより力量的には上っていってもさぁ、なんか雰囲気に流されそうじゃない？　しかも酒乱のカクシンハンだし……」

「それだと困るんですか？　ほむらさんは？」

「…………別に……困らないけど……」

　ハッピーパウダーがあらかたふるい落とされたそれは、もはやただのターン。

　ふっと、顔をあげた雨乃がそのまま虚空を見つめました。

「ん？」

「───あ、噂をすればですね。残念、聞きそびれちゃったな」

「なにが」

「『はい、どうぞ。お待ちしてました』」

　間もなく待機室に顔を出したのは、東野でした。

　ほむらは座ったまま恨めしそうに東野を睨みつけています。

「よう。日ノ岡。雨乃も久々だな」

「はい」

「……東野くんねー、せっかくのガールズトークタイムをさー」

「おめーが魔法の練習するっつーから見学に来たんだろ。魔法の苦手な俺としては───で、なにダベってんだ？　藤森先生はよ」

「ボクが代理です」

「マジか」

「マジです。これからちゃんとやりますよ？　またお喋りしたいですね、ほむらさん」

「ほむらでいいんだよ？」

「いやー。ボク、学年は一緒でも皆さんよりはずっと若輩者ですから」

「そうは見えないけど……何歳なの？　飛び級？」

「稚鮎さんに発掘discoverしてもらったのは、もう十年前になりますね。このボディで自意識を確立して、本格稼働を開始したのは三年前です」

「は？　え？　三年？……三歳!?　幼児かね？」

「ちなみに処女virginですので」

　ですよ？

　東野に向けてばちっとポーズをとる雨乃。

「あ？」「はいはい、魔法のお勉強の時間ねっ」

　怪訝な顔の東野を押しのけて、三人分の席をつくるほむらでした。




　差し出されたのは、本格的なヘッドホンよりもさらに一回りほども大きいヘッドセットです。

「重い……」

　専用の電源に繫がっているコードが髪にからまるのを気にしながら位置を整えます。

「脳波スキャナです。これでもずいぶん軽量化されたんですよ？　造影剤も不要ですし」

「きのう先生にやらされたテストの機械とはまた違うんだね」とほむら。

「はい。簡易ＩＥ適性試験用のスキャナは、全国中高に配付されてますが、こちらは門外不出の品です。最新技術とライセンスの塊ですから。簡易スキャナも以前よりはぐっと精度はあがってますけどね」

「日ノ岡、ＩＥ適性試験やったのか？」

「うん。やった」

　しょげ顔のほむら。

「どうした」

「それが衝撃の結果で……【五二：Ｄ】でした……」

「なんだ、俺とたいして変わんねえな。中学では【八〇：Ｂ】だったんだろ？　どうした、腹減ってたのか？」

　東野の冗談にも、ほむらはニコリともしません。

「【Ｂ】が魔法適性あり。【Ｃ】は野外活動または格闘技経験あり───なんだって？」

「大ざっぱにはそうだな。【Ａ】は両方。【Ｄ】はＩＥ反応のみ」

「つまりぃ、私、ただの人ってことでしょ？　もう旬過ぎちゃった？　いつのまにかバブルはじけてたのかな？」

　また一段としょげて机にめりこむほむら。

「適性値の統計上のピークは十二歳前後です。国内では探検部入部が認められていない年齢ですけどね、ぷんぷん」

　むくれる雨乃も、なにやら適性値絡みでは不満があるようです。

「まあ、元気出せよ。たかが試験だろ。そんなん気にして練習に身が入らねえで、本番でコケてたら意味ねーぞ」

　頭を持ち上げる気力もないほむらのヘッドセットを、ぐいと引っ張りあげて支える東野。

「……すまんねえ。その通りだね。そんじゃ、雨乃先生おねがいします」

「先生？」

　嬉しそうな雨乃が、先生という言葉を耳にして、しゃっきり姿勢を正します。




「じゃあ、こちらをどうぞ」

「携帯ゲーム機？　これでやるの？」

「なんでもいいんですよ。そのヘッドセットと無線接続できるものなら」

　差し出されたゲーム機にほむらが触れると、いかにも戦闘中なＢＧＭが流れ出します。

「あ、すみません。それはボクのプレイ途中なので～」

　雨乃が、んー、とこめかみを押さえるとゲームの途中状態はセーブされて、電源がリセットされました。

「あれ？　もう魔法使ってる？」「ここは地球だろ」

　ＵＮＰＩＥＰのロゴが現れ、既にダウンロードされていた訓練用のソフトウェアが起動しました。

「まずは『魔法の概念』からですね……ん～～、ほいっ！」

　雨乃が何も持たぬ手を握って、また開いたかと思うと、両手には一枚ずつ小さな円盤が載っています。表面は黒、裏面は白です。つまり……

「オセロの駒だ？」

「はい」

　それぞれ手渡された駒を、目の前につまみあげるほむらと東野。オセロの石とも言います。

「その駒が取る状態は何通りありますか？　ゲームのルール上で、ですけど」

「それって、こういう立てた状態とか、回した状態とかはカウントしないんだな？」

　雨乃が頷きます。

　東野はじっとほむらを見つめました。ちょっと不安な様子のほむらが答えます。

「二通りでしょ……？　白と、黒だもん」

「正解です。さて、ここからは駒のひっくり返し方に着目してください。この丸い駒のひっくり返し方は、何通りです？」

「やっぱり二通りでしょ。白から黒へ、黒から白へ」

「正解ですけど、不正解です」

「はい？」

「この前も後ろもないオセロの駒。これをターンさせるには、こういうふうに……」

　ほむらの掌の上の駒を、雨乃が指先でくるりとひっくり返します。

「……ひっくり返せばいいので、まずこれが一通りですね。これだけで、白から黒へ、黒から白にできます」

「当たり前だよね。じゃあ正解は二通りじゃなくて、一通りじゃない？」

「もう一つあるだろ」と東野。

「もう一つ？　なに？」

「なにもしないんだよ。白から白。黒から黒だ」

「そんなのアリかぁ！」

「実はアリなのです。そのままにしておくというのも選択肢の一つですからね。これで二通りです」

　憮然としつつも頷いたほむらを確認してから、雨乃は続けます。

「では次です……ん～～～、ほほいっ！」

　次に雨乃の手から現れたのはトランプのカードでした。

　どちらも絵札。スペードのジャックと、ダイヤのクイーンです。

「ご覧のとおりトランプです。この札は……この、ように、上下をひっくり返しても同じ模様です。裏側も同様です」

　そう言って一枚ずつ、ほむらと東野に差し出します。

「うん。言われてみれば便利にできてる……今度はこのトランプのひっくり返し方？」

「そうです。さて何通りでしょう？」

　しばらくカードをくるくるまわして検討していた、ほむらが手を挙げます。

「はい、先生！　わかりました！」

「ほむらさん、どうぞっ」

「四通りです。上下をひっくり返す。縦向きに裏返す。横向きに裏返す。そのまま何もしない！」

「巧さんはどうですか？」

「んー……斜めにひっくり返すこともできるけど？」

「ふふん、ちがうな東野くん。斜めにひっくり返そうとすると、札がどうしても横向きになるじゃない？　それはね、上下をひっくり返すパターンの途中なの。だから、二つの組み合わせなんだな」

「ほむらさん正解です。トランプのひっくり返し方は、四通りです。巧さんは、知っててフォローしてくれたんですよね？」

「いや俺さ、いまだにそこが引っかかっててさ……まあ四通りなのは、わかってはいるんだ。次行こうぜ」

「では失礼して、次のステップに進みましょうか───ほむらさんがパターンとおっしゃられましたけど、その言葉重要です。この札のひっくり返し方には、また別のパターンが隠されているんです」

「……ん？　パターンって、要は組み合わせでしょ？」

　しばらく札と向き合っていたほむらは、はしっと机を叩きました。

「ひっくり返す順番のことカナ？」

「はいっ、その通りです！　ほむらさん調子いいですね。じゃあ、話をわかりやすくするために……」

　雨乃はさらに一枚のトランプを、自分用に取り出しました。

　上、下、裏返してまた上下と、ひっくり返しながら、札の右上の部分に数字を書き込みました。

「０、１、２、３、と書きました。四通りですよね。この札をひっくり返す順番は、たとえば『０１２３…』とか『０３１２…』とか、いずれの状態からいずれの状態にでも可能です」

「ふむふむ。言われてみればそうだ。じゃあ、今度はそのひっくり返す順番、そのパターンの数だね？」

「はい。ただし『０１２３…』と『１２３０…』はローテーションしてるだけで同じ数字の並びですよね？　なので、同じパターンと考えましょう」

「ほいほい。楽勝」

「本当か？」

　しかしそれほど楽勝ではなく、ほむらは東野に手伝ってもらいながら、全部のパターンを洗い出しました。

「はい、発表しますよ？　ひとまずスタートをゼロとして『０１２３０…』『０１３２０…』『０２１３０…』『０２３１０…』『０３１２０…』『０３２１０…』の六パターンです！」

「よくできました！　それでは……これはどうですか？」

　すっと差し出されたのは、ちょっと大きめのサイコロでした。

「出たな、サイコロ」

　そのサイコロはちょっと変わっていて、六面体の面の右上にそれぞれ数字が振ってあります。

「ん～、０から……23？　ひとつの面に数字が四つ、全部で二十四個の数字がある？　もしかして……」

「そのサイコロには何パターンのひっくり返し方が隠れていますか？」

「わかりません！」

「即答ですね……」

「俺はわかるぞ？」

　ぎょっとして横に座る東野の顔をのぞきこみました。

　ヘッドセットの重みで首がぐきっとなって顔をしかめています。ここまでの基本編でヘッドセットが役に立ってませんけど、ほむらさんは既に気にしないで忘れてるみたいだから、いいですよね。

「え？　なんで？　わかるわけないよ。噓つくな」

「わかる、っつってんだよ。計算すりゃいいんだ。さっきのトランプだって、三×二×一で六パターンだからな」

　疑わしげな顔でいるほむらに、東野は語ってきかせます。

「数字は最初に四つあるわけだろ？　ってことは、どの数字を選んだとしても、次に選べる数字は三つだ。その次は二つ。最後は一つ」

「じゃあ、この変態サイコロも同じか……」

　雨乃が嬉しげに微笑みました。

「お二人とも、ここで音を上げることを前提に授業を進めようと思ってたんですけど……巧さんがひとつ上手でしたね」

「二十三かける、二十二かける、二十一かける……」

　ノートに向かって、延々とかけ算を進めるほむらですが、桁数が増えて途中で間違いはじめたのを見かねて、雨乃が答えを告げました。

「その答えは、二百五十八垓がい、五千二百一京、云々……と、二十三桁の膨大な数字になります。階乗という計算ですね」

「そうそう。それだよ、階乗。先に言ってよ」

　苦笑する雨乃。

　厳密にいえばさらに複雑な計算になるのですが、そこはそれ。

「すみません。じゃ、下ごしらえはこのへんにして───」

　存在を忘れかけられ、スリープしていたゲーム機のスクリーンが再び明るくなりました。

　画面上に立体的に浮かび上がったのは、一つのサイコロです。

「これが、探検部で使用していく魔法のヘキサモデルです」

「あ……これ」

　それは四色の色で塗られたサイコロでした。

　あの時に思い浮かべたのと同じ、白と青の面が二つずつ。赤と黒が一つずつ。

「ほむらさんは、すでに一度、発火の魔法を経験してるそうですね？　御陵部長の日誌でお読みしました」

「失敗したけどな」

「東野くんだって、一番基本だっていう明かりの魔法使えなかったじゃないのよ……ってうわわっ、このサイコロ動くよ!?　キモッ！」

「ここまでのチュートリアル中に、ほむらさんの脳波にあわせてチューニングさせていただきました」

「これ楽しい！　なんか理由はわからないけど楽しい！」

　勢いよく縦に回したかと思えば、ぴたりと停止、今度は横に回転───

　ゲーム機のボタンに一切触れることなく、ほむらは映像のサイコロを思い通りに回転させています。

「おお、そっかぁ……これでシミュレーションできるんだ。あの時は、先輩に言われるままだったけど」

「ハイ」

「何度みても不思議だ」

　我がことのように嬉しそうに雨乃は微笑みます。

「この高精度な脳波スキャナが探検部に投入されて、はじめて地球こちらで魔法の訓練が可能になったんです。新たな魔法の開発にも役立っています」

「なるほどね」

「この限定ヘキサモデルの操作パターンは約十二京通りです。特定のパターンには名前がつけられています」

「しってる。Ｈｉハイドラとか、Ｏｘオクスィとかでしょ。先輩に教えてもらった。なるほどね～、こういう仕組みだったのか。東野くんも、最初はこのスキャナをかぶって練習したんだね」

「ああ。俺はもう一ランク下の簡単なやつからな」

「テトラモデルですね」

　雨乃が目配せするとサイコロの隣に、三角形を四枚貼り合わせた正四面体が出現しました。やはり四色で塗り分けられています。

　スクリーン内にふたつのサイコロが表示されると、とたんに動きがふらつきます。

　しかしほむらはすぐにコツを摑み、ヘキサとテトラの二つのモデルを、それぞれ独立して動かしはじめました。

　東野が目を見張ります。雨乃も首をかしげます。

「やるなあ」

「Ｄ判定とは思えませんね」

「……え？　結構難しいよ？　すぐにごっちゃになるもの」

「じゃあこれでどうですかっ」サイコロが二倍の四個になりました。

「むっ、負けるかぁ～」

　まさに新しい玩具を与えられたように夢中になっているほむらを、東野は頼もしく見つめました。




「───ちょっと休憩しねえ？　いい区切りなんじゃねえの」

「あっ、ですね」

　ふぅと息をついて重いヘッドセットをはずすほむら。

　その横で、雨乃はほむら以上にぐてーっとして椅子にもたれます。

「あれ、大丈夫アメちゃん？」

「実は初めてで緊張してましたぁ……」

「あはは、ありがとね。でも頑張ってくれたアメちゃんには悪いけど、学校の数学がこんな授業だったらいつも楽勝なのになー」

「これもちゃんとした数学の一分野なんですよ？」

「そうなの？」

「そうですとも！　そもそも虚惑星が数学的存在といわれるのはですね。繰り込み宇宙論を発展させたインドの大数学者の───」

　あー聞きたくない聞きたくなーい、と耳をふさいで逃げるほむらです。

「ねえねえ、ところで先輩は？」

「先輩は定例の部長会だな。そうじゃなくても先輩は家のほうで忙しいんだよ」

「そっかーお疲れ様だねー。家のほうで忙しいって、習い事？　家の手伝いとか？」

「そりゃあ人づきあいとかじゃね。父親の仕事が仕事だし。俺もよくは知らねえ世界の話だけど」

「ちなみに御陵部長が常用されているのは、この限定イコサモデル正二十面体」

　雨乃が指さした先で、ゲーム機に表示されたのは、正三角形を二十枚貼り合わせた正二十面体です。やはり何色かの面で構成されていますが、ここまで使ってきたサイコロに比べれば、圧倒的に複雑に見えます。

「正二十面体……ですとうぅ……？」

「このモデルは流動体の扱いに特化しているんですよ？」

「私なんか六面体ごときでトチって大失敗してたのに、先輩はこんな厄介そうなシロモノをイメージしてたんだ……さすが魔法使いともなると違うんだねぇ」

「先輩は魔法戦士だぜ」と手を振って否定する東野。

「だから、魔法も使える戦士、なんでしょ？」

「魔法使いは魔法使いだろ。俺も会ったことはねーよ。お隣の日ひ吉よ坂こ高ーの探検部にもいるって聞いたことはないし」

　そこではたと身動きが止まる東野。

「……あれ？　コマ先輩はなんなんだ？　魔法使うんだよな？」

「日ひ吉よし坂ざか高校探検部の上かみ狛こま部長は、クラス吟遊詩人バードとして登録されています。魔法で常用されているのは、おそらく……この、音階再現に特化したドデカモデル正十二面体ですね」

「ドデカモデル？」

　二十面体の隣に、正五角形を十二枚貼り合わせた正十二面体が現れました。

　ドデカという響きと上狛先輩のビジュアルとのミスマッチに、失礼ながら笑ってしまいます。

「なるほど。魔法使いって、このなんたらモデルが操れる人ってことなんでしょ？　高レベル魔法使いとかなら、そりゃもう正百面体とかさ！」

「正百面体というのは存在しないです」

「無いの？」

「はい。正多面体と呼ばれる立体は、ここまでにお話しした、正四面体、正六面体、正十二面体、正二十面体───これに正八面体をくわえて、ぜんぶで五種類ですね」

「じゃあ魔法使いはどうやってるの？」

「ふふーふ……見たいですかぁ？」

「見たいでしょ？　普通見たいってば、ねえ」と東野に同意を求めるほむら。

「まあ知りたいけど」

「いいでしょう。ではでは、ん～～～～」

　またもや魔法ならぬマジックの構えをみせる雨乃。

　次の瞬間、口に手が突っ込まれたかと思うと、ごきごきと関節のはずれる音がして───どかっと机に物体が置かれました。

「うおっ」

「ほぼっ、いっ、げほっげほがはうぇぇ───こっ、これですっ！」

　涙目で無理して胸をはる雨乃。

「引いた引いた、さすがに引いた！」

「けほっ……驚いてくださると思ったのに……ボクなりに国民的ロボットをリスペクトしてみたのに……」

「やめてくれほんとに」

　それはちょうど握り拳ほどの立方体です。各面は三×三に区切られ、それぞれが回転するようになっています。いわゆる───

「ルービックキューブです」

「そうだね～。ちょっと唾液でテラテラしてるよね」

　冷やかし笑いのほむらに対して、東野はまた別の意味で驚きを隠せません。

「魔法使いって……呪文詠唱に、こ、こんなの使うのか!?」

「これが一番メジャーなモデルです。一般的な人間の脳は、直角に強く反応しますから、正二十面体のような球に近い多面体よりも、こちらのほうが便利がよいという方もいますね」

「……化け物じゃねえか……想像以上だな、魔法使いって」

「はあ？　なに言ってるの、東野くん。全然たいしたことないじゃない。同じサイコロ型だし。色も六色しかないし」

「ば、ばっか。おめえな、虚惑星にはスキャナもゲーム機もねえからな？」

「む。そういやそうだ……どうするの？　このキューブを持って行くの？」

「そうされる方もいると思いますが、その場合は研究用途でしょうね。実際に魔法を使う時は、これまでのモデルと同様、実物は見ません。あくまで脳内でイメージします。でないとパターンが確立しませんから……」

　事の重大さがよくわかっていないほむら。

　数秒きょとんとしていましたが、やがて段々と青ざめてきました。

「もしかして、何にも見ないで、ルービックすんの？」

　頷く雨乃と東野。

「さわるのもだめ？　途中ちらっと見たり」

「だめだってんだろ。サイコロと一緒だよ。呪文開始から完成まで、ぜんぶ頭のなかでやるんだよ───だよな？」

「はい。仮にも魔法使いを名乗るなら、そこが出発点です」

　おそるおそるキューブに手を伸ばしたほむらは、またすっと引っ込めてしまいます。

「ごめん、ぜんぜん休憩になんない！　もっとアホな話をしましょう！　あのね、うちの妹がこないだ自転車で事故りかけてその相手がＲａｆＡラディアンス・ファクタの淀よど屋やクンに激似で───」

「俺はさ、つねづね日ノ岡が魔法使いになってくれたらと思うわけ。調査官の花形だろ？　見栄っ張りで欲張りな日ノ岡の性格に合ってると思うんだよな」

「ボクも協力を惜しみませんよ。いつでも出しますよ」

　ほむらの抗議はスルーです。

「あーもーキミたち？　私はねぇ、何の取り柄もないの！　頭も悪いし！　正直ノリで魔法使い目指してるの！　最初の適性がよかったっていうから！　それだけなのに一番ハードル高そうってのはどういうこと!?」

「まあまあ、そう言わずに。ちょっとやってみます？　シミュレーション」

「無理無理無理！」

「ルービックモデルは、まださすがに時期尚早ですから、先ほどのサイコロのヘキサモデルで。ブラインドテストは通常の練習メニューですから安心してください」

「……そうかい？　だったら唯一、心得のある炎の魔法で試してみよっか……」

　表示の落とされたゲーム機に再びほむらは向かいます。

「Ｈｉハイドラ……Ｏｘオクスィ……Ｐｈフォスファ……Ｍｇマグナ……」

　しかし、呪文の詠唱に成功すると聞こえるはずのチャイムが鳴りません。

　失敗のブザー音ばかりです。

　ブザー音が響くたび、悩ましげに眉をひそめていた雨乃の瞳孔がきゅうっと開きます。ぎしっと関節がきしみをあげて、全身が硬直します。

　束の間見せたその人間離れした表情に、東野はぎょっとします。

「………………」

「お、おい雨乃、大丈夫か、顔怖いぞ？」

　すぐに再起動して、目の光を取り戻す雨乃。

「ハッ……ブキミの谷ってしまいました」

　頭を振りつつ、必死に詠唱を試みているほむらに向き直ります。

「ほむらさん……今、何を？」

「何をって、呪文ですよお？」

　両手を前に差し出して詠唱のポーズをとりながら、むくれるほむら。

　フォスファってのが意味わかんないんだ……とぶつぶつ言ってます。

　またもやブザーが鳴って、雨乃がびくっとなります。つられて東野までもがおっかなびっくり。

「……ちゃんと六面体を想起してます？」

「四色サイコロでしょ？　かんがえてるってば」

「おかしいですね……」

「集中が足んねえんじゃねえの？」

　雨乃はしきりにスキャナの調整を試みているようですが、結果は芳しくありません。

　試しにと、ブラインドモードを中断して、実際にモデルを表示しながら再挑戦してみると、果たして呪文は成功と判定され、見事にチャイムが鳴り響きました。

「ブラインドトレーニングだけ失敗とは。適性試験結果の凋落の原因はこれですかね……」

「目ブ隠ラしイ試ン験ドが失敗って、つまり本番でうまくいかないってことでしょ。それじゃ意味ないじゃん？」

　スキャナごと頭をかかえこむほむら。

「これ持って帰る！　家で練習するから！」

「いい心がけだと思うけど、それはまずいんじゃねーか。門外不出だし。高価な機材なんだから」

「いいじゃない。この部でこの機械を一番必要としてるのはさ、仮にも魔法使い目指してる私でしょ？　先輩はもうちゃんとした魔法戦士だし、東野くんは軽戦士だし」

「ごめんなさい、ほむらさん。残念ながら持ち出しは認められないですね。スキャナを使用した訓練は、今のところ部室に来ていただくしか……」

　不満顔のほむらに、雨乃は気の毒そうに微笑みかけます。

「……たとえばスキャナはこんな使い方も出来てしまいますし───

　イエスならサイコロは右まわり。ノーなら左まわりで」

「おっ、なんだい？　ゲームかい？」

　パック紅茶をストローですすりながら身を乗り出すほむら。

「質問です。カラスは白いですか？」

「カラス？　そりゃあカラスは───」

　サイコロがぴくりと動きます。

　……左まわり【ノー】です。

「十五の平方根は四よりも大きいですか？」

　右……いや、反転……左まわり【ノー】。

「ほむらさんの妹は生意気ですか？」

　右まわり【イエス】。猛烈に。

「あなたは処女ですか？」

「ぶっ」

　とっさにゲーム機を突き飛ばして机の向こうに追いやるほむら。

　したり顔で雨乃は頷きます。

「なるほど」

「やられた……っ」

　つっぷして赤面するほむら。

「───と、このように濫用されて人権を侵害しかねないとも限りませんので、当機材の持ち出しには制限があります。それと、ほむらさん？　サイコロを動かさないという選択肢もあったことをお忘れなく。基本です」

「くっ……こやつ」

　とはいえサイコロが回転する寸前に、表示は消されてしまったので、東野だけは蚊帳の外だったのですが。東野はあきれ顔で雨乃を見ます。

「……おめーもそんなの気になんの？」

「何をおっしゃいますやら。年頃の乙女として当然の関心ですよ」

「そんなもんか？」

　屈辱的トラップから復活したほむらが、雨乃をしげしげと見つめます。

「ところでアメちゃんってさ、スキャナも付けてないのに、どうやって操作してんの。器用だよね。それも手品？」

「おまえ本気で言ってるのか？　さっきから何も変に思わねーの？」

「なんで？　まあ不思議ちゃんってこういう感じかなって」

「その大雑把な解釈でスルーできるおめーのほうがよっぽど不思議様だよ」

　さほど広くもない待機室を雨乃はきょろきょろと見渡します。

「ふむ。くりあ。では……お二人には特別にご覧に入れますね」

　そう言って、やおら雨乃はパーカーのファスナーを開いて、制服のボタンを外しはじめました。

「なぜ脱ぐっ？」

「稚鮎さんに見つかったら怒られちゃいますから、鬼のいぬ間ですよ」

「ば、ばか、やめとけって」

　東野が慌てて待機室のカーテンを閉めます。

「東野くんこそ、カーテンなんか閉めてどーゆーつもり？」

「日ノ岡こそやめさせろよ」

　しかしジト目で東野をねめつけるほむら。

「……そうまで止め立てされると、ちょっと興味が湧いてくるわけで。なになに、お姉さんにだけ見せて？」

「はい…………んっ……」

　下着をずらした、ちょうど心臓の下の位置に、光のパーティングラインが現れます。かすかな駆動音をさせながら胸部が前にせり出して展開します。

「──────！」

　目をまん丸くするほむら。

「ろ……ロボだこれ！　アメちゃん、あなたロボット!?」

「はい。ボクは人間ではありません」

「……すげえな……」

　東野も覚悟はしていたようですが、さすがに目の当たりにすると衝撃を受けました。好奇心には勝てず、おっかなびっくりのぞき込んでいます。

「『大和撫子』のコメント、冗談じゃなかったんだね」

「むむ？　あんまり驚いてません？　巧さんは稚鮎さんから聞いてご存じだったとしても」

「ご、ごめん、驚いてる。驚いているよ？　でもさ、虚惑星とか、妖精エルフの先輩とか見てしまったあとなので……ロボくらいいてもいいかなって」

「ロボくらいとは何ですか、一番驚くところですよ！」

　椅子から立ち上がる雨乃。

　ずりさがる上着をあわててほむらは押さえます。

「ボディは本ほん馬ば技研の誇る最新型二足歩行機の試験型。燃料電池は東とう橋ばし研究所製の極地仕様セル。光学系はナイコン。表情制御と発声器官はヤナハとＮ大研究室。すべて安心の日本産です！」

「本馬技研って自動車会社の？　あっこれ、うちの車と同じマークだ？」

「はい。本馬技研には、ボクが生まれた開発室があるんです」

　嬉しそうに手をあわせる雨乃は、胸部ハッチを開放していても、やはり人間らしさを失いません。

「最初は俺も、間近で見て脈をとらせてもらうまで信じらんなかったけどな」

「脈も心音も再現できますよ？　あの時は、あえて停止してみましたけど」

「……ほんとだ、とくんとくんいってる」

　ほむらは、雨乃の瞳をのぞき込み、髪の生え際や柔らかな指の感触に触れながら、しげしげと観察しています。

「人間らしくみせる工学技術は今はとても進歩してるんです。運用面とコスト面からさほど求められていないというだけで。合衆国大統領のＳＰも半数はロボットではないかという噂もあるくらいです」

　東野が感心して腕を組みます。

「……求められていない、か。確かにロボットはロボットらしい方がいい、って人は多いかもな」

「そうかなあ？」首をかしげるほむら。

「最終的には開発主任さんの趣味で決まるんですけどね」

「その人ちょっと変態入ってるよね」

「まあ、それは否定できないんですけど。たぶん、今頃稚鮎さんたちと吞んでるはずです。それにこうみえてもボク、日本の虚惑星調査官不足の切り札なんですよ？」

「だよね！　次こそ一緒に探検行こう！」

「はい、ぜひご一緒したいです」

「わかったから、そろそろ服を直せって」

「ロボですから恥ずかしくないです！」

「こっちが恥ずかしいんだよ」

「まだ、肝心なものをお見せしてません───これです」

　心臓部を覆う半透明のカバーが開き、透き通った緑色の宝石が現れました。

　その表面には瞬くように光の軌跡が現れては消えていきます。

「これがボクの頭脳です……『精せい霊れい石せき』といいます」

「精霊石……」

「精霊石は虚惑星で発見される貴重な鉱物です。ボクという現象は、この精霊石の性質を利用して創造された光回路であり、付随するボディと密にフィードバック駆動される中枢神経であり、記憶装置です。皆さんは考える葦あし、ボクは考える石ってわけです」

　得意顔の雨乃。

「よくわからないけど……でもとっても綺麗だね。アメちゃんの心臓」

　その輝きに惹かれてじっくりと見入るほむら。

　雨乃は誇らしげに微笑みました。

「ありがとうございます。でも、それが自分だっていう実感は無いんですけどね。やはりこのボディも含めて───」

「ちょっと触ってみていい？」「ちょ、ば」

　東野が止める間もなく、ほむらが精霊石を持ち上げると、ヒュゥンと雨乃の動作が静止しました。

「わっ、怖っ、アメちゃん顔怖っ───ど、どうしよ東野くん!?」

「ばばっバカ、早く、早く戻せって！」

「こ、こ、こうかな、ひぃ、入らないよ」

「逆だ逆！」

　ピッ、と音がして、石の固定装置が嚙みあわさりました。

　再び精霊石に光が戻ります。

「───ふふくめこボギュめ───このボディも含めてボク自身なんです」

　二人は額に汗しつつ雨乃の様子を見守っています。

「……どうかしました？」

「いやなんも」「なんもなんも」

「ふふふ、これがホントの腹を割って話す、ですよ」

　また静かに胸部パネルを引き戻します。

「……そ、それが言いたかったんだなさては」

　雨乃はにやりと微笑みます。

「生まれた時からそのボディなの？」

「メジャーチェンジは四回目になります。物心がついていないころは、もっとずっと小さなボディでした」

「赤ん坊から、だんだん成長してきたってことか？　人間みたいなんだな」

「そうですね。ようやくボクもひとりの探検部員としてお手伝いが……」

　東野とほむらの二人の前で、あらためて自分の格好を見つめる雨乃。

　開けっぱなしだった服を引き寄せ、体をすくませます。

「あの……やっぱり……恥ずかしいです……」

　耳まで真っ赤になる極端な感情表現に、ほむらたちも戸惑います。

「ロボなので気にしませんって、さっき」

「初めて、開発室の職員さんや稚鮎さん以外にボディの内部を見せたかと思ったら急に……その……これってロボットだから恥ずかしいのかな……」

「おまえはロボットじゃなくて、ゴーレムだろ？」

　あけっぱなしの待機室の扉から入ってきたのは、あきれ顔の藤森顧問。

　そして半裸の雨乃の姿に何事かと目をしばたたかせている御陵部長でした。

「差し入れだぞ」

「こんにち、は。遅くなり、ました」

　とちょっと頰を赤くしている御陵部長。

「部長こそ。お、お疲れ様でした」

　と苦笑いするほむらのかげで、慌てて身なりを直す雨乃です。

「先生、飲み会に行ったんじゃねーの？」

　東野に問われて、髪をぐしゃぐしゃかきあげる藤森。

「顔を合わせたくない奴と鉢合わせたんで引っ返してきた。いいんだ。いいんだ。わたしにゃ探検部が一番大切なんだ。ほら、寿司でも喰えよ」

「私との訓練の約束ほったらかしで吞みに行ったことは否定しないんだ……」

「どうせまた博ヒロ介スケさんから逃げ戻ってきたのでは？　やれやれ……」

　あきれるほむらの肩に隠れながら、雨乃も苦言を呈します。

「なんだとぅ」

「あとゴーレムって呼ぶのやめてください。響きが可愛くないです、それ」

「おまえみたいないい加減にブレイクスルーを達成したロボットがいたら、真面目にロボット開発してる研究者に失礼だ。あと稚鮎っていうな」

　パイプ椅子にどかっと腰をおろして、たかだかと足をくむ藤森。

　お茶を入れている先輩には、東野が手伝いにいきました。

「そもそもボディを作るにしても、なんで４ＷＤ車かオフロードバイクじゃないんだっての。そっちのほうが全然便利だったろ？」

「全否定ですか!?　ひどいですっ、ボクの個性機能をカーナビ扱い！」

「私は、アメちゃんが女の子でよかったなぁ」

　差し入れの包みを物色しながら、なにげなくほむらは呟きます。

「相手が車とかバイクだったら、こうしてお茶しながらお喋りできないし、一緒に部活してるって雰囲気にはならないもの。ねえ、東野くん」

「それがおまえの部活のイメージなのか？　まあ、にぎやかになるのは確かだけどな」

　藤森に勝ち誇った顔をみせる雨乃でしたが、やがてすまなそうにうつむいてしまいます。

「……嬉しいです。そう言っていただけて。せめて探検にご一緒できればいいんですけど。まだ幾つか問題があって……」

「そうなの？　気にすることないって！　こんな私だってぶっつけで何とかなったもの」

「なってねえよ。問題だらけだ」

「そういう東野くんだってねえ」

　やかましくしている一年生三人の前で、部長と藤森が顔を見合わせます。

　つと一冊の手帳が、雨乃の前に差し出されました。

「───雨乃さん、どうぞ」

「これ……生徒手帳ですか!?」

「はい。お待たせ、しました」

　言葉もなく、手帳を見つめる雨乃。

「学校の許可も下り、て、さきほど生徒会も承認してください、ました。あとは、手続きが終わり次第、青せい藍らん高校の生徒として、授業に参加でき、ます」

「…………ボクが、皆さんと一緒に……」

「東奔西走で交渉してくれた御陵に感謝しろよ？　雨乃」

　そう言って藤森顧問が指をお金のマークにしたのは意味深でしたが。

「よかったです、ね」

「ありがとうございます……ひゃっ───」

　大切そうに手帳を押さえ、涙ぐむ雨乃の肩にほむらが寄りかかりました。

「やったねアメちゃん。で、どこどこ？　どのクラス!?」

「え……と……Ｃ組です！」

「じゃあ俺と一緒だ」

「えーっ、東野くんと一緒？　私のクラスじゃなくて？」

　愕然として東野を睨むほむらです。

「俺はほっとしたな。日ノ岡が雨乃と一緒に授業を受けようもんなら、勉強そっちのけになるに決まってる」

「そんなことないですよ。ボクもほむらさんの学力向上計画には協力しますから」

　これで青藍高校探検部は、ようやく部員数が四人となりました。

　唯一の経験者である御陵部長のほかは新入部員ばかり、そのうちの一人はまだ探検への参加もおぼつかないという状況ではありますけど、ようやくなんとか部活らしくなってきたんじゃないでしょうか。




　一息ついて。

　ほむらと東野に向けて御陵部長が魔法のシミュレーションを実演してみせています。

　その一方では、藤森と雨乃がタブレット端末を手に額を寄せ合っています。

「稚鮎さん、これを見てください。ブラインドテストのログなんですが……」

「ああ日ノ岡のか？　ひどいだろ？」

　雨乃が首をふります。

「昨日のじゃないですよ。先ほどのシミュレーション中のものです。でも妙です。通常の目視フィードバックテストでは好成績なんです」

　スクロールする記録をにらみつける藤森。

「確かに変だな……ヘキサを想定しつつ、オクタモデルを操作してるんじゃないのか？　マルチモードに切り替えないから安定しないんだろ」

「それは試しました。確かに両者は双対関係にあって総パターン数も同数になりますけれど、それなら……」

「じゃ、案外、日ノ岡の思考が速すぎて処理が追いつかないとか？」

「スキャナの時間解像度は二・六メガヘルツですよ。脳波の平均周波数の二十六万倍、視覚系更新レートの六万倍のオーバーサンプリングです。ほむらさんが常人の六万倍以上で思考してるとでも？」

「……ないな」
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　とある平日の夜。

　日ノ岡家の自室でベッドに寝そべるほむらは、虚惑星に関する専門書をめくるたび眉間に皺をよせています。

　明日は、ついに二度目となる新たなミッションが控えています。調査官を虚惑星へ往復させられるだけの魔力が、転送環にチャージされたということです。

　今度こそ、その出発時も目的も事前に通知され、ほむらにも心の準備を行う余裕があります。

「虚惑星での時間経過は地球上の約六倍……てことは、今度のミッションの予定が十六時間だから……九十六時間、丸四日間も虚惑星にいるんだ。前回の倍以上じゃん。うは、きっついな」

　部活中に教わった各種装備が頭をよぎりますが、ほむらの頭を占めているのは主に服装のことでした。

「ずっと着たままってわけには……あれ、着たままかな？　やだなぁ、匂いそう。絶対汗まみれになるんだもの。またお風呂に入れればいいけど、未踏地域も含まれるってことは、どうなるかわからないってことだよね……」

　御陵先輩や藤森顧問が、経験の浅い調査官向けに対策を講じてくれている。

　───とはいっても、それはまず安全を考慮してのこと。汗くさいとか髪が洗えないとかは、ほむらにとっては心配の大部分を占める死活問題ではあっても、ちょっと現地の天候が荒れでもしたら、サクッと看過されてしまう些細な事柄でしょう。

「結局、自分で自分の面倒みないとか。自己責任ってやつね。思い通りに、快適にやりたいと思ったら……叱る人もいないけど自分でしたことは自分で何とかしろと……」

　そのまま眠り込みたいダルい気分をかろうじて打ち払います。

　寝そべりつつも探検部と虚惑星について、自分が理解していることをノートに書き出していきます。





　虚惑星が発見されたのは十二年前。

　後にフィールズ賞とノーベル賞の両受賞を果たす天才数学者チャンドラー博士が提唱した予想に従って、インド共和国政府が打ち上げた人工衛星によってです。それまではごく一部の数学者や物理学者だけが予想を支持していたにすぎませんでした。

　虚軸望遠鏡と呼ばれる非光学的なレンズを搭載した衛星が描き出したのは、地球と対になる巨大な惑星でした。土星のような環と多数の衛星を持ち、地球のように海と陸地を持つ緑の惑星です。

　発見された惑星はイマジナリーアースImaginary Earthと名付けられました。近年ではヌル・テラを縮めたヌテラという呼び方が一般的です。

　虚惑星の一日は地球時間の四時間。一年は六〇日です。

　表面積は地球の百二十倍。これは木星とほぼ等しいという驚くべき広大さです。地表重力は緯度によって異なり、赤道付近では〇・八Ｇ、極点では一・五Ｇを超えます。さいわい高校のベースキャンプが置かれた大陸一帯はほぼ一Ｇに近く、活動の妨げとはなりません。惑星の巨大さからいえばこの重力はいずれも軽すぎて謎の一つになっています。






「確かに体重が二倍三倍になったらそれだけで探検どころじゃないなー」

　こちとら体重計の百グラム単位で一喜一憂しているのに、いきなり五十キロ百キロの荷物を背負えとかありえないです。





　あまりにも広大なフロンティアの出現に世界は沸き立ちました。

　人々は喝采し、埋もれる宝物の豊かさに麻痺し、やがて熱望し、新たな軍事的な緊張が生じます。特に中華人民共和国とインド共和国との対立は激しいもので、世界各国を巻き込んでの武力衝突にまで発展しました。

　しかしそういったなかでも観測と研究は続けられ、虚惑星へと至る道が非常に狭いものであることもわかってきました。

　転リ送ン環グが必要であること。そして年齢の限界です。

　虚惑星への訪問に必要な転送環は、それ自体が数学的に創造された一つの小天体であるといわれています。

　転送は暗号解読作業に似ています。転送環には何百桁ものユニークな暗号鍵が結晶配列に変換されて埋め込まれているのです。転送環を一個創造するためには、スーパーコンピューターを何週間も占有して軌道要素を演算しないといけません。

　転送環を創造できるのは、虚惑星の公転軌道に対応したマスターキーを持つ発見者のチャンドラー博士だけです。

　しかし博士は母国のインドだけをひいきするような真似はしませんでした。

　ニューヨーク国連本部での有名な演説で博士は、虚惑星は全人類の未来そのものであると宣言しました。

　やがて国連と博士の主導により、衛星打ち上げ基地の名前を冠したシュリーハリコータ条約が締結されました。その内容は南極条約とほぼ同等の、軍事的利用の禁止と科学的調査の自由と国際協力をうたったものです。

　こうして国際連合虚惑星開拓計画ＵＮＰＩＥＰが発足し、国連の監査を受け入れることを条件に、転送環が世界各国に配付されました。






「……と、ここまでが十年前か」

　当時のほむらは六歳です。大人たちにとっては大事件でしたが、子供の世界には無縁な出来事でした。むろん軍事衝突が起きた国ではその限りではありませんが。

「ところが、子供にとっても無関係な話ではなかったんだな……」





　転送環の起動にはＩＥ反応が必要です。ＩＥ反応とは、我々の物理空間を表す数学とは異なる数学体系を、肉体的に受け入れられるか否かであると言われています。

　これまでに転送環の起動に成功し虚惑星を訪れた調査官は、下限は七歳、上限は十九歳までというのが公式報告です。多くの国で未成年とされる年齢です。

　つまり成人は転送環を使って虚惑星へ行くことが出来ないのです。大人たちの失望と嫉妬たるや！

　虚惑星での活動内容の危険さから、国連は調査官の資格を十二歳以上、十八歳以下であると定めました。日本国内では、黎明期の混乱を経てこの条件はさらに狭められることになり、十五歳から十八歳（に相当する学年）となりました。

　さらにＩＥ反応には年齢差だけでなく、個人差もあります。転送に耐えられるのは五十人に一人といわれています。日本の高校であれば各学年に二、三人というところ。調査官は貴重な存在なのです。






「世界各国で調査官が誕生して、虚惑星に最初の探検に出かけたのが、いわゆる第一世代───藤森先生たちの時代なわけか。本当の先駆者パイオニアたちの苦労って、想像を絶しちゃうなぁ……」

　そうです。藤森先生はああ見えて調査官の出身なのです。元調査官から、調査官を監督養成する調査管理官となった最初の世代でもあります。

　先生の机で見かけた写真立て。

　彼らこそ人類未到の虚惑星を探検した藤森先生の仲パ間ーたテちィ、日本版ライトスタッフです。

「そういや、モリちゃん調査官時代は何やってたんだろ？　魔法は苦手って言ってたし？　なんか教えてくれなさそう……アメちゃんから聞きだしてみるか……」

　そんな独り言を呟きつつ仰向けに寝転がると、かすかな振動音に気づきました。枕元に置いた携帯ではありません。

　ごそごそと身を乗り出して、カバンからＵＮUNPIEPマークの端末を取り出します。

「───先輩からだ」

　端末には御陵部長からのメール着信がありました。

　件名は『眠れそうですか？』。明日のミッションを前に、ほむらを気遣ってくれている内容です。そこはそれ、緊張して眠れなかったことなど一度もないのが、ほむらの自慢です。

「ほい。予習復習もばっちり、です。今度のごはんは、私が調理に挑戦しますから、お楽しみに……と」

　返信送信。

　ことメールの使い勝手に関しては、携帯とまったく同じ。付属のストラップだけでは、つまらないので何をつけようか考え中です。

　ふと見れば、雨乃から押しつけられたルービックキューブも机の上に転がっていますが、一面を揃えたところで投げ出してあります。さすがにあれをぶらさげるのは大きすぎます。

「…………」

　そんなふうに気を紛らわせても、ミッションへの不安は募ります。

　オオカミ対策としてほむらは、探検部の標準装備の一つ、熊用催涙スプレーの講習を受けました。十五メートル先の熊の鼻面にも届くという強力なものです。先輩や東野は、警察犬学校での対猛犬訓練も受けています。さすがにそれは、ほむらにはハードすぎるメニューで参加は見送られましたが、ものは試しにと軽くシェパードにのしかかられただけで、もう身動きとれません。

　効力は不明なれど、狂犬病のワクチンも打たれました。いざ嚙まれるような事態になったら、狂犬病に罹らずとも相当な混乱状態だろうなーと、漠然と思いました。

　しかしなにより、ほむらの心を占めているのは、あの夜に見た人影です。





　若者たちは虚惑星に向かいました。

　当初の調査官たちの物々しい装備は、宇宙飛行士さながらだったそうです。

　しかし虚惑星の環境は、驚くほど地球に似ていました。

　衛星からの観測で虚惑星上に植物が繫殖していることはわかっていましたが、実際に採取された植物は地球と共通の遺伝子を持ち、過去に地球との遺伝子的な交流があったことは明白でした。

　チャンドラー博士による発見以前にも、虚惑星へと到達する方法は存在していた。それは自然現象によるものだろうと推測されました。

　動物もまた同じです。地球と類似する動物が多く発見され、地球では既に絶滅した動物種、また虚惑星上で独自の発展適応を遂げた種などが見つかっています。

　もしも、地球と虚惑星の成立が同時期であるなら、地球ではすでに絶滅した恐竜たちの子孫が今も虚惑星を闊歩していてもおかしくありません。しかし、恐竜たちは見つかっていません。ワニよりも巨大なハ虫類や、鯨のような巨大鮫というのはいるそうですが……

　そういった調査活動に断固反対する人々の主たる不満は、虚惑星から未知の病原菌や地球の動植物にとって脅威となる外来種を持ちかえる危険を訴えたり、その反対に、地球から持ち込む物資や調査官の排泄物などから、虚惑星の貴重な自然が汚染されることを懸念するものでした。

　調査官の養成競争に乗り遅れたり、国連の主導を快く思わない国々が、そういった世論を殊更にあおり立てていたのも事実です。

　しかし、そういった消極論が転換の時期を迎えるきっかけとなったのは、虚惑星上で次々と見つかった人類の生活の痕跡です。

　我々の同胞が、ひょっとしたら祖先たちが、かの雄大な惑星の上で暮らしていた───我々は第二の故郷を見いだしたのだと。

　それは大変なインパクトをもって受けとめられ、再び虚惑星へと人々を駆り立てる原動力となったのです。いまだに彼らの文化や暮らしぶりがまるで解っていないとしてもです。以来、虚惑星を開拓するか否かの論争は、いかに開拓していくべきかにシフトしていきました。

　ほむらたちの使うベースキャンプの古城も、彼らの残した遺跡をリフォームしたものです。思い返してみれば、あの石組みの城が風雨をさえぎり、食料を蓄え、探検からの帰還を待ってくれていると心に留めているだけで、どれだけ心強かったことか。






「……とまあこういうことは何にも知らないでも、べつに困らないわけだ」

　箇条書きで埋まったノートに、シャーペンを放り出して、ほむらはベッドに仰向けに寝転がります。

　以前のほむらは、そんな虚惑星での相次ぐ発見も、国際ニュースほどにも気にとめませんでした。それで不自由なく過ごしてきたのです。せいぜい社会科のテストで失点があったくらい。

「正直、これからの私たちにも関係ないよね……だって結局何にもわかってないんだから」

　現行の虚軸望遠鏡衛星では、つぶさに地表を観察するには精度が足りず、地表に刻まれた筋が、自然の渓谷なのか人工的な運河なのかの区別もつきません。

　世界中の調査官たちが踏破した地域は十年間のすべてを合算しても、虚惑星全域の千分の一にも満たない範囲です。ほむらたちが三年間を費やしたとしてもそれをどれだけ広げられることやら。

「広すぎるってのもねえ……せめて野生の馬とかいればなあ……」

　乗馬経験も無いのに、妄想のなかで疾走する姿だけは颯爽としているほむら。

　自Ｍ転Ｔ車Ｂを駆使しているパーティもあると聞きましたが、あいにくほむらたちの担当区域の地形では相当な危険がつきまといそうです。

　また端末に着信がありました。

　今度は上狛先輩からのメールでした。

「コマ先輩……？　あははは！」

　件名は『しっぱいひた』。

　添付された写真は、電動歯ブラシで手がすべったのか、ハミガキまみれで無残な顔の上狛先輩。その背後には呆れたようにあくびする愛犬の姿が。

「……スコティッシュ・テリア可愛い───と」

　即座に返信してから、ほむらはふと思いたってもう一度端末を取りました。

　登録済みの番号にコールします。

『ヘイ、しゃーろーむ』

　上狛先輩のハスキーボイスが聞こえてきました。

「こんばんは、コマ先輩。もうハミガキ終わりました？」

『うん。今はハミガキ大好きなエディくんと格闘してたとこ。あとうちのはね、スコティッシュじゃなくてウェルシュ・テリアなんだ───指嚙むなこらっ』

　叱りつける上狛先輩の後方では、不満そうな唸り声と、ばたばたフローリングをひっかく音が聞こえます。

「あ、ごめんなさい。ウェルシュって初めて聞きました。いいなー、うちは犬も猫も飼ったことなくて」

『犬飼いなよ犬。ほむらは犬派？　猫派？』

「私は……コアラとか飼いたいかなぁ。手もかからなそうだし」

『手間かかんないのも寂しいよ？　コアラはユーカリの葉っぱじゃなくて普通の餌で育てると、すごい俊敏になるらしいけどね。あと、爪が超えぐい』

「それは怖い。じゃあナマケモノとか───」

『そこまでいくと飼うよりも、飼われたいって感じだなー。うちで飼うかー？』

「お願いします。前向きにぜひ。三食昼寝パケ放題つきで」

　あきれと自嘲の混じった笑いが漏れます。

『明日から虚惑星入りだって？　気をつけてね。晴れるといいよね。雨降ると身動きとれなくて最悪だからさ』

「はい。ありがとうございます。コマ先輩たちは、今回は時期が違うんですね」

『うちらは来週。近隣校は転送日ずらすのが普通なんだ。そっちより人数も多いから、転送環のチャージにも時間かかってさ。まあ、本当は一人でも行っちゃいたいくらいなんだけど』

「……そうかもですね。あんまり時間があくと、なんだか怖くなってきちゃって」

『だね。毎回バンジーで飛び降りる気分だ』

　日吉坂高校の探検部とは、密に協力体制がとられています。担当地域が隣接していることもあって、天候など共有できる情報も多々あります。そのわりに藤森顧問は日吉坂高校の話をしたがりません。両部の部長同士が懇意にしているからまあ問題はないんですが。

「先輩も、御陵部長みたいにレンジャー訓練とか受けてたんですか？」

『私は中学は吹奏楽やってたからなー。あ、でも、子供の時はボーイスカウト通ってたよ？』

「ボーイスカウト？　女の子なのに？」

『だって近くにガールスカウトが無かったんだもの。兄貴たちが、毎週ボーイスカウトに出かけてくのが羨ましくてさ。男のふりしてついてった』

「むちゃくちゃだ」

『だから男勝りって言われちゃうのは仕方ないかな。まあ、その経験も探検部で役に立ったかっていうと微妙だけどね。むしろ……』

「むしろ？」

『探検部の連中をこき使うのに有効だったかも。いつのまにか部長になってたし』

「それは性格じゃないですかぁ？」

『せめて人柄って言ってよ』

　小柄な上狛先輩が、男子部員たちを尻に敷いている場面は見てみたいです。いずれ青藍高と日吉坂高の探検部が、共同で探検に向かう機会もあるでしょう。

「あの、コマ先輩……」

『ん？　あ、ごめん。もう寝るか』

「いえそうじゃなくて……」

　ほむらの脳裏に浮かぶのは、あの森の人影でした。けれども、それを尋ねたところで、です。自分しか目にしていないものに、同意を求めて、慰めをもらったところで何が解決するでしょう。当の上狛先輩自身からも、軽々しく口に出すのはよくないと言われた話題です。

　そして思わず口をついて出たのはほむらのクラスメートの名前でした。

「あの……九く条じょうさんのことなんですけど」

『うん。どうかな、織おり江え？　元気にやっとるかね？』

「九条さんは、いつも通りマイペースですね。実はどっちかというと私のことで、その……九条さんともっと仲良くなりたいなあって」

『ふむ？』

「探検部の活動も毎日いろんな経験が出来て楽しいですけど。私はやっぱり、普通の女の子らしい女子高生ライフのほうが優先なんで……」

『ちぃと聞き捨てならんけど……あれかな、きっかけが欲しいとか？』

「はい。です。よかったら、コマ先輩と九条さんの昔のこととか───」

『織江のどこが気に入った？』

　上狛は唐突に尋ねてきました。

「……可愛いところ？」

『可愛い子なんていっぱいいるじゃん。織江はあんなふうに無愛想だしさ、プラマイゼロじゃない？』

「……ヴァイオリンがうまくて……」

『それもあの子に限った話じゃないよね。ほむらはヴァイオリニストが好きなの？　それとも、ヴァイオリンを習いたいの？』

「それは……違いますよね。やっぱり私と九条さんじゃ合わないのかな……？」

『…………』

　上狛は少し考える間を置いてから、こう言いました。

『私から何かアドバイスして、それで織江と仲良くするとかは、たぶん無理なんだ。織江は勘が鋭いから、そういうのすぐ解る。友達がいなくて可哀想だ、なんて私から思われてるとか知ったら、今度は私が絶交されちゃう』

「そっか……ですね。ごめんなさい」

　ベッドに頭をつけてうなだれるほむら。

　ふっと優しげな息遣いが、端末のスピーカー越しに届きます。

『でもね、私は、あなたと織江が友達になってくれたらすごく嬉しい』

　ライブハウスの上狛先輩。

　金色のサキソフォーン。

　炎のように赤く閃くヴァイオリン。

　黒い宝玉のようだった九条織江のドレス。

　深い音色でステージを包みこんでいた、四ビートのリズムの絆。

『ごめんね、キツイ言い方して。ヴァイオリンを弾いてる織江が好きなのは、私だってそう。ほむらがさ、あの子のどこを本当に好きなのか自分で気づいたら、それをそのまま伝えてみればいいよ』




　階下に降りてみると、台所で母親が弁当の下ごしらえをしていました。

　夜の早い彼女にしては意外です。

　冷蔵庫から牛乳を取り出しながら、キッチンの天板に用意された弁当箱を数えて、ほむらはおやっと首をかしげます。

「あれ、お母さん、明日はお弁当は……」

　本当は不要のはずなのですが、弁当箱は父、月つゆ、ほむらの三人分が置かれています。

　明日は午前授業です。

　転送は授業が終わったらすぐの予定です。転送の直前は、本当は軽食が望ましいとされています。まあ、東野のように転送酔いで気分が悪くならなければ大丈夫でしょう。

「成田山のお守りだ」

　牛乳のグラスを持って移動したほむら。食卓で見つけたのは、海外旅行の安全を祈願するお守りでした。

「明日は、ほむらちゃんの最初の探検だって聞いたからね。ちょっとお百度参りしてきた」

「お百度参り!?　百回も？」

　エプロン姿でちょっと偉そうなポーズの母。

「そうです。百回お祈りしました。案外簡単ね」

　母はその場で何度も手を合わせて拝み倒す、オリジナルのお祈りを再現してくれます。それはちょっとお百度参りとは違うかも……

　しかも、ごめんなさいお母さん。初探検というのも噓なのです。

「ありがとう、お母さん」

「はい、どういたしました。月ちゃんも一緒にいってくれたのよ。月ちゃんは百円玉を奉納する係ね」

　賽銭箱の前に二人で並び、熱心に拝む母の脇で、うんざり顔で百円玉を投げ入れつづける月の姿が思い浮かびます。

「あはは、大奮発だ。それは月にもお礼を言っとかないと」

「本当は破魔矢とか熊手とかもと思ったんだけど、月ちゃんがそんなの持って行けないっていうからね。お弁当とお守りだけで我慢してね」

「ううん、すごい心強いよ」

　掌に載せたお守りは、代わり映えのしない合成繊維製の規格品ですが、ほむらには、ほのかに温かくすら感じられるのでした。

「お父さん……は、探検部の話をするとまだ不機嫌になるもんね」

「そうねえ。帰りがあんまり遅くなるのは、お母さんも心配だけど」

　調理の手を休めて、母も食卓にやってきました。

「でもお父さん、東野くんのことは褒めてたわよ。今時しっかりした子だって。ほむらちゃんが連れてきた男の子で、お父さんが褒めるのって初めてじゃないかしらね」

　苦笑いせざるをえないほむら。

「うーん、奴は確かに大人受けはいいかぁ……お父さんがよく言うバブル世代のサラリーマンだもんなー、行動が。そのかわり月には徹底的に嫌われてるけど……」

「東野くん、毎朝来てくれていいのに。朝ご飯も作るわよ？」

「むりむり、月が許してくれない」

　早朝のランニングは、今もほむらの日課として続いています。奇跡的に！

　ほむらが三日以上ひとつのことを続けたことがあったでしょうか？　それも自発的にです。いいえ、ありません。それだけで父の見る目が変わるのも当然というものです。

　とりあえずペースを摑んでからは毎朝、東野が日ノ岡家を訪れることはなくなりました。

　正直、監督の目がない日はサボりたい、いやもうサボろう、サボってやった、わははと油断していたほむらですが、東野は週一回決まった日に様子を見にやってくるのです。

　たった一日サボっただけなのに、それを走り始めて一分で見抜かれ、トレーニングメニューを追加されたほむら。もはや逃げ場なし。

「お父さんも一緒に走ろうかな、とか言ってた」

「それは私がイヤかも……」

　そのうえ放課後になれば、図書館で勉強をみてくれる東野には、実際頭があがりません。入部以来ずっと、借りをつくりっぱなしです。

　逆ギレ気味に、きみはいつ遊んでるんだねと尋ねたら、不思議な顔をして、探検部の部活より楽しいことなんかあるのか？　と答えたものです。

　せめて朝食くらいご馳走してあげたらとは思うわけです。

　ここで普通の女子であれば、手製の弁当でもサービスするか、となるところですが、それはさすがに新緑祭で懲りました。それでなくとも部活に、勉強に、早朝ランニングにと手一杯です。フルコースです。

　なんとなくハイになっている、それはほむら自身も解っています。

　この猛烈な状況がいつまで続くのだろう、そんな形のない不安がじわじわと、一滴ずつ一滴ずつ、心の水位をあげていくような気がします。

　あふれてしまったら、どうなってしまうのだろう。それは、ほむらにも想像がつかないことです。

「───やめちゃってもいいからね」

　見透かしたかのように、母が呟きました。

　いつのまにか俯いていたほむらは、静かに顔をあげました。

　いつも通りの柔らかな微笑みがそこにあります。

「…………」

「ごめんね。そんな励まし方もないけど。お母さんも、何もかも息苦しくなって逃げ出したことあるから」

　ほむらを見つめて母は言葉を続けます。

「ただでもね、お友達だけは大切にして。あなたが一生に出会える人の数は決まっているのだし」

　気遣わしげにほむらは母の指先を見つめ返しました。

「私は家うちのほうが大事だよ。みんなに、心配かけたくない」

「いいのいいの。家うちのことは」

　さばさばとした物言いに、ほむらは軽く落胆しました。

「お母さんはこの家のこと、大事じゃないの？」

「あたし？」

　しれっと首をかしげて母は微笑みます。

「あたしが一番大切なのは勿論、ほむらちゃんと、月つゆちゃんと、雅まさ史ふみさんだけれど……でも家族は選べないでしょ」

「えー？」

「お友達はほら、取り替えがきくじゃない」

「えええー？　大切にしなさいっていま」

「だか、ら」

　両手の人差し指を左右順番に立てて母は続けます。

「いい友達と、わるい友達───得な友達と、損な友達。そんなふうに区別して採点していくとね、いつか誰も身近にいなくなっちゃう。それはとても寂しいことだから」

「…………」

　思い当たるところもあってか、力なくほむらは顔を下げます。

「でもぅ……誰にでも平等に、同じようになんて……絶対ムリ」

「うん。そうは言わない。完璧な人付き合いの出来る人なんて、たぶんいないの。出来る範囲でいいの。ただね───」

　自分の力で扉を開いたなら。

　知らない場所へと歩きだしたのなら。

「ほむらちゃんが心の底から友達でいたい、一緒にいたいって人を、見つけたら……その人を特別扱いして、大切にして？　いろんな場所へ出かけていって、いろんな人に会ってみるのは、とてもいいことよ」

「…………」

　ほむらの挑戦を応援する母の想いの根っこには、そんな願いが隠されていました。

　もし、そんなふうにはっきり感じられる瞬間があったら、それはもう運命で、恋人っていうんじゃないのかな、とほむらには思えたのですけれど。

「大丈夫。やめちゃってもいいわ」

　さばさばと、のほほんと、母。

「またやり直せないことなんか、何にもないんだから」

「……うん」
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「採取された山犬の体毛の分析結果が出た。絶滅したエゾオオカミとの強い類似がみられるということだ」

　ミッションの当日。

　準備を整え、転送室に集合した部員を前に藤森が説明を続けています。指先にはビニールに入った体毛のサンプルが。

「だが、足跡を調べた日吉坂高パーティの報告によれば体格は遥かに優れているらしい。推測される頭胴長は一・八メートル。体重は百二十キロ。スマトラ虎に匹敵する。地球上のいずれのオオカミよりも大きい。虚惑星ではありうる適応の形態だ」

　御陵部長は真剣に耳を傾けています。

「単独でなく群れを形成しているという点でも、非常に危険だ。狩りの標的にされるようなことがあったら、まず逃げ切れるものではない。対決を迫られることだろう」

　東野は新調した剣の柄に手を添えました。今回新たに持ち込む剣です。二刀流の東野にとって得意な間合いと、虚惑星上での筋力増強に対応するバランスで鍛えられています。

　そこへいくと、ほむらの護身ツールは催涙スプレーですが、ほむらにとっては使い方のわからないナイフよりもずっと心強く思えました。

　藤森に手渡されたサンプルを、しげしげと見つめながら意気込むほむら。

　そんなほむらに藤森はさらりと告げます。

「さて、日ノ岡。今回は不参加でもいい」

「えっ」

「探検をやめて、部室で待機していてもいい」

　そんな足下をさらうような言葉に驚きを隠せないほむら。

「今回のミッションは未踏地の踏破だ。この地図の空白部分を広げるってことだ」

　手製の地図を広げる藤森。

　隣に控えていた雨乃が目配せすると、転送室の壁面にベースキャンプ周辺の地図が投影されます。

　地図の北側には、くさび状の灰色の空間が広がっています。調査済みの地域は一段明るく表示されます。

　衛星からもたらされた解像度の粗い画像と、周囲から推測される立体的な地形が半透明でオーバーレイされています。

「この二つの山脈に挟まれた地域には、まだ誰も足を踏み入れていない。年中、霧の濃い土地で、割り当て時間の限られている衛星探査では、今のところ運悪く見通せた試しがなくてな。しかし間違いなく河があり、おそらく湖か、もしかすると滝がある」

「私たちのベースキャンプがある谷と、ちょっと似てる……？」

　ほむらの呟きに、藤森はにやりとします。

「そうだ。これまで遺跡が見つかっている場所とは幾つか共通点が見受けられる。耕地に適しているかどうかは不明だが、城を築く石を運ぶには河が必要だからな。まあつまり、ちょっとくらい期待してもバチは当たらないってことだ」

　藤森は地図を丸めると、竹刀のように肩に載せました。

「未踏地の踏破は、調査官としての基本中の基本だ。このミッションで学ぶところは少なくないだろうが、しかし負担も大きい。とても───」

「足手まとい……ですか、やっぱり私なんかだと」

　藤森はほむらをまっすぐに見返します。

「何者であれ、虚惑星で足手まといになるということはないよ。手は常に足りてないんだ。でも、一人が慎重さを欠けばパーティ全体の危険が高まる───それは確かだ。未踏地の踏破が初経験ということなら、東野も同じだ」

　藤森は東野にも同じ視線を向けます。

「きみたちに確認しておきたいのは、肉体的にも精神的にも限界となる状況で、腹を空かせた野獣と向かい合う覚悟があるか？　ってことだ」

「それは……」

　即答できないまま、ほむらは東野を横目でみました。

　その横顔には緊張こそ感じられても、迷いはありません。ふつふつとした挑戦の気概すら浮かぶ、すっきりとした表情です。なんか、ムカつきます。

「雨乃さんは、まだ探検に参加できない、のです、か？」

　そう先輩が尋ねると、雨乃はすまなそうに頭を下げました。

「それがですね……ごめんなさい、部長、皆さんも。実は先日のダミー試験の結果がイマイチでして。転送には耐えられたとしてもですね、最悪、活動中に突然稼働停止しちゃったりするかも……」

「……それはやべーな」

「じゃあまたお預けかぁ」

「でも～、ボク自身は～、結構自信あるんですけど～、ハイブリッド機ですからボク、そこらの半導体製品とは一味違いますから～」

　売り込みをかけるように部長にすり寄っていく雨乃の頭を押さえつけて、強引に退がらせる藤森。

「登とう攀はん中にいきなり自分が落石になって落ちてくるような厄介モノを連れていけるかっての」

「あ、いまボクのこと石の塊っていいましたかァ」

　雨乃の文句は無視して、藤森は壁面の時刻表示に目をやります。

「……虚あ惑ち星らも正午前になる。そろそろファイナルアンサーだ」

　藤森が二人を見つめます。

「東野は……聞くまでもなさそうだな。どうだ、日ノ岡は」

「やってみます。せっかく練習した魔法を、試してみたいです」

　ぎくしゃくしつつもほむらは頷きます。

　雨乃もまた我がことのように嬉しげに首を縦に振りました。

「了解だ」

　藤森顧問は壁面からせり出したトレーから、淡く輝く転リ送ン環グを手に取り、御陵に差し出しました。

「頼んだよ、御陵。危険と判断したら、ためらわず緊急離脱を使うんだ」

　先輩もしっかりと頷きます。

「こまめなセーブが肝心ですよね」と雨乃。

「そんな気軽にされても困るんだが。二人とも野外では御陵から離れるなよ」

「はいっ……トイレのとき以外は」

「トイレもだ。可能なら」

　さっそく渋面になっているほむらです。

　雨乃は三人の手を順に握りしめて送り出します。

「どうぞご無事で……あっ、ちょっとお待ちなさい。おまいさんがた」

「あ？」

　雨乃がポケットから出した石を打ち合わせると、薄暗い部屋に小さな火花が散りました。

「……なんだカチカチって」

「火打ち石です。現代文教師のくせして知らないんですか？」

「知ってるよ厄除けの切り火だろ。現文関係ない。ゴレ子のくせして日本の縁起をかつぐな」

「だから国産ですって言ってるじゃないですかー」

　転送室の中央で互いに手をとり、輪となったほむらたち。

　転送の高揚を感じながら狭まる視界のなかで、懲りずに何か口にしては藤森にはたかれている雨乃たちの姿がぼやけていきます。




「……っ……」

　───転送の瞬間が過ぎ去り、再びほむらの意識の焦点が結ばれた時、視界に飛び込んできたのは鋭い日差しでした。とっさに腕で目を覆います。

　足下の感触は確かに、地下室の石の床に違いないのですが、頰には温かな風を感じます。あとじさると、すぐに背中に木の柱がぶつかりました。

「明かりの呪文も練習したのにな……」

　おそるおそる目を開くと、広がっていたのは信じがたい光景でした。

　巨人の拳で幾度も殴りつけられたかのように、積まれた壁石は砕け散り、柱は折れ、屋根は大きく穴をあけて崩落しています。地下室から空が見えるのもそのためです。

　あたりには貯蔵していた探検部の備品が四散しています。

　ほのかに焦げ臭い匂いが立ちこめる、ひどいありさまでした。

「…………」

　御陵先輩は口を固くひき結んだまま、見る影もない古城を見渡しています。

「ひでえな……」

　あいかわらず転送後は気分が悪そうな東野ですが、今回はなんとか立っていられるようです。

「火事……いや、落雷か……？」

「これは自然災害じゃないです」

　瓦礫の合間を素早く駆け上がった先輩が、崩れ残った小塔の上から周囲の様子を警戒しています。妖精エルフの銀の髪が風になびきます。

　吹き飛ばされてめくれあがった土の上には、幾つもの獣の足跡が残っていました。

　先輩の表情が一層厳しいものになります。

「魔法の跡に似てる……」

　ほむらと東野は共に手を貸しながら、瓦礫に埋もれた石段はあきらめ、崩れた壁をよじ登ってようやく外へと出ました。

「ベースキャンプが……みんなで作った……わたしたちの家が……」

　あらためて見つめ直すその惨状に、先輩は愕然としています。

　ほむらたちも獣の足跡に気づきました。

「先輩……これ、もしかして……」

　静かに頷く先輩。

「…………例のオオカミたちですね」

　今にも膝からくずおれてしまいそうな悲痛な横顔に、ほむらの胸もしめつけられます。

「食料目当てっすかこれ……？　やりすぎだ」

「何だか悪ふざけして、ひっくり返したみたいにみえない……？　カラスが収集ゴミを漁ったりする時みたいな」

「悪ふざけ？　恨みでもあんのか俺たちに、くそっ」

「……追跡されていた……ずっと」

　御陵部長の見立てでは、獣たちの足跡は二、三日前に残されたもの。ベースキャンプの破壊時期も同じです。ここ数日は降雨がなく、足跡もよく保存されていたようです。

　唯一不幸中の幸いは、その危険な瞬間に、虚こ惑ち星らに転送してこなかったことくらいです。

　ほむらは小型のアナログカメラを渡され、写真記録を任されました。虚惑星でも撮影可能な白黒写真用の特殊フィルムを装着した写真機です。

　まず、獣たちの足跡をおさめ、それから崩壊した古城の様子を角度を変えて撮影します。

　瓦礫に押しつぶされた手製の家具。ひび割れて中身のしみ出した木樽。焼け焦げた手編みの毛糸のタペストリー。土埃にまみれた保存食の紙包み。金魚とネコのスタンプ。東野が書き加えた激辛注意の文字も。崩壊を逃れて無事だったのは、一番奥まった場所にあった武器庫くらいのものです。

　ファインダー越しに、先輩探検部員たちの活動の軌跡を覗くうちに、ほむらの瞳がうるみ涙が滲んできます。惨めな気分です。

「───まだ使えるものを掘り起こしましょう。今のうちに、雨風を防げる場所も確保しておかないと」

　部長の言葉に、意外そうにほむらは聞き返します。

「地球に帰還……しないんですか？」

「ここが森で、夜でしたら、わかりませんでしたけれど───」

　先輩は首を振りました。

「これだけでは、帰還の理由にはなりません。確かにこんなふうに……なってしまったのは悲しいことですけど、また建て直せばいいんです。その時は、ぜひ日ノ岡さんたちも手伝ってください」

「……はい。勿論」

「なんだってやります、俺も」

　そういう東野の声もまたいつものような活気がなく、慎重に聞こえます。

「でも、先輩……？　野生動物に、こんな過激なことが出来るもんなんすか？　これって、はっきりと敵意があるんじゃないですか？」

「……かもしれません。希少な存在ですけれど、魔法を使う動物たちがいるんです。とても知能の高い、神聖といってもいいような。ここを訪れたオオカミたちは、そういった種類なのかも……」

　城壁の脇の地面にかがみこんで、足跡を見つめる先輩。

「……稲いな荷りさんがいたら、もっとよく解ったのでしょうけど……」

　ふと漏れた、そんな先輩の呟きをほむらは聞き逃しませんでした。

「じゃあ……！　じゃあ、稲荷さんを連れてまた、また来ましょうよ！　このまま調査に出発するなんて、私、なんだかいやな予感が」

「……部活をやめてしまった人に頼ることは出来ません」

　ごめんなさい忘れてください、と先輩は笑顔でほむらを促します。

　東野は沈黙したまま、二人のやりとりを見つめています。

「みたところ、調査中の食事は十分に確保できそうです。水もくみ直せばいいです。竜巻にでも遭ったと思って、さっぱりあきらめましょう」

　一番つらいはずの先輩にそう言われてしまったら、ほむらも東野も何も言い返せません。

　先輩の身になって考えてみると───

　確かに、ミッションを次の機会に送れば、このむき出しのキャンプに残された備品は荒れ果て、さらに動物に荒らされ、利用できる物も僅かになっているでしょう。今後、雨期が近くなるとも聞きました。

　これだけ明らかな脅威があると判明して、まだ調査を続けていけるのかもわかりません。一管理官である藤森顧問の独断で進められるような事例ではない気もします。

　無事に残った石壁を検分しながら、先輩は二人に告げました。

「もしオオカミに出会っても、傷つけないでください。どうしても必要な状況にならない限り。彼らは食用のウサギや鹿とは違います。縄張り意識の強い動物です。我々が無害であると示さないと、今後の関係を築いていけません」

「やられっぱなしか……」

　悔しそうな東野。とんでもないとほむらは首を振ります。

「傷つけるっていうか……む、無理ですから！　この爆撃跡みたいなの見てくださいって！」




　予備のテントを持ち出し、壁面を柱代わりに斜めに天幕を張って、無事だった物資を移動します。

「日ノ岡さん、しばらく東野くんのお手伝いお願いします。武器庫をみてきます」

　そう言って先輩がその場を離れました。

「はーい……あっ、やっぱり私も行きます！」

「おいサボんなよ！」

「お手洗い休憩」

　苦笑しつつ奥へ向かう先輩を、ほむらは小走りに追いかけます。

　武器庫はほの暗く、高い壁が直射日光を遮り、空に輝くベーグルからの反射光がわずかに差し込むばかりです。部屋にはまるで荒らされた形跡がありません。

「オオカミたちも、なんか危険だって思ったんですかねー？」

「……どうでしょう。あまり出入りする場所ではなかったですから、人間の匂いがしなかったのかな」

　先輩も首をかしげています。

　金属臭と錆び止めの油の匂いに鼻をひくつかせながら、ほむらは武器庫を見渡します。

「ここを片付けて、新しい寝室にするといいんじゃないですか？」

「それは名案ですね」

「風通しはちょっと悪そうだけど、ひとまず屋根はあるし。む、でも男女同室になっちゃうか……」

「東野くんなら大丈夫ですよ」

「またまた先輩は。無防備すぎですよ」

　先輩は武器庫の壁にかかる愛用の弓を見つけて持ちあげました。弓はしっかりと保管されていました。折りたたまれた部分を展開して、弓弦の具合を確かめています。

　ほむらもまた暗がりの中で、彼女にはほとんど見分けのつかない武器たちや、大きな工具を興味津々とはいえない態度で眺めます。

「東野くんも、マイソードのカスタマイズなんかしちゃって。私も弓を覚えようかなー。剣も捨てがたいけど……」

　木製の台に、立てかけられた剣のなかから、一振りを持ち上げます。

　と、ほむらの足下に、黄色い菱形の石が転がりでました。

「へっ？」

　石からふわりと光が離れ、浮き上がります。残された石がみるみる黒変します。

　光の上昇につれて武器庫の壁に、重なりあった鞘の影が流れます。

　先輩も何事かとほむらを見ます。

「先輩、明かりの魔法使いました───？」

　振り向いて尋ねたほむらの背後で、炎の糸がみるみる縒り合わさって火球に成長していきます。

「…………っ！」

　弓を手放し、先輩はほむらに向かって駆け出します。

　いや増す火球の熱を頰に感じながら、ほむらは目を見張って立ちすくみました。

「なに……これ……」

「日ノ岡さん───！」

　ほむらの腕を引き、腰に提げた水筒の革紐をちぎり投げあげる御陵。

「Ｈｉ２デューテリア！」

　宙をおよぐ金属製の水筒が、瞬時に膨張して破断します。

　隙間から薄く広がった水の盾が二人を包みこみます。

　──────閃光。




「……？」

　体重の倍ほどもある大きな木箱を腰だめに抱えていた東野は、ずん、と地面から伝わってきた震動によろめきました。

　石壁の崩れる音に続けて異音が響きます。

　ピィィィィィィィィィィ…………

　壁越しに立ちのぼった黒煙から、一筋の白い煙が空へ駆け上がります。口笛のように鋭いその音は、東野が教わった知識には無いものです。

「……えっ……オイ！」

　束の間、呆然とその行方を見上げていた東野は、はっと我に返り、武器庫に向かって駆け出しました。

　フゥゥゥォォォォォ…………

　発せられた合図に応じて、眼下の森から身も凍るような遠吠えが返ります。東野はぞくりと総毛立ちました。

　壁際の荷物の脇を駆け抜けざまに、自分の得物の剣を素早くすくいあげます。




　火の粉の混じった黒煙が武器庫にもうもうと立ちこめています。

　瓦礫の小片がそこかしこでぱらぱらとこぼれ落ち、爆発の威力の余韻を残しています。

　武器の棚だった木片が炭化してくすぶり、剣やプロテクターが床に散乱するなかに、身を重ねて埋もれているほむらたちの姿がありました。

「──────」

　慎重に体を起こした御陵先輩の唇が何か語っています。

「……せん……ぱい……」

　麻痺していたほむらの耳にようやく聴力が戻ってきました。

「───怪我はないですか」

「……先輩、魔法で……？」

「得意技です」

　微笑みに、ほむらは痛みを忘れます。

　ほむらを庇って覆い被さった御陵───その肩越しに見た爆発の閃光が、まだ網膜に焼きついています。光を遮るように瞬時に鏡面となった水の盾が、持ち堪えたかに見えた瞬間、ひび割れ泡立ち、吹き飛びました。衝撃波に襲われた二人は部屋の端まで飛ばされ、壁面に叩きつけられました。

「…………っ……」

「……先輩？」

　先輩の顔から微笑みが消え、苦痛にゆがんでいきます。

「先輩！　日ノ岡！」

　武器庫に飛び込んできた、東野が叫びます。

「まずい。罠だ。すぐに来る……っ……」

「東野くん、先輩が───！」

　ぐったりと首を落とし、ほむらにもたれかかる御陵をみて東野は息をのみます。

　力なく歩み寄り、片膝をついた東野。

「センパイ……？」

　ほむらと共に、その半身を抱きかかえて起こす東野。

　返事はありません。乱れ髪が顔にかかる先輩はそれでも美しく、まどろんでいるようですらあります。

　ぱたりと投げ出されたその腕の先には魔法の指輪が輝きます。

「緊急……離脱……！」

　意識を失ったままの先輩を、そして悲痛に見つめ返すほむらを見て、東野は意を決し告げました。

「日ノ岡、おまえが、代わりにやってくれ。教わった通りに」

　ほむらもぎごちなく頷きます。

「そ、それしかないけど、本人の意識が無いと成功率が半分になるって───先輩が置き去りになっちゃう」

「っ…………」

　先輩をみつめる二人は同時に思い当たり、顔を見合わせます。

「そっか」

「日ノ岡、先輩を地下室へ。あそこなら」

「うん───東野くんは!?」

「俺は……」

　幾つもの吠え声が、二人の耳にもはっきりと聞こえてきました。




　二人で先輩を肩にかつぎ武器庫の外へ出ます。

　その思いがけない軽さに、肉体はすでに虚惑星の影響を受けて増強されていると実感します。

　ベースキャンプの地下室は、地球の部室棟に設置された転送室とを結ぶ軌道が確立され、転送の失敗を最低限に抑えられる場所だと聞かされています。そこであれば、経験のないほむらたちでも───そう考えたのです。

「先輩！　先輩、しっかり！」

　必死に呼びかけるほむら。

　ぬるりと指先に触れた感触にほむらは震え上がりました。

　制服ににじんだ血が、腕をつたって垂れ落ちてきます。

「…………っ……」

　険しい表情で東野が睨みつける先───次々に森から飛び出した灰色の影が、なだらかな草地の斜面を駆け上がってきます。

　それは想像をはるかに超えた大きく勇壮な獣たちでした。地を蹴る長く逞しい脚。鋭利な眼差し。それがざっと数えて十五匹───

　地下室へ急ぎながらも、どうしても目が離せず二人は釘付けになります。

「……なにか」

「誰かいる」

　ふたりの目を引きつけたもの───

　それは一匹の狼の背にまたがる、青い服を着た少女でした。

　群れは少女の駆る狼を先頭に列を組み、みるみる間近に迫ってきます。

　突然、少女は狼の背を蹴って飛び降りると、草を散らして転がりながら素早く身を起こし、狼たちにも劣らない脚力で向かってきました。

　東野の指先が、剣の柄を求めて泳ぎます。

「行けっ、行ってくれ！」

　東野が叫びます。先輩の体を預けられ思わず立ちすくんだほむらを押し出し、迫る狼たちに向き直ります。

　古城めがけて地を駆けながらも、青い服の少女はバランスを崩さず器用に袂たもとに腕を差し入れます。

「てけれっつぅぅのぉぉ───」

　素足を踏ん張って立ち止まるやいなや、大きく腕を振りかぶります。

「───ぱぁ！」

　威勢の良いかけ声とともに、何かが放たれました。

　東野めがけ、二筋の軌跡を残して黄色の輝きが飛来します。

　狼たちも一斉にその場で踏みとどまります。

　ほむらが目を見張り叫びます。

「ダメ───逃げて！」

「───！」

　その意味と危険を察した東野。

　抜き払う間もなく、鞘ごと長剣を構えて前を見据えます。

　カ───カッ。

　避けるのではなく、逆にむかえ走る足の運び。流れる動作で一方を受け流してはじき、もう一方は高々と後方へと打ち上げました。

「伏せろ───！」

　敵から目を離さぬまま叫びます。

　ほむらはその場に倒れ込み、先輩に覆い被さります。

　目標の着弾点を大きくそれた石は、火球となり、空中で立て続けに炸裂しました。

　キュッ……ヴォゥッ──────

　肺を押しつぶすような衝撃が再び襲います。

「……うひゃあぁ～……おう？」

　頭を押さえて地面にうずくまっていた少女が、こわごわと頭をあげます。

　狼たちも、身を伏せています。

　その場にしゃがみ、腰にさげた巾着に手を伸ばした少女は、どうやらあてがはずれたらしく巾着を地面にうち捨てます。

「やれ、無のうなった！」

　そこへ───

「いやあああああああッ───！」

　耳をつんざく気合いの声に、少女はびくりと顔をあげます。

　その目前に東野がいました。

　大きく踏み込み、片手で横ざまに振りかぶった剣の鞘は、少女の横面を捉えたかに見えました。

　が、髪飾りをはじき飛ばしたに過ぎません。

　文字通り間一髪で剣先をかわし、後方へ跳んだ少女の身ごなしは、東野の眼ですら追い切れませんでした。

　四つ足で地面に降り立ち、剣二つ分の間合いをとって低い姿勢で東野を睨みます。

「るぅぅぅ……ッ！」

　獣を思わせる唸り声を発する少女。

　すかさず執拗に相手を追い込もうとする東野でしたが、それは許されず、狼たちが牙をむき出しにして回り込みます。

「突っ込んでっちゃったよ東野くん……！　どういうつもり……！」

　ひきずるようにして先輩を肩で支えながら、地下室へ降りる瓦礫の傾斜の前に立ったほむら。

　姿勢を変えて背面に腕をまわすと、先輩が苦悶にうめきます。

「先輩……っ……ごめんなさい」
















　涙ぐみながらも、ほむらは必死に先輩を抱え上げ、土で汚れるのも構わず傾斜に尻をついてなんとか滑り降りていきます。

　離れていても耳に届く、激しく争う狼の唸り声と、威嚇する東野の叫びが、ほむらの心を凍えさせます。

　先輩を地下室の床に横たえて振り返ったほむら。

　ひょいと壁の向こうから顔を出し、身軽に飛びあがったのは、東野ではなく、あの少女でした。壊れかけた壁の上に手足をついて座り、ほむらたちを覗き込みます。

「───傷を……負うたのかァ」

　先輩の衣服に滲む血を認めたとたん、無邪気そのものだった少女の顔がくもりました。

　正体不明の相手にも構わず、ほむらは怒りをこめて叫び返します。

「……っ……おまえのせいだっ！」

　ほむらの怒りに気圧され、泣きそうな顔になります。

「そりゃあ罠にかかった私がバカだったんだけどっ……なんなんだよっ、いきなり襲ってきてさあ！　私たちのキャンプをこんなにして！」

　しゅんと身をすくめた少女は、犬のように首を振って、ふたたびほむらを睨みつけます。

「……う、うるせえや、盗人ぬすっとばらがっ！」

　毒づいた少女は、ほむらのもとまで一気に飛び降りようと、脚に力を溜めて身を乗り出します。

「来ないでっ」

　先輩を背にしたほむらが、腰のナイフを抜き払います。

「Ｈｉハイドラ──────」

　まっすぐ切っ先を少女に向け、呪文を唱えます。

　怪訝な顔をする少女は、ナイフの先に灯った小さな火を見てはっとします。

「───セッカチマル!!」

　間髪を容れず壁を蹴り、飛び降りざまに少女は叫びました。

　心中で織り上げたパターンを壊さぬように、必死に集中を保ちながら、ほむらは降り立った少女と間近で対峙しました。

「……っ…………」

　十二、三歳ほどの黒髪の少女です。髪飾りの片側が失われ、ほどけた髪房が頰に垂れています。草と小枝まみれながらも、身に纏っているのは異国風の柄の上等な着物です。

　あの夜に出会った少女に違いありません。

　ほんの束の間の邂逅のなかで、さらに確信を得ようと少女の手首に視線を注いで、ほむらははっとしました。

　そこには、確かに、腕輪が───

「！」

　天空のベーグルを覆い隠すかのような影が、ほむらを飛び越えていきます。

　それはひときわ巨大な白い狼でした。脚と鼻筋から額にかけて灰色の毛があります。

　思わず身をすくめたその隙を逃さず、少女はほむらの脇をすりぬけて、背後に寝かされていた先輩にとびつきました。

　少女は、御陵先輩のハーネスベルトに指をかけて持ち上げると、もう片方の腕を白狼の肩に伸ばしてその毛を摑みます。

「なにを───やめて───！」

　ほむらはナイフを放り出して、先輩にすがりつきます。

　石の床で低く跳ねたナイフ。

　切っ先に焦点が結ばれていた火球が、一瞬収縮した直後、わっとギザギザに折れた火線となってばらけました。循環形成を放棄されたパターンから、たちまち魔力が失われていきます。

「……っ！　しまっ……」

　火線の輝きは薄れ、濃密な黒煙と化して、爆発的に拡がります。

　立ちこめた煙のなか、白狼は煙を切りさいて跳躍しました。石壁を蹴り越え、古城の外へと飛び出します。その背に三人もの人間を乗せたまま。

　しかしその着地の衝撃にほむらは耐えられず、地面に投げ出されます。

　白狼を駆る少女は、うつぶせの御陵を腰の前に引き上げながら、一瞬ほむらを振り返りました。が、すぐに周囲に舌打ちして狼たちを引き寄せ始めます。

「待って！　げほっ……待って、あなた───」

　逆流した胃液にむせながら、よろめき立ったほむらが呼び止めます。

　しかし少女は憎々しげに舌を突き出してほむらを置き去りにしていきます。

　───一方。

　熾烈な牽制で、牙と爪をしりぞけ続けていた東野。右手には抜き身の長剣、左手には小太刀代わりの鞘。

　その東野を取り囲んでいた狼たちが、次々とひきあげていきます。

　不思議に思いながらも、ほむらのそばへと走り戻ってきます。

「───大丈夫か!?　御陵先輩は……おい、日ノ岡!?」

　呆然と立つほむらの、その虚ろな視線の先を追って、東野が血相を変えます。

「先輩、あいつらに連れてかれ……攫さらわれたのか……？」

「……ごめん……っ」

　歯を食いしばり、嗚咽をこらえて涙ぐむほむらが頷きます。

「追いかけよう！　行っちまうぞ、あいつら！」

　そう言う間にも、狼たちの姿は小さくなり、縦一列になって森の獣道へと消えていきます。

「あの腕輪……っ」

「おいっわかるか？　先輩を助け出すって言ってんだ！」

「違った。腕輪じゃなかったんだ……あれはガラガラだよ……」

「こんなときに何ぐずぐず言って……ガラガラって赤ん坊の玩具のか？」

　苛立ちを隠さず東野が聞き返します。

「うん。だいぶ古びて壊れてたけど、確かに。私、見覚えがある───」

　裂傷だらけの東野の腕を取り、ほむらは訴えかけました。

「地球人なんだ、あの子。三年前に誘拐された行方不明の子供なの」
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　二人は自分たちの装備をひっさらい、狼の群れとあの少女の行方を追います。

　走りながらほむらは東野の肩を叩いて文句をぶつけます。

「なんで一緒に来てくれなかったの！　ひとりで勝手に飛び込んでいって！　あんなたくさんの群れのど真ん中にさ！」

「どうにか引きつけられないかって、あの爆弾を地下室に放り込まれたら一網打尽にされると思った」

「で、でも打ち返したじゃない！」

「あんなのは、とっさに……くそっ」

　唇を嚙む東野。

「ああ、俺が間違ってた。日ノ岡の言う通りだ。まっさきに地下室へ行くべきだった」

　足の勢いを緩めぬまま、東野は頭を垂れます。

「悪かった」

「……うん、東野くんだけでも無事でよかったよ」

「日ノ岡もな」

　後悔に沈むなかでも、小さく笑ってみせた東野はいつもよりずっと大人に見えました。

　彼の見つめる森の小道の先。怪我を負った先輩のことがまた心配でたまらなくなります。

「オオカミたちは本気で向かってこなかった。自分だけが、ずっと足止めされてたみたいだった。あいつら、初めから先輩を狙ってたんだ」

「まさか。なんで」

　東野は首を振ります。

　周囲を注意ぶかく見渡し、狼たちの残した跡を探します。

　ゆるやかに湾曲した谷の自然の小道は、河と谷山に挟まれ、いきなり山越えでも試みないかぎり南下していく方向しか地形は開いていません。もし、河を対岸に泳ぎ渡ろうとすれば視界に入るはずです。

　しかし、谷が途切れたその先は、もう森がひろがるばかりで、どうやって追っていけばいいのか二人には見当もつきません。

　幸い、ほむらは息があがることなく東野の走りについていけています。

「それよりあの子供だ。狼少女とでも言うか。あいつが、おまえの言う行方不明児っていうのは……」

「疑ってるの？　腕輪のこともそうだし、よくよく見たら写真のあの子と同じ面影があった。間違いない」

「仮に、三年前に虚惑星に来たんだとしたら、最低でも十八歳以上になってる筈じゃねえのか。計算が合わねーよ」

「うっ、それは……発育の問題とか……」

「でも確かに、虚惑星人よりは信じられる話だ。なにより言葉が通じた。しかも日本語だった」

　ほむらは言われて初めて気づきました。

「ホントだ！　そうだった！　でも、ずいぶん古風な感じだったよ。あの着物だってさ。あんなの見たことない」

「…………」

　あり得る可能性を無言で思い巡らす東野に、ほむらが不安そうに尋ねます。

「もし先輩に追いつけなかったら私たち、このまま虚惑星から帰れなくなって、のたれ死んじゃうの？」

「いや……」

　東野は不本意そうに首を振ります。

「日ひ吉よ坂こ高ーのベースキャンプへ行けばいいんだ。だいぶ遠いけど、場所はわかってる。俺たちが予定時間通りに帰還しないで、モリちゃんから救助レスキュー要請が出されれば、助けが来る。日吉坂高のパーティが準備を整えて虚こ惑っ星ちに到着するまで、さらに何日か待たされるだろうけど、死にゃあしない。食料もある」

「そっか……そうだ。その手がある」

　一瞬明るくなったほむらの表情がまた曇ります。

「でも、それじゃあ、先輩が───」

「置き去りになるかもしれない。けど、部長は転送環を持ってる」

「……うん。意識さえ取り戻してくれれば、それですぐに帰還できるはずだよね」

　希望を込めて、ほむらは頷きます。




　森が切れて川原に出ました。

　この場所は流れがゆるやかで、河に足がかりとなる岩があり、ほむらたちも前回のミッションで渡と河かを経験したところです。

　川岸の柔らかい土を丹念に見ていった東野はそこで目的のものを発見しました。

「足跡だ。西へ向かってる！」

　河面からつきだした岩々にも、まだ濡れた跡が残っています。

　狼の群れは河を渡って西側の森に入ったようです。

　荷物をかつぎ直した東野は、対岸をにらみすえました。

「待って、東野くん！」

　浅瀬に踏み込んだ東野を、ほむらが呼び止めます。

「これ……」

　差し出した両手には、先輩が身につけていたマルチツールを収納するミニバッグや、折りたたみナイフが握られていました。

「あそこにまとめて捨てられてた。それに……」

　震える声で、指先につまみあげたのは、銀色の指輪でした。

「これ、転送環……！」

「…………！」

　それは確かに、御陵部長が指にはめていた転送環でした。

　なぜそれが落ちていたのかはわかりません。

　最も重要な道具で、必須の手段なのに、一番見たくない物を見てしまった。東野が浮かべたのはそんな苦悶の表情でした。

　重い時間が流れ、やがて東野は食いしばった歯の間から絞り出すように告げます。

「戻るぞ」

「……戻るって、どこへ？」

「俺たちのベースキャンプに決まってるだろ。今から走ればすぐだ」

「え……先輩は？」

「急げよ。手遅れになる」

　きびすを返して、道を引き返していく東野を、呆然とほむらは見つめています。

「なんで？　なんで帰っちゃうの？」

「この状況で、万が一にも転送は失敗できないだろ。地下室に戻らねーと」

「先輩は、どうするって言ってるの！」

「俺たちだけでどうにかできるわけない！　コマ先輩たちに力を借りるしかないだろ！」

　ほむらは呆然と振り返り、足下で河に洗われて薄れていく足跡や、乾いていく岩の上の狼たちの痕跡を見つめました。

「……でも、先輩はどこへ連れて行かれちゃったの？　こんなに広い誰もいない惑ほ星しで、ひとりぼっちなんて」

「先輩を信じるしかねえよ」

「……だめだよ。そんなのできないよ。先輩、怪我してた。私たちが助けにいかなくちゃ……！」

　東野ははやる息をこらえて、諭すようにほむらに語ります。

「わかってくれよ日ノ岡。さっきおまえが俺に言っただろ。俺たちみたいな、虚惑星のことも、サバイバル術も何も知らないひよっこが、思い上がって闇雲に飛び込んでいったって、遭難者が増えるだけなんだよ」

　東野の言葉の通りだと頭ではわかっています。それでも言われてばかりのほむらではありませんでした。

「……先輩づらすんなぁっ！」

　ほむらは東野の胸を突いて憤りをぶつけました。

「探検部に私を勧誘したくらいで責任感じてるわけ？　あんたは私の保護者か？　同じ一年だろ！　ほんの一月前に入部しただけじゃん！」

「あ？　んだと？」

　にらみ返され、怖じ気づいても、もはや構わず感情を爆発させます。

　真面目でいつでも真剣な東野に、世話になりっぱなしで、ずっとずっと頭が上がらなかったほむらですが、ここだけは譲れない、引き下がってはいけないと、そう心の中の何かが叫ぶのです。

「あんたは……東野くんは、先輩が心配じゃないの？　私たちが今引き返したら、いつ戻ってこれると思う？」

「それは……部員を緊急招集して、捜索の装備を整えて……早くても八時間はかかるだろうな。地球では」

「そのあいだに虚こ惑っ星ちでは四十八時間も経ってる！　もし雨が降ったら？　他の動物に荒らされたら？　ただでさえ少ない先輩の手がかりを見つけられなくなっちゃう！　なにより先輩が無事でいる保証なんて……っ」

　こぼれる涙も気にとめず、ほむらは東野に懇願し、悔しげに握られた拳を自分の体にぎゅっと押しつけます。

「私たち、もう虚惑星に来れないかもしれないんだよ？　この転送環にはもうチャージされた魔力が残らなくなるんだもの！　あとのことは全部コマ先輩たちに任せることになる。それでもいいの!?」

「……仕方ねえよ」

　東野も辛いのです。それはわかっています。それでも。

　涙をぬぐい、もう一度だけほむらは問いかけます。

「東野くん、あなた一人だったらどうしてた？」

「…………」

「正直に答えて───」

　見つめるほむらを、苦渋の表情で東野は見返します。

　やがて嘆息して言いました。

「追いかけたよ。あとから誰に何と言われたって」

　ほむらは微笑み頷きました。気持ちは二人とも同じです。

「行こうよ。行けるところまで」

　そう言って再び荷物を背負いあげます。

　東野は地図を取り出し、髪をかきます。

「どうしても追跡が出来なくなったら、その時こそ緊急離脱すっからな」

「うん。そうこなくちゃ」




　無謀な賭けであることは、もはや承知の上です。

　二人はまず最低限の装備を残して荷物を整理しました。

　追跡中の道程で、どれだけの難所が現れるかわかりません。虚惑星の自然に不慣れな彼らにとって、出来る限り危険を避けられるよう、登攀や沢下りを助ける道具類を最優先に備えます。

　食料は二人あわせて十二食分。本来は今回のミッションの一人分の分量です。わかっている限りの狼たちの行動範囲をカバーするにはとても足りません。保存携帯用にコンパクトに作られているとはいえ、それだけで荷物の大部分を占めます。

　暗黙のうちに片道行の分量となっています。追跡中に目標を大きく見失うようなことがあれば、時間的にもそれ以上の滞在は難しいでしょう。

　狼の群れが通り過ぎたとおぼしき森の方向は、鳥たちも騒がしくしているようでした。

「発信器とかレーダーとかあればよかったのにねえ？」

「ねえよ。こっからはお喋りは無しだぞ」

「…………」

　ふんむと口を閉じ、大げさに耳をすます仕草でほむらがこたえます。

　二人は感覚を研ぎ澄まし、小走りに森を進みはじめます。

　あれだけの大型の獣たちが通り過ぎた跡は予想以上に克明に残されていました。

　森の柔らかな土を踏み散らした足跡ばかりでなく、折れたばかりの若枝や、特徴的な灰色の毛の房の落とし物。時には糞も。

　幾度も手がかりが途切れ、見失いながらも、その都度痕跡を見つけていくうちに、二人には漠然と狼たちが好む道を見いだす勘が養われていくようでした。

　特に東野はある種の嗅覚を発揮して、道なき道を次々と看破し、ほむらを感心させます。

　人間の目線では前方が見通せなかった背高い茂みのなかで、トンネルのようにぽっかりと空いた獣道をくぐり、やはり人間では躊躇する途切れた崖と崖の狭間を飛び越えて、その先にふたたび新たな痕跡を見つけました。

「すごい、東野くん。百発百中。先輩の匂いがわかんの？　警察犬？　ドーベルマンマン？」

「おまえな……」

　水筒に口をつけながら、東野は汗を拭います。

「あいつら、俺たちが追いかけてくるなんて思ってないんだきっと」

「それなら可能性があるね」

「どうかな」

　逆にそれだけ逃げ切る足に自信があるのだともいえます。

　不安そうに、東野は行く先を見つめました。

「どんどん離されてる……」

　最初、南西方向へ向かうと思われた追跡行は、やがて急に南東へと折り返していました。それ以降は東へ東へと、概ね丘裾を縫うようにして、高低差の少ない道を進んでいるようでした。




　休まずに移動を続ける狼たち。彼らの目指す目的地が、二人にも漠然と予感されてきました。口には出さないまま、そうあってほしくないと願ってきた最悪のコースかもしれません。

　狼たちは、彼らが地図を持たない未踏破地域を目指しているようです。

　北側の丘陵はやがて山々の尾根になり、残雪のある高峰となってそびえています。

　当初のミッションでは、未踏破地域を挟む山脈を大きく迂回して、西側から進入する計画でした。東側よりもずっと遠回りですが、そちらのほうが道程に現れる山々の高度も低いからです。

　そして───

　奇跡的に狼たちの跡を追ってきた二人ですが、ついにその痕跡を見失いました。一時間ほどもかけて林の中を右往左往しましたが、やはりその行方を見つけることは出来ませんでした。

　ほむらは勿論、東野もこの先の進路に確信が持てません。地図がカバーしている範囲のほとんど境界に位置していることも、彼らの不安をあおりました。

　北西側に不気味にそびえる山脈のふもとで、動物の足跡を見つけます。

「これはオオカミの足跡じゃない……」

　東野は落胆して首を振ります。

「割れたひづめの跡だ。たぶん鹿か、山に棲む牛の仲間かも」

　足跡は山脈に向かっているようです。

「オオカミたちが来たから逃げだしたとかじゃない？　だったら───」

　東野はそこまで肯定的には考えられません。

「そうは思えねえけど、どうせ俺も素人だ。どうする、引き返してもう一度探し直すか？」

「…………行くか、戻るか」

　あるいは、ここで緊急離脱をするか───

　先へと進めば未踏破地域へ、それも見るからに険しい山脈のただ中に完全に踏み込むことになります。

　これまで、地図と山稜に残された探検部の目印で、かろうじて自分たちの居場所を判断できていましたが、その保証がなくなります。

　忍び寄る夜の気配がいっそう不安をあおり立てます。

「私が決めていいの？……恨みっこなしだよ？」

「ああ。日ノ岡の強運にかけよう」

　神妙な顔で東野は頷きました。

　ふん、と気合いを入れるほむらでしたが、ふと首をかしげます。

「あ、判断力は頼りにされてないんだね？」




　結局、行けるところまで行こう、とほむらの無謀な主張に従って、ふたりは手探りで山脈へと向かいます。時折現れるひづめの足跡だけが、なんとも頼りない手がかりです。

　小さな清流を渡って登っていくと、やがて周囲の森林も途切れがちになり、長い年月をかけて崩落してきた巨岩が転がる地帯に出ました。

　足場は砕けた白い石が堆積するガレ場となっていて、足跡らしきものはとても見つけることはできません。

　つと、東野が指で示した山肌を見上げます。

　険しい岩肌に張りつくように闊歩しているのは足跡の主たちでした。

「───鹿じゃないね。山羊かな？」

「あの角からして、たぶんそうだな。何処へいくんだろ……？」

　ほむらたちではとても太刀打ちできない岩壁を、十数頭のむくむくとした山羊たちが跳ねながら、駆け上がっていきます。生え替わりかけの体毛が段差になっていてパッチワークのようです。

「もうこの上には草地は無いよねえ……水場があるとか……？」

「さっき小川があったばかりだぞ」

「だよねえ」

　首をひねりながらほむらは、ガレ場にむかって足を踏み出します。

　あわてて東野がほむらの横に並びます。

「おい、ここ登るのかよ」

「だってなんか気になるじゃない。抜け道とかあるかもよ？」

　まったく気が進まない東野ですが、かといって反論もできないまま、ロープを出して万が一に備えます。




　急な岩壁の下に広く堆積した、道らしき道のないガレ場を登っていきます。

　先を行く東野の足下からは小石が転がりだして、何度もほむらにぶつかってきます。

　文句の一つも言いたいところですが、かといってほむら本人には、自分が先に立って周囲をうかがい、足場を見いだしつつ、このガレ場を乗り切る自信はありません。

「…………？」

　また小石か、そう思った落下物に違和感をおぼえて、ほむらはそれをじっと見つめました。

　なだらかな細石の斜面で止まった落下物に近づこうと数歩足を踏み出します。

　でこぼこの無い斜面は歩きやすく、東野にしてもさっきの山羊たちにしても、どうしてこっちのラクそうな方を行かないのかと疑問に思っていたところです。

　───と、ずぼりとほむらの左足が斜面にくるぶしまでめり込みます。

　あわてて抜こうとして踏ん張った右足は今度は膝までめり込みました。

　バランスを崩して、その場にしゃがむように背後についた手がまた沈みます。

　抜け出そうともがくほどに、ガレ場のなかに吸い込まれていくようです。

「…………」

　あおむけ気味の四つん這いという、ツイスターゲームな姿勢でほむらは固まりました。

　視界の端で徐々に小さくなっていく東野の姿に、冷や汗が背中をつたいます。

　見上げた空には鷲のような猛禽類らしき影も舞っているではないですか。

「と、東野さぁ～ん」

「なんだよ。気味悪いぞ」

「あの。らーく……なんですけど」

　緊迫感のない弱り声に振り返った東野は、一瞬表情をこわばらせましたが、数秒して吹き出しました。

「ぶはっ……たしかに落らくだな」

「ちょっと、笑うとかひどい」

「悪い。いまロープ出すから辛抱しててくれ」

　慎重に近づいてきた東野は、背後のしっかりとした岩にロープを固定してから、二重の輪にしたロープの先端をほむらめがけて投げおろします。

「取れそうか？　無理そうだったら俺いくぞ」

「いや……それには及びません……よっと」

　体をひねり、腰まで沈みかかりながらもなんとかロープを摑みます。

　その場から引き上げようとした東野をほむらは制して、ロープを頼りに体を横にずらしていきます。

「おい、どういうつもりだよ。ふざけてると本気で危ねえぞ？」

「ごめんっ……もう十センチだから……」

　思い切り手を伸ばして、さきほどの落下物を拾い上げます。

　ほどなく細石の吹きだまりから引き上げられたほむら。

　最初、枯れ葉かと見違えたものは、小さな正方形の紙片でした。さらにそれを嗅いで感じた、かすかな甘い匂いにほむらは確信します。

　ロープを丁寧に巻き直していた東野の鼻先に紙片をつきつけます。

「東野くん、これ！　これ見て！」

「…………？」

　怪訝な顔をした東野も紙片の正体にすぐに気づきます。

「……っ……行動食の、タフィーの包み紙か……！」

「そう、飴ちゃんだよ！　ここを通ったんだよ、あの女の子とオオカミたちが！　でしょ!?」

　仮にこの場所が踏破地域であればその確証も薄れてしまうところでしたが、もはや間違いありません。

　おそらくは、あの狼少女が口にして投げ捨てたものでしょう。そもそも探検部員であれば不用意にゴミを捨てることはありません。

　感心して東野は目を見張ります。

「すげえ……日ノ岡マジすげえ。こんなの絶対気づかねえだろ」

「ふふーふ。そうとなったら行こうぜえ東野くん」

「よーし行こう行こう。もう変なとこ歩くなよ」

「わかってるっつーの」

　あてどもなく登っていた二人に、俄然気力が戻ってきました。




　後半、どんどんと急になるガレ場を慎重に登り切ってみると、そこは山の斜面がなんらかの原因で大きく削られた、あるいは地滑りを起こして作られたらしい小さな平地でした。

　すぐに目についたのは、先ほどの山羊の群れでした。

「…………っ……！」

　さらにその場に一個の大きな影を見つけて、二人はびくりと身をすくませました。

　熊です。

　雄の成獣、胸に三日月形の白斑がある黒い熊です。

　草食獣の山羊と、肉食獣の熊が、距離をおいて岩肌沿いの窪地に揃って顔を向けています。地面には点々と水たまりがあり、どうやら岩の狭間から、湧き水がしみ出しているようでした。

「…………」

　ほむらは、ごくりとつばを飲みこみながら催涙スプレーに手を伸ばします。

　さきほどの狼の襲撃時にはあいにく手元に無く、使うことの無かった道具です。

「……こんな狭い場所だと、逃げ場が無くて向かってくるかもだぞ」

　押し殺した声で東野が呟きます。

　そんな東野も剣の柄に思わず手を置いています。

　どうしたらいいかわからないまま、ほむらは東野の背後に隠れるしかありません。

　しかし熊は、顔をあげてこちらを振り返ると、わずかに見つめ合った後に、そのまま水場を離れだします。

「こ、こっち来るじゃないの……」

　東野の肩を握った指先に否応なく力がこもります。

　ところが熊は、それ以上ほむらたちには関心を示すことなく、ただ悠然と目の前を横切っていってしまいました。狼たちとはまた異なる濃厚な体臭が判るほどに間近を。

　彼らが辿ってきたガレ場を、飛ぶように駆け下りていく熊を見送り、ほむらはその場にへたりこみます。

　そうするあいだにも、東野は水場にしゃがみこんで観察しています。

　のどかな山羊たちの鳴き声を聞きながら、どうにか胸を落ち着かせ、ほむらも東野のあとに続きます。

「あの熊、水を飲みに来たの……？」

「…………しょっぺ」

　黒ずんだ水たまりから掬った水を口に含んで、東野は顔をしかめました。

「……湧き水じゃないの？」

「湧き水にはちがいねえけど。これは飲めねえだろ」

　ほむらも同じように冷たい水たまりに浸した指をなめてみます。

「う……びりっとくる。これは辛いねえ……かなり金臭いというか……」

「やっぱ塩だな」

　よくみると水場の周囲には、再結晶した塩の小塊が転がっていて、山羊たちはそれをなめているようです。

「たぶん、近くに岩塩の地層があって、そこを通ってきた雪解け水がここで滲み出てくるんだ」

「おお。じゃ、動物たちもそれ目当てで───」

　つまり天然の塩田です。

　そう思うと、なんてことのない水たまりが、神聖な場所のように想われてきます。

「岩塩ってことは、昔は海だったのかな？　ここ」

「だな。よく調べたら化石とか見つかるかもだ」

「化石かあ……確か、まだ見つかってないんでしょ化石って？」

「ああ。らしいな」

　いっちょアンモナイトでも掘りだしてやろうかと意気込むほむら。

　慌てて頭をふり、狼たちの痕跡が無いかどうか、頭を低くして水場の周囲をさぐりはじめます。

「…………」

　崖のふちに立った東野は、ついに暮れ始めた空を不安げに見つめました。




　岩塩の水場から先にも、かろうじて道らしき場所を見つけて二人は進みました。

　巨岩の累々とした岩場がひたすら続きます。

　見晴らしのよい尾根に出た際に、はるか遠く、尾根の背を駆けていく獣たちの影を東野は目撃しました。ほんの一瞬のことです。あれがあの狼たちかどうかは確証が持てません。

　さらに追及しようにも山麓には徐々に霧が立ちこめ、視界は悪くなる一方です。

　風も強まり、いつのまにか冷え切っていた手足の冷たさに自分で驚きます。

　疲労もあいまって、動作のぎごちなくなっていたほむらが、岩に足をとられて幾度か転びました。

　ずっと吹きつけ続ける強風を避け、落石の恐れの無さそうな場所をさがす東野ですが、なかなか見つけることができません。

　焦る気持ちを抑えて、ほむらが追いつくのを待ちます。

「大丈夫か。足とか」

「平気。それに、こんな無防備なところでビバーク出来ないでしょ？」

「そうだけどよ」

　心配げに顔を覗き込む東野に、ほむらは精一杯強がりながら笑って見せます。

「唇、青くなってないか。何か口に入れろよ。ほら飴ちゃん」

「うん。ありがと」

　太陽はほぼ沈み、ベーグルの輝きが空を支配しています。

　前回のミッションではあれだけ美しく見えたベーグルが、今は荘厳で恐ろしいものに映ります。

　その天空の大輪にすらも、青黒い雲が足早に覆い被さっていきます。

「…………」

　空を仰ぎみる東野の顔が陰ります。

　あともう少しだ、とは言い出せませんでした。

　この岩場を抜け出せる確証はありません。

　そして、足を遅らせればそれだけ先輩から遠ざかっていくのです。ほむら自身もそれは承知していて、喉まで出かかった泣き言を何度も飲み込んでいる様子がみてとれます。

「っと」

　朦朧としていたほむらは、先で待ち構えていた東野にあやうくぶつかりかけました。

「ここに張るの、テント？」

「日ノ岡、後ろに乗せてやるって約束してたよな」

「……え？」

　東野はにやりと笑ってザックを体の前面に背負い直し、ほむらに背を向けます。

「約束ってゆーかそれ、自転車のはなしでしょ？」

「乗れ乗れ。いいから」

　東野はその場にしゃがんで、ほむらがおぶさるのを待ってます。

「どうせ誰も見てねえし。気にすんなホラ」

「……東野くんがいるじゃない……」

「俺は遊園地の乗り物かなんかだと思えよ」

　まだためらいながらも、表情に押し切られて東野の両肩に手を置くほむら。

　東野はすぐに軽々と背負いあげて歩き出します。

「ひゃっ」

「わりぃ。思ったより軽かったな」

「ハイハイお上手」

　ほむらの頰がすこし赤らみましたけれど、それは本人にしか解らないことです。

「よろけそうになったら足を支えてる手を離すかもしんねえから、しっかり首に腕廻しといてくれ」

　言われるままに、ほむらは東野の首に両腕を廻してもたれかかります。

　それでなくとも疲れが重くのしかかってきて、気を張っていることも難しくなってきました。

　棚曇りの空の薄明かりだけを頼りに岩場を行きます。

　慌てず、しっかりとした足取りで東野は進みます。

　やがて小雨がそぼ降りはじめました。

　雨足は弱いものの、風はいっそう冷たく感じられてきました。

「寒くねえか」

　ほむらは無言で首を振ります。実際、東野の背は暖かいくらいでした。

「私、今、正真正銘のお荷物だよね……」

「ははっ、そうだな。うまいこと言うじゃん」

「明かりの魔法とかいるかな」

「ちょっと今は逆に怖こええな。もう、結構目が慣れてきたよ」

「…………」

　巨岩を避けながら道をさぐり、落石や地面の亀裂に用心し進む東野には、さすがに気易く話しかけるわけにもいきません。

　背で揺られるまま、ほむらはうつらうつら微睡まどろんできました。

　絶え間ない風の音。リズミカルな東野の吐息。うなじを伝う冷たいしずく。

　雨で洗い流されていく先輩の手がかりが気がかりです。

　ひるまぬこころ───

　ぼんやりと、先輩の言葉が思い起こされます。

　とどのつまり、勇気と無謀は同じもの、だよね。

　結果オーライならそれは勇気で。失敗だったらそれみたことか無謀で。

　今はただ、こころがあるだけ。先へ先へと進もうとするこころがあるだけ。




　微睡みから目覚めると、ほむらは岩壁を背に腰を下ろしていました。

　首にはタオルが掛かっています。濡れた髪を拭いてくれたらしい感触が、頭にまだ残っています。

「あ……」

　見ると東野は、魔法の明かりを肩の上に灯しながら、砂利のたまった地面から目立つ石を取り除いていました。

　そこは山肌の比較的柔らかな岩盤が削られてできた横に長いくぼみで、洞窟といえるほどの奥行きはないものの当面の雨風はしのぐことができました。

「……いいとこ見つけたね」

「よく寝てたぞ。起きたんなら手伝ってくれ」

　一時間ほども彼の背に揺られていた気がします。いつ地面に下ろされたのかにも気づきませんでした。

　雨に降られた服は撥水加工がよく効いていて、わずかに湿っている程度です。

「テントの設営？」

「どうせ明るくなるまで動けねえんだ。寝てるしかねえよ」

　だるい体を鼓舞して、ほむらも立ち上がります。

　寝る場所を確保するといっても、そのための装備はツェルトと寝袋だけです。ツェルトとは持ち運びに適した軽量小型のテントのこと。時折強く吹き込んでくる風に負けないように、しっかりと支柱とロープをめぐらせます。

　その設営も終わり、黙々と食事を済ませた二人は、風の冷たさも手伝って戸惑うことなく寝袋にもぐりこみました。

　小さなツェルトの中にふたつの寝袋を並べると、解ってはいたことですがかなり手狭です。それでも贅沢は言えません。これだけの装備を持ってくるだけでも一苦労でした。

　右肩を下に横寝している東野の背後で、ほむらはもぞもぞと落ち着きません。

「背中ごりごりする……下がでこぼこで……」

「……かさばるからって真っ先にマット置いてきたの日ノ岡だろ」

「これじゃ寝られない……」

「脱いだ上着、下に敷けばちょっとは楽になんじゃね」

「しわしわになるからヤダ……」

　あきらめ悪く身じろぎしていたほむらは、結局東野の言われた通りにして、かろうじて落ち着く姿勢を見つけました。

　薄い布地越しに、うっすらと夜明かりが映ります。

　ツェルト上部の通気穴からは風の音が絶え間なく聞こえ、時折風が強まるたびに、ぱたぱたと雨粒がツェルトを叩きます。

「……痛みのある夢の中にいるみたい」

　風の音に耳を澄ましていたほむらが、ぽつりと呟きます。

「寝とけって」

「……うん」

　そうは言われても───

　背負われながら多少なりとも睡眠をとったこともあり、なかなか寝付けません。非常時だとは解っていながら、どうしてもこの大胆な状況が意識されてしまいます。

　手持ちぶさたに、寝袋のなかで手を握り合わせ、まだ指に馴染みきらない指輪をなぞるほむら。

　最初のミッションで弱音を吐いたほむらは、指輪を忌々しげに見つめたものですが、いまとなってはそれが唯一の頼みの綱です。

「先輩、わざと転送環を落としていったんじゃないかな」

　肩越しに首を傾けて語りかけると、渋々東野が答えます。

「……ねーだろ。それだけ意識がはっきりしてたら緊急離脱できたろうし、転送環を使わずに奴らの隙をみて逃げ出すことだって」

「ん～……それがいちばん合理的なんだろうけど。先輩の性格からいって、自分一人で帰還するとは思えないよ」

「……ま、そいつは同感だけど」

「あの狼少女が、先輩に逃げられないように捨てちゃったとか」

「初見で転送環の機能まで見抜けるかぁ？　むしろさ、指輪とか装飾品だったら欲しがるんじゃないか。髪飾りとかもつけてたし。問題はそういうことを誰に教わったかなんだよな……」

「だね。それは不思議だ」

　ほむらは成る程と頷きました。でもどうも納得はできません。

「…………」

　東野は、冷静で粘り強くて、いつもほむらの一歩先まで考えていて。ほむらの知るなかで、同じ状況でこれだけ落ち着いて振る舞える男子がいたとは思えません。まあ、ちょっと融通はききませんけれど。

　長かった今日が終わってしまう前に、なにか一言ねぎらいの言葉を───

　そう思えても、なぜか感謝の言葉は出てきません。

　逆についつい揚げ足を取りたくなります。

「東野くんってさ……私が探検部だからつきあってくれてるんでしょ」

　もう寝入ってしまったかと思うくらいの間をおいてから、眠そうな声が返ります。

「当たり前のこと聞くんだな」

　彼らしいストレートな答え。それがますます癪に障ります。

「っ……当たり前じゃないよ」

　寝袋越しに背中をぶつけて抗議します。

「いって……暴れんな。狭いんだから」

「それって偶然の産物でしょ。私がたまたまＩＥ適性があって、しかも帰宅部で暇してたから」

「偶然でなんか悪いのか？」

「悪いよ」

「いいから寝ろって」

「私が探検部やめちゃったらもう他人？」

「なんでそうなるんだよ」

　いらつきながら振り向いた東野に、思いがけず間近から見据えていたほむらの顔がぐっと迫ります。

「うお」

「…………」

　束の間二人は睨み合ったものの、ほむらのぶすくれ顔に東野は噴き出します。もとの寝相に戻って、くっくっと笑いを堪えています。

「わらうな～」

「おまえが面白い奴だってのはもう十分知ってるよ」

「なんか中途半端でぶらぶらしてるのがイヤ」

「あ？　どうしてぇんだよ。枠にはめて欲しいのか？　それならダチでいいだろ」

「ダチって……友達？」

「ああ。特別のな」

「…………」

「特別、手のかかるダチだ」

「…………」

　無言の裏拳が東野の後頭部にヒットします。

「いてえっつーの……偶然で悪いなら、誰かに保証してもらえたら安心すんのか？　世の中ほとんど偶然で決まってんじゃん。自分で決められるのは結局、自分の手が届く範囲だけだ」

　手が届く範囲。地球の我が家から隔たれた距離を想いながら、ほむらの指先は、胸から下がるお守りに触れます。

「……先輩を好きになったきっかけも偶然？」

「ほーお、しつこいなこいつ。俺相当眠いんだかんな」

「先輩は美人で優しくて文武両道で、まあ東野くんが好きになるのは当然よね。ねえ？」

「なんでそんなこと聞くんだよバカ」

「教えなさいよ。一目惚れ？」

　聞こえよがしなため息がツェルトに響きます。

「教えてやるよ。ただし先輩とおめーと俺と、三人で地球に帰れたらな」

「ふうん……それは分の悪い賭けに出たわね……」

「へいへい。言う迄もねーけど、明日は相当きつくなるからな。覚悟しとけよ」

「大丈夫」

「また謎の自信か」

「大丈夫……迷ったって、遠回りしたって。大江戸線に乗ったつもりでいれば……遠回りしてもいつかはちゃんと着くから」

「……そっか。そうだな」

「…………」

　寝袋のなかで、ふと首をかしげる東野。

「……あ？　おいっ、大江戸線は環状線じゃねーぞ。それを言うなら山手線だろが？　適当に乗ったって着きゃしねえぞ？」

「…………」

　ほむらの返事はなく、寝息だけが返ってきます。

　東野は呆れつつも、雨が降り止むのを祈りながら眠りにつきました。

　その晩、ほむらは夢をみました。

　どんな夢だったのかは、すっかり忘れてしまいましたけれど。
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「だめだな」

「これは迷ったね。完全」

　翌朝。

　運良く雨はあがったものの、二人はもう何時間も湿原をさまよっていました。これまでで最長のロスタイムです。根雪の残る寒々とした岩地を抜けたと思いきや、その先には大きな湿地がひろがっていました。

　もはや道らしき道すらも見つかりません。一晩の休息で体力は回復したものの、今は焦りが先に立ちます。二人は膝まで泥に埋もれながら、突破口を探ります。

　黒いぬかるみとスポンジ状の草地がまだらに交錯する地形は、狼が好む場所にはとても見えません。

　水草に足をとられて泥まみれになり、大型犬ほどもあるオオサンショウウオと鉢合わせて腰を抜かし、ほとほと嫌気がさしたほむらがぼやきます。

「未踏地には湖があるんじゃなかったの？」

　杖をつき、水深を測りながら歩く東野が答えます。

「湖ならぬ見渡す限りの湿地とは、モリちゃんもシツゲンだったな」

「……よーし。もうちょっと面白いこと言ってごらん」

　沈む足を引きぬき引きぬき、ほむらも後をついていきます。

　前のめりに転んでからは、さすがに観念して杖を手にしています。

「あー、急に言われても、俺スワンプ気味でさ」

「月つゆだったら殴りかかってる」

「厳しいな」

　時折、東野は立ち止まって地図を記していきますが、マッピング経験もなく、かなりの当てずっぽう。広い視界を得ようにも、湿原には高所もなく、島のように小さな森が点在していて見通しづらいのです。

　ほむらはその間、所持品中で一番高価で厄介なアナログカメラを取り出して、周囲の光景をフィルムに収めます。空を横切るベーグルと目印になりそうな特徴的な山並みとを同アングルで押さえて、地形推量の材料にしようという目論見です。

　しかしそれも霧が立ちこめてくるまでの話。

　連れだって歩くほむらたちの脇の水面を、雛を連れた水鳥が泳いでいきます。焦る気持ちとは打って変わってのどかな光景です。

　水浸しの靴にも、つま先をしびれさせる雪解け水の冷たさにも、むしょうに腹が立ちます。

「スパリゾート行ってドルチェ食べたい……」

「でっかく逃避したな」

「弁天湯でコーヒー牛乳でもいい……」

「そりゃ銭湯だ。顔でも洗うか。真っ黒だぞ」

　水筒を差し出されて、嬉しげなほむら。

「いいの？……でもそれって貴重な飲み水じゃ」

「このへんの水はかなり綺麗みたいだけどな。きっと湧き水の水源があるんだろ」

「その割には濁ってるけど」

「雨のせいだろ。しばらくしたら澄んでくるし、浄水器通せばいけるって。この水筒のだって昨日汲んだ川の水だ」

「じゃあ、もうちょい待ってこっちで洗うから別にいいや」

　東野は納得して頷きました。




　足場になりそうな森から森へと、深みを避けながらすすむうちに、いよいよ湿原の奥へと迷い込んでしまいました。

　何度か引き返して道を辿り直した末に、半島のように細く突き出た場所で、二人は立ち往生します。

　河とも湖ともつかない水の原を、緩やかに流れゆく膨大な雪解け水。周囲はいずれも深さ二メートルは越えていて、とても足がつきません。

　葦の葉先が揺れる水面をぐるりと見渡しながら、二人は絶句して立ちすくみました。

「…………」

　ことここに行き詰まり、ずっと避けていた結論───追跡する狼たちがこの湿原を大きく迂回して先へ向かっただろうという、予想される成り行きもはっきりしてきました。

　冷雨の夜を走り通すのは、いかに狼たちといえども容易な行進とは思えません。本来、悪天候時には動物たちはじっとしているものですし、怪我人の先輩を連れていれば尚更です。どうにかして、野営の跡でも見つけられればと切望していた東野でしたが……

　打つ手もなく、こみあげる悔しさに歯をくいしばります。

「ここまでなのかよ……」

　葦の茎を握りしめて、うなだれる東野。

「くそっ……また届かねえのかよ……」

　眦まなじりに落胆の涙がにじみます。

　遠く輝くさざ波が、流れこむ霧に薄れていきます。

　自分もまた無力感にうちひしがれ、岸にたたずむ東野の背を痛ましげに見つめるばかりのほむら。

「…………」

　水に杖を差して、あきらめ悪く道をさぐります。

　ところが、

「ひゃ、う、わ、わ」

　東野の背後から、ほむらのすっとんきょうな声が聞こえます。

「と、とっ、東野さぁーん」

「なんだ。今度はピンク色のカモノハシでも出たのか───うわっ」

　情けないほむらの声に振り向いて東野は腰を抜かしました。

　葦の浮島にちょこんと乗ったほむらが、岸を離れて遠ざかっていきます。

「おま、何やってんだよ！」

「流された時は何て叫ぶのかなって……」

「助けてだろ！」

「た……助けて……ロ、ロープ？」

　彼女が手にしていたはずの枝は、水面に浮かんで浮島から離れていきます。

　見えない河の流れに捉えられた浮島は徐々にスピードをあげていきます。

「東野く……ひっ……！」

　前に出たほむらの足下で浮島がぐらりとかしぎます。

「しゃがんでろ！　立ち上がんな！」

　ほむらの姿を目で追いながらザックをさぐり、島岸の先端へと向かう東野。

「マジやべえ……間に合わねえ」

　浮き代わりになる物がとっさに見あたらず、仕方なくおもり代わりのマルチツールをロープ先に結んで、渾身の力で投げます。

　しかし、ロープは浮島から体二つ離れた水面を叩いて、そのまま沈んでいきます。

　ほむらが伸ばした指先にもロープは届きません。

「届かない！」

「くそっ、駄目か……いいか日ノ岡！　そこにいろよ！」

　そう叫んだ東野は、荷物を岸に捨てると湿原の大河に飛び込みました。

　不安定な浮島にしがみつきながら、水面を凝視しようとするほむら。

　束の間、水上に出ていた東野の顔が、浮島がぐるりと回転したわずかな間に、忽然と消え失せます。

「東野くん……？　……東野くん!?」

　せわしく首をめぐらせて、浮き上がってくる気配のない相棒を捜し求めます。

「そんなぁ……やだよう……東野くーーーーーーん！」

　震える声で叫びながら、前のめりに水中を覗き込むほむら。

「やっ……」

　摑んだ浮島の根がほどけて、ほむらは頭から水没しました。

　あたかも湿原の動脈のように強い流れが、ほむらの体を摑んで運び去ろうとします。

　水の冷たさが胸をしめつけ、急速に手足の自由を奪います。

　上下の感覚の無い水中で顔に張り付いてくる自分の髪と格闘し、必死にもがいて水面を求めるほむら───

　その背中をぐっと抱きすくめる腕の感触がありました。

　水底を蹴った反動を感じ、勢いよく水面へと顔を出します。

「馬鹿、飛び込んでくんなっ」

「わっぷ───だって」

　背後から東野に支えられながら、沈んでは水底を蹴り、また水面に顔を出してを繰り返し、なんとか浮島に追いつきます。

　東野はほむらを押しやって浮島の上にあずけ、自分はその根にしがみつきます。

　水をしたたらせ、ぜいぜいと息をつきながら、身を起こして東野に手を伸ばすほむら。

「東野くんも───」

　その手を摑んで、浮島によじのぼろうとした東野の動きがぎごちなく止まります。

　東野が体重をかけると、浮島が沈みはじめます。ほむらもまた膝先が再び水に浸かったのをみてぎょっとしました。

「無理だ。このまま岸まで寄せよう」

　水中から肩を出して告げる東野の唇がみるみる青くなります。

　自分自身もずぶ濡れで震えながら、ほむらは首を振ります。

「だめだよ冷たすぎるよ。死んじゃうって」

「死なねえよ───こいつだけ頼む……っ」

　いったん水中に戻した東野の腕から、突き出されたのは彼の得物でした。

「剣!?　持ってきたの!?」

「当然だろ。さすがに重かったな。うまく泳げなかった」

　東野はいたずらっぽく笑います。

「バカじゃないの？　まったく剣道バカだよね、きみは───」

「うるせえよ」

　泣き笑いながらほむらは剣を受け取り、氷のように冷たい東野の指先を握りしめました。

　浮島は一定の速度で流されていきます。元いた岸が、霧に薄れてみるみる小さくなります。

「荷物が……」

「温かいメシはあきらめてくれ。残りはそれで全部だ」

　ほむらの脚の脇、濡れた長剣の横に置かれたザックを指差します。ほむらのザックには、カメラの他は寝袋が一つと、あとは本当に必要最低限の物だけです。もはや地図すらありません。

「俺がモーターになって押すから、行けそうな岸の方向を指示してくれ」

　震えながらも、つとめて明るい声音で東野が言います。

「うん」

　中腰で浮島に立つほむら。

　されども周囲に目を凝らしても、見えるのは霧と、水面から突き出された葦の群落ばかりで、一向に岸は見えません。大きな浮島でもあればと思っても、それも見あたりません。

　躊躇している間にも、東野の体温は奪われていきます。水温は摂氏十度もないでしょう。冬の朝のような厳しい冷たさです。

「とりあえずどっちだ？」

「……っ……あ、あっち？」

「よっしゃ。そうやって指差しててくれ」

　ビート板を押す要領で、東野が勢いよくバタ足をはじめました。

　河の本流から少しずつ浮島がそれていきます。

　不安に胸が張り裂けそうになりながら、必死に岸をさがし続けるほむら。

「……え、映画でこんなシーンなかった……？　豪華客船のさ」

「はは……このやろう殺す気か……げほっ……げほっ……」

　東野のむせる息遣いに、ほむらは唇を嚙みます。

　焦燥にかられながら、悠然と流れていく時間を呪わずにいられません。濡れたお守りを握りしめます。

　そうして十分ほどもバタ足を続けて、あてもなく水上を漂ううちに───

　焦る気持ちとも異なる、不思議な胸のざわつきをおぼえます。

　何かに導かれるように首を振り向けたほむらは、霧のただなかに陽の当たる小さな岸辺を見た気がしました。

「……っ……」

　幻かもしれません。けれどほむらはすぐに、自分の直感に従いました。

「東野くん向こうへ！　左、十時方向へ曲がって！」

「……さっきは右っつったよな」

「いいから！」

　進路を変えて、さらに進みます。

　そうするうちにも、浮島は浮力を失ってじわじわと水に沈んできます。

　───果たして霧が流れると目の前に、うっすらと岸辺が現れました。

　陽の光と思ったものは、一面に咲く黄色い花々でした。

「岸だ……岸だよ、東野くん！」

「…………」

　朦朧とする東野の返事はなく、ただ緩いバタ足の音だけが返ります。

　ほむらは長剣を持ち上げると水中に差し入れて、渡し船のように必死に漕ぎ始めました。

「……おい、俺の得物をオールにすんな」

「シャラップ！」

　ほむらが激しく漕いだせいで、もろくなっていた浮島の崩壊がさらに進みます。

　東野も最後の力をふりしぼって足を動かします。

「沈んじまうぞ、漕げ……漕げ！」

　浮島がバラバラに崩れて、ほむらたちが水中に投げ出された時、そこはもう足の着くなだらかな岸辺でした。

「着いたよ！　岸だよ、土の地面だ！」

「…………」

　東野の返事はかすれて、声になりません。

　そこからはほむらが迅速に動きました。

　真っ青な顔色の彼に肩を貸し、岸辺から一段高くなった岩場まで運び上げて座らせます。タオル代わりの乾いた草をかき集め、服の下に詰めて水を吸わせます。かろうじて水没を免れたザックからは、自分の寝袋を取り出すと、抱きつつむようにして肩から羽織らせました。

「しっかりしてっ東野くん。今焚き火を起こすからっ」

「…………煙の魔法か……？」

「死ね！　凍え死ね！」

　迷わず非常用マッチで火を起こした頃には、東野にも身震いが戻ってきます。

　そうして、ほむら自身も焚き火の前に座り、両手をかざす余裕ができると自分の体がどれだけ冷え切っていたかわかりました。

　靴と靴下も脱いで素足になり、火の前で乾かします。

　黄色い花を眺めながら、東野が呟きます。

「見たことあるな、この花……でもなんか高層湿原にそぐわないっつーか……」

「……言われてみれば」

　ほむらも首をひねります。

「これ、田んぼに生えてる花じゃない？」

「そうだ。確かに。休耕田でみる花だ」

　東野は寝袋を脇に置いて立つと、自分が腰掛けていた岩場をしげしげと観察します。

「───石垣だ」

「えっ」

「街道……？　いや、畑の跡か？」

　そこは単なる岩場ではありませんでした。石組みは崩れかけ、苔むしてもいますが、確かに人の手で積まれたものです。

　ほむらたちがいるのは岸辺を囲い込む石垣の一端でした。

　素足のまま岩に乗ったほむらは周囲を見渡します。

「…………むむ……」

　徐々に霧が薄れてくると、黄色い花が咲く草むらに、石垣の白いラインが見え隠れしています。

「どうだ？」

「ずっと向こうのほうまで続いてるみたい」

「ビンゴか───ふぁ、あ、ふぇっくし！」




　体を十分に乾かした二人は、少なくなった荷物をまとめて岸辺を後にしました。

　それまでのおぼろげな探索とは違い、石垣の跡がはっきりと進むべき方向を示してくれます。

　二人の足の運びにも自信が戻ってきます。

　これだけはっきりとした文明の跡が、狼を連れていたあの少女の住処を───虚惑星人たちの集落の場所を暗黙のうちに示しているだろうことは、もう言葉にするまでもありません。

　周囲は変わらず湿原が続いていますが、石垣が巡らされたなかでは木々が目立つようになりました。石垣と樹木の根が、畑の土をくいとめているようです。

　空が晴れ、徐々に気温が上がってくると、見通しもよくなってきました。

　差し込む陽光が瑞々しく緑の岸辺を輝かせ、雲のような霧の塊が流れる、そのまま携帯の壁紙にしたいような景色です。冷ややかな風が心地よいくらい。

「危なかったね。さっきは」

　先をいく東野の肩をつついてほむらがそう言うと、東野は頷きます。

「……緊急離脱のこと言わなかったね」

「ああ。ごめんな。無理させて」

　ほむらは首を振ります。

「今はもうピンピンしてるし。元はといえば、私がヘマしたせいだし」

「気にすんな。モリちゃん流にいえば結果オーライだろ」

「お腹はへったけどね」

「へったな」

　笑う東野に、すこし神妙な様子でほむらが尋ねます。

「……もし、あの時、私がすぐに緊急離脱しようって言ってたら？」

「はは、またもしもの話かぁ？　わりぃけど断ったな」

「やっぱりそっか」

「何の手がかりもないままじゃ、帰れねえよ」

　ほむらもその気持ちは同じでした。

　けれど、いざとなれば東野はほむらだけでも帰還させたでしょう。

　それでなくとも、残る食料はもうありません。さきほどの休息で数個だけ残っていたタフィーも、二人で分け合ってすべて腹に入れてしまいました。

　すっかり軽装になった東野は見た目だけは気がかりな様子もなく、ほむらの先を軽快に歩いていきます。

　そんな彼が前方を向いたまま、ふいに語り始めました。

「そうだよ。先輩に惚れたのは一目惚れだ」

「え」

　それは昨晩ツェルトで、三人で地球に戻れたら話すと語っていた話題でした。

「先輩は特別だって感じたんだ。単純だろ。そんなもんだよ俺は」

「……入学式とか？」

「もうちょいまえ。去年の秋か。学校見学で青藍に来たとき、六ろく地じ蔵ぞう会長を手伝って、案内役をしてた先輩に初めて会ってさ」

「ふむ」

　小走りに前に出たほむらが、東野の隣に並びます。

「俺、学力的にはちょっと厳しかったんだ、青藍の受験は。スポーツ推薦もらえれば無難にいけたろうけど。見学してみたら青藍の剣道部は俺の好きな雰囲気じゃなくて、あんま乗り気になれなくてさ。他の学校でもいいやって思ってた」

「でも、青藍に決めたんだ……？」

「先輩のことが気になってさ」

「それ、だけ？　それが理由で推薦を蹴ってわざわざ実力で受験したの？」

「筋すじだろ。それが」

　たしかにスポーツ推薦で合格して、でも運動部には入りません、というわけにはいきません。

「……二年生の先輩って、まだ部長じゃなかった頃だよね。どんなふうだったんだろ」

「そうだな……あんまり……いや全然、案内役には向いてなかったな。普段があんなふうだし。でも熱心に説明してくれるんだ。俺が興味薄に見に来た剣道部のことも、まるで自分の部活みたいにさ。この人はこの学校がすごく好きなんだなって伝わってきたよ。一緒に見学に来てた連中も、みんなそう思ったんじゃねえかな」

「そっか……私は受験日が初登校だったから」

「ぶっつけ本番か。日ノ岡らしいよ」

「むむむぅ。それで？」

「……で、帰りにもう一度先輩の姿を探して、見つけて、質問したんだ。先輩は何部なんですかって」

「やらしい」

「っ……だって気になるだろ」

　東野の顔が陰ります。

「勿論、探検部の一部員だったんだけどさ。その時は部室までは案内してくれなかったんだ。なぜなら、来年には探検部そのものが休部になるかもしれないって」

「えっ、だったの？　実は廃部の危機だった!?」

「廃部じゃなくて休部な。一時活動休止だよ。あれだけの建物と設備があんのに、そう簡単に廃部になんか出来るか。ただ、部員一人だけじゃ、どうしても探検部は維持出来ないだろ」

　ほむらは納得して頷きます。

　この広大な虚惑星を単独で探検する困難を───その危険と、圧倒的な孤独を、すでにほむらは嫌というほど実感しています。

「……稲荷先輩の休部と不登校……」

　ほむらの呟きに、東野は頷きました。

「言ったよ先輩は。大丈夫ですって。仮に部員ひとりになっても、コマ先輩たちの日吉坂高校探検部に出向して、活動を続けるつもりだって」

　ほむらはあっけにとられました。

「それ……そんなの吸収合併じゃない。そこまでして」

「ああ。そんなの我慢できねえだろ。いくらコマ先輩たちと一緒でも、寂しすぎる」

　東野の頰がすこし火照ります。

「───それで、つい言っちまったんだ。俺が探検部に入るってさ」

　その瞬間こそが、彼がかくもあっさりと高校剣道をあきらめた瞬間でした。

　先輩も先輩なら、東野も東野です。

　二人の意志の強さにはまったく驚かされます。

　偶然となりゆきまかせで入学し、誘われるがままに探検部に入部したほむらには、言葉もありません。

「先輩……なんて？」

「待ってるって言ってくれたよ」

　やさしく伏せられた東野の眼差し。

「嬉しかったね。それは」

「ああ。嬉しかった。死んでもいいと思ったな」

　恥ずかしそうに呟いて、頭をかく東野。

　その横でほむらは一息ついて肩の力を抜き、腕組みします。

「なるほどねえ……。これがドラマや映画なら東野くんは立派に主人公だ。先輩はヒロインで、私は脇役」

「何言ってんだ。おまえが主人公だろ。不条理ギャグ漫画なら間違いなく」

「あーっあーっ、私なりに最大級のリスペクトの激励だったのに！　何それ！　あー言えばこう言うし！」

　笑う東野に、憤慨してほむらは詰め寄ります。

「せめてケータイ小説ノベルとかねえ？　いつぞやは映画のワンシーンみたいっておっしゃいませんでしたっけ？」

「言ったけどさ、その線で想像すんのはもうムリ。おまえ喋りすぎ。メッキはがれすぎ」

　すっかりむくれてしまったほむら。

　そんな彼女を屈託なく東野は励まします。

「変にひがむなよ。誰もが主役で一等賞、だなんて意味のねーことは言わねえけど。誰だって人生一度くらいは主人公になれる時があんだろ」

「…………だといいんですけど」




　続く石垣を道がわりに進むうちに、やがて湿原から離れ、まちまちな樹高の木々がせめぎあう森の入り口にさしかかります。

　そこで東野はめざとく朽ちた廃屋を見つけました。

　ほとんど家の形を失い、蔦の葉に埋もれてしまっている小屋です。それを廃屋と気づけたのも、四方の柱があっただろう場所に柱の土台となる要石が残されていたからでした。

　元は柱だったらしい木片を手にとって、ほむらはしげしげと見つめます。

「ぼろぼろだね。こりゃもう何十年……いや何百年って雰囲気」

「この涼しい気候で腐敗も進まないし、周囲の霧のせいで湿気が強いから、山火事にも巻き込まれないで残ってたんだな」

　少なくとも、最近人が立ち寄ったような痕跡はありません。

　東野はさらに周囲を見渡します。

「釣り小屋みたいな雰囲気だよな……船とかあるんじゃねえかな」

　水はありませんが、入り江のような窪地が湿地のほうに続いています。

「船かぁ……ゴムボートでもあればさっきも楽だったけど……」

　そんなことを考えながら、ほむらは再び胸のざわつきをおぼえ、廃屋跡に向けていたカメラを下におろしました。

　強く心を惹かれて首をめぐらし、かきわけた茂みの先に───

「──────」

　はっとして、あとじさったほむらは東野の背に隠れました。

　とっさに身構えた東野の肩越しに森の奥を指差します。

「あ、あそこ……人がいる……」

「……倒木じゃないのか？」

「ちがうよ。人だよ。なにかで体を支えて立ってる」

　確かに木立の下の暗がりに、足下まで土に埋もれ、前のめりに立つ影があります。

「こっちを見てない？　まさか……死んでる……？」

　人影は全く身動きをしません。

「カカシ……じゃないのか」

「カカシだったらもっとこう、鳥を威嚇するポーズでさ」

「どんなポーズだよ」

　落ち葉を踏みわけながら、おそるおそる二人は歩み寄ります。

　それは、すっかり色褪せた木製の人形でした。

　ぼろぼろの着物を着て、農具の鋤すきにもたれるようにしています。

「やっぱり東野くんの言う通りか……」

「…………随分精巧にできてんな」

　人形は、人間と変わらない関節があり、なにより廃屋の様子とくらべると格段に新しくみえます。

　残り少ないフィルムを気にしつつ、ほむらはカメラを取り出しました。

「そうだ。東野くん撮ってよ」

「あ？」

「ほら。私、第一発見者だから、一緒に写る権利があると思うな」

「おまえの平常心はコンクリート製だな。まあ重要参考物だから撮るけど」

　肩をすくめてカメラを受け取る東野。

　人形の横に立ち、馴れ馴れしい姿勢でピースするほむら。

　そこでふと彼女は、人形の首にかかるペンダントに気づきます。

　革紐をそろそろと引きあげて胸元から現れたのは、アーモンド型の木細工にはめこまれた、小豆粒ほどの小さな貴石でした。

「……ふむん？　おしゃれな人形だねぇ」

「……っ……おい、それ……」

　息をのんで顔を近づけた東野の瞳に、神秘的な緑の輝きが映りこみます。

「……それ、精霊石じゃね？」

「は？　言われてみれば綺麗なグリーン……」

　目をしばたたいてペンダントに顔を近づけたほむらの腕を、硬くざらついた指が摑みました。

「───ひっ、びゃっ、ぎゃあ」

　仰天してひっくり返るほむらを求めるように人形が動きだしました。

「───！」

　東野はとっさにカメラを後ろへやって腰の剣を抜きはらいます。

　後方に倒れたほむらに引かれ、人形の首にかかっていたペンダントの紐がぴんと張り、ぷつんとちぎれます。

　デフォルメされた目鼻の無い能面が、ほむらに迫ります。

「いやあああ！」

　気迫に満ちた東野の剣先が、人形の首に突き刺さり、その場に縫い留められたかのように動きが止まります。

「……っ！」

　そのまま力まかせに振り払われ、音を立てて木の幹に叩きつけられます。

　剣先を突きつけて、油断なく人形を見据える東野。

「と、東野くんっ、やめて……っ」

「退がれって！　あぶねえ！」

「きっと、この石を私が取っちゃったから───」

　我を忘れて前へ出ようとするほむらを、東野は必死に腕でさえぎりながら制します。

　木の根元に横たわりながら、異様なきしみをあげて人形はその指先を差し伸べました。

　東野の腕越しに、ほむらがペンダントを差し出します。

「ごめんなさい……これっ」

　しかし、人形は急速にその姿を変えはじめました。

　低速度撮影の映像のように、ありえないほどの速さで朽ちていきます。

　めきめきと音をたてて全身に罅ひびが走り、着物はほつれ埃の塊となって散り落ちます。

「あら、あらららら……」

　目を見張り、口を手で覆うほむらの前で、人形は木っ端微塵に砕けて、もはやそれが人の形をしていたとは判らなくなってしまいました。

　ほむらの掌の上で、ペンダントは一瞬にぶい光を放ちましたが、すぐに薄れて消えてしまいます。

「ああ～……どうしよう。悪いことしちゃったみたい……」

「……まさか動き出すとは。さすがに驚いたな。これもロボットみたいなもんだったのか？」

　東野は剣先で残骸の山を払いますが、もはやそこに人形が立っていた面影はありません。人形が手にしていた農具と共に完全に朽ち落ちてしまいました。

　カメラに収めたはずの写真と、ほむらの手にある石だけがその痕跡です。

「廃屋や畑の様子と比べて、この人形だけ新しい雰囲気とは思ったけど」

「じ、自爆の魔法がかかってたとか……？」

「自爆って……どっちかっつーと保存の魔法じゃないか。虫食い防止とかさ。こいつが、何らかの用途で使役されてたロボットだったとしてだけど」

「そっか。木でできた体だものね。腐ったりしないように、か」

　あらためてほむらは、手の中の精霊石らしき石を見ました。

「これ、どうしよう。貴重なものなんでしょ？」

「もちろん探検部の資料だろ───って言いたいところだけど」

　東野はため息をつきます。

「日ノ岡の好きにしろよ。今は、先輩を捜すのが先決なんだ」

「うん……」

　迷いながら掌を見つめます。

　結局その場にペンダントを埋めていくことにしました。

　見つけてきた墓碑代わりの枝を、人形の立ち尽くしていた木立の根もとに立てます。

　東野も何も言わずそれを手伝いました。

　人形の墓を後にしながら、東野はぼやきます。

「ちょっと勿体なかったな」

　ほむらも残念そうな笑みを浮かべて、

「……そうだね。でも、服を着ていたってことはさ、きっと誰かが名前をつけたりもしていたと思うんだ。大事にされてたんだよ、あの人」

　その誰かに、忘れられてしまうまでは。

「成る程。かもな。ちなみにどんな名前だ」

「え……っと……ヨサーク……二世、とか」

　噴き出す東野。

　その脚をむくれ顔のほむらは蹴りとばしました。

「いてえって」

「ねえ。なるべく考えないようにしてたんだけど、先輩が言ってた霧の谷ってさ……」

「言うな。それは眉唾の怪談だろ？」

「この場所に迷い込んだ人たちが、みんな人形にされちゃうんじゃ……」

「やめろって！」




　やがて二人は、湿原から流れ出す小さな川にいきあたります。

　下流へ向かうと川は勢いを増して、谷底を流れる渓流となります。

　川を見おろしながら、川岸をたどるうちに、明らかに人の手の入った人工の道を歩いていることに気づきます。

　カズラで編まれた吊り橋を渡り、急流を越えると、日当たりの良い尾根に出ました。

　ひっそりとした小山の山頂で耳を澄ますと、滝壺に流れ込む瀑布の音が、聞こえてきます。

　山間にこだまする音に耳を澄まし、滝の在処をさがす二人は、木々に隠れた稜線の向こうに、木で葺かれた屋根らしき先端を見つけます。

「あれ！　お城の屋根じゃない!?」

　興奮して指差すほむらに東野も頷きます。

　慌ててカメラを構えるほむらでしたが、フィルムを浪費するなと東野にたしなめられ、撮影はまだ思いとどまります。




　平石の敷かれた、苔むした森の道を駆けゆく二人。

　目指すとんがり屋根よりも思ったより手前で、目前に現れたのは、ゆるやかな斜面に整然と石碑のならぶ広場でした。

「……お墓だ」

「……これは間違いねえな。合同墓地だ」

　斜面にはいくつもの石いし室むろが作られ、石の扉の前には細い台形の墓碑が立ち並んでいます。

　虚惑星の夕暮れの空のような深い蒼色をした墓碑。

　その墓前に献げられた、摘まれたばかりの真新しい花々を見て、二人はぞくりと首筋が粟立ちました。

「………………」

　思わず声をひそめて、墓地中央へ向かう道を登っていきます。

　墓碑には、模様とも文字ともつかぬ、銀色の金属を流し込んだ象眼細工が施されています。

　それらを興味深く見渡すうちに、ふと東野は足下に小さな墓石を見つけます。

「……ん？」

　それは他の墓の様子とはまるで違いました。脇道のちょっとした隙間に、ただそれらしい石を置いただけのものでしたが、小さな野の花が捧げられた、確かに何者かが弔われたものでした。

「───と、東野くん！　来て！　これ見てよ！」

「……おう！」

　先に向かったほむらの場違いな声に、後ろ髪をひかれながら立ち上がります。

　追いついてみると、墓地中央の大きな石室前には、ひときわ大きな墓碑がそびえ、有力者の墓を思わせます。

　しかしほむらが注目していたのは、石室の扉の脇にさりげなく控えていた墓石でした。

「これ……」

　指差した小さな墓石は、石材も他と異なり、なにより短い四角柱の形をしていました。

　それはまさに、日本のお寺でみる古めかしい墓石そのものです。

　年月と霧にさらされすっかり苔むした墓石には、より美しく多くの花が献げられていました。

　東野は目を見張りその場に座り込み、墓石に顔を近づけます。

「これ、漢字じゃねえか……！」

「でしょ!?　ずいぶん古ぼけちゃって読めないけど……ちょっと苔を落としてみよう」

「バカやめろ。人の墓だぞ？」

　苔に覆われた墓に刻まれた文字を、東野が途切れ途切れに読み取ろうとします。

「……文政……七……九……年……あ？　文政七十九年!?　……天てん狗ぐ隠かくし……」

「天狗隠し？」

「これは……家紋か………院………居士……」

　読み慣れない書体にちんぷんかんぷんなほむらも、東野に負けじと顔を並べて覗き込みます。

「誰のお墓なのいったい？」

「たぶん大人の男性だ……っても戒名だけど。虚惑星に仏教徒か」

　うっすらと苔に浮かぶ文字をたどり、解読のまねごとをする二人。

　夢中になり、背後から近づいてくる足音に気がついていませんでした。

「───鈴すず、わごりょか？」

　だしぬけに届いた若い女の声に、二人はとびあがります。

　墓地の中央を抜ける道をやってきたのは、薄い金色の髪をなびかせる、和装の女性でした。

　ころころと石畳に靴音を立て、その背には巨大な白狼がつき従っています。
















　それはあまりにも現実感の希薄な幻想的な光景でした。

「……ま、魔女……っ!?」

　思わずほむらはそう呟いていました。

　狼は、純白の毛並みに、額の灰色の毛。まだ強烈に印象に残っている、あの少女がセッカチマルと呼んでいた狼に間違いありません。

　現れた女は、着物の袂に両手を差し入れたまま、感情のない瞳で、淡々と二人を見つめます。

「ほう、賊か」

　軽く眉をあげて、女は白々しく驚いてみせます。

「間マ男オとは云うが、マジョとはついぞ聞かぬ」

　そう言って、女が値踏みするようにこちらをねめつけると、主人の気配の変化に敏感に呼応して、白狼が肩を沈め低く唸りだします。

　むき出しの牙をみて、ほむらは震え上がります。

「ちょ、ちょっと待って」

　物騒ななりゆきに二人も思わず身構えました。

「俺たちは、怪しい者じゃありません」

　女は怪訝な顔でうっすらと東野を睨みつけます。

「……東野くん？」

　腰に手をやった東野の仕草にどきりとするほむら。

　しかし東野は、腰にさげた剣をベルトごと脇の草むらに捨てると、相手にからっぽの掌をみせました。

「勝手にこの墓地に立ち入った非礼はお詫びします。どうか俺たちの話を聞いてください」

「だまれ───」

　物静かながら有無を言わせぬ様子で女が言い放ちます。

「……っ」

「卑劣な墓荒らしの命乞いなど聞かぬ」

「俺たちは盗人なんかじゃない。人を捜してる。俺たちの仲間が一人来ていないか？」

「……仲間、と。まだ一人おるのか。まことに一人か？」

「連れて行かれたんだ。そのオオカミに」

「一人かと訊きいた」

　東野の言葉をとらえて女は、じりと前に一歩踏み出ます。

「そ、それと子供も、です！　黒髪の、このくらいの背丈の女の子！」

　身振りをまじえたほむらの訴えに、女はぴくりと反応しました。

「鈴のことを云っておるのか」

　伏しがちな眼差しが、一層冷ややかさを増します。

「墓をあばくに飽きたらず、たったひとりの身よりまで拐かどわかすと……？」

「泥棒じゃありませんってばっ。やっぱり知ってるんですね、あの子のこと！　……ねえ、かどわかすって？」

　と小声で東野に尋ねるほむら。

「人さらいと間違われてるんだ」

「人さらい？　それも誤解です！」

　抗議で詰め寄ったほむらに白狼が一吠えします。

　その太い咆哮に身がすくみます。

「ひっ……」

「日ノ岡、今は先輩を───」

「でも」

　今にも飛びかかろうとする白狼を片手で制しながら、女は前に立つ東野と、捨てられた剣を見据えます。

「刀をとれ」

「な……無ぶ礼れい討うちのつもりかよ？　あんただって素手じゃないか」

「二度は申さぬ」

　東野はほむらの前に仁王立ちになったまま、動きません。

　大きく息をついて、力の入っていた肩をさげます。

「俺たちは地球から来た。地球の日本から。もしかしたら、あんたもそうじゃないのか？　東京を───いや、江戸の町を知らないか？」

　つとめて穏やかに語りかける東野でしたが、それでもすこし声が震えます。

　しかし、そんな東野の訴えを一切拒絶するように、女は苦しげに表情をゆがめ、わななく指先でこめかみを押さえます。

「ほかにも仲間がいるだろ？　この星に住む人々がさ。俺たちはもう、十年以上もあんたたちを探し求めて───」

「……やめろ」

　震えながら差し出された女の指先に、ぱちっ、ジジジジッ、と音をたてて紫電が走ります。

　幾重ものフィラメントとなって重なり合い、瞬きながら形を変える太い電光。

　───魔法です。

　東野たちの明かりの魔法とはまるで比べものにならない、昼でもまばゆい輝きが目を射ます。

「我が父祖たちの眠りを妨げる賊どもは……去いね……！」

　苦悶しながら呟く女の長髪がふわりとひろがります。

　それもまた魔法か、それとも怒りの気迫のなせるものなのか───

「気け───」

　振りあげられた腕を紫電が螺旋に取り巻き、収束していきます。

「銅あくわ───」

　最初の呟きを耳にした時、ほむらは東野の襟首を強引に摑んで引き寄せ、一目散に走り出していました。

　一瞬は抵抗した東野も、すぐに危機を悟って、後方へと駆け出しました。

「───閃せん」

　指先から放たれた電光は、二人に向けてかぎざきに追いすがります。

　墓碑の一角が、なぎ倒されてはじけ飛びます。

「……痛っ……」

　ちぎれて舞いあがった花弁や、弾丸のように飛び散る破片をあびながら、ほむらたちは駆け抜け、墓地を脱します。

　ほむらのとっさの判断が無ければ、虚惑星に増強された脚力がなければ、確実に魔法の電光にからめとられていました。

　墓地を破壊する、己の荒々しい所業をかえりみる様子もなく女は───いえ、魔女は攻めの手を休めようとしません。

「嚙み殺せ」

　白狼が唸り声をあげて飛び出します。




「畜生、なんなんだあいつ！　てんで聞く耳持たねえ！」

「やっぱり魔女なんじゃない！」

「最悪のファーストコンタクトだ……くそっ」

　走りながら、ほむらは息を吞みます。

　東野の背には、紫電を躱しきれずに受けた傷跡が残っていました。

　焦げて破けた服から、赤く痛々しくただれた火傷がのぞきます。

「東野くん……その傷っ───」

　ほむらの言葉は意に介さず、急に立ち止まる東野。

「……っ……この道はだめか」

　東野たちがやってきた森の石畳の道は、ほとんど直線といってもいい、見通しのいい緩いカーブです。

　立ち止まったわずかな間にも、狼の咆哮が迫ってくるのがわかります。

「こっちだ」

「えっ！」

　東野はほむらの腕をとり、道脇の木立へと飛び込みました。

　急な斜面を、転がり落ちるように駆け下ります。

　数十メートルも下っていくうちに、木々にぶつかり、つないだ手はほどけてしまいます。

　斜面の下の地面まで転がり落ちながらも、すぐさま身を起こしたほむらは、東野の姿を捜し求めて叫びます。

「東野くん！───どこ!?」

　木立の向こうから、声が返ります。

「日ノ岡、お前だけでも離脱してくれ！　俺は先輩を───」

　悲痛な東野の叫びに、身も凍る狼の咆哮が重なります。

　激しく茂みを踏みしだく音と、戦う東野のかけ声がほむらから離れていきます。

「待ってよ！　東野くんっ、東野くん！」

　ほむらの絶叫は、見通しの悪い広葉樹の森に吸い込まれてしまいます。

「…………」

　この虚惑星で、初めて本当に一人になったほむら。言葉もなく立ち尽くします。

　墓地とはまた空気の匂いが変わり、森の静けさのなかで瀑布の音が間近に迫ってきました。

「緊急離脱───？」

　高鳴る鼓動。

「ここで───ここまで来て───？」

　冷たい汗が全身をつたい、左手の中指にはまる転送環の感触が、ふたたび異物となって克明に戻ってきます。

　けれど───

　そんな束の間の逡巡も許さず、猛禽のような影が、樹木の枝の合間を横切ります。

「逃げるのは仕舞いか」

　頭上の声が、着物の袖をひるがえして、鮮やかに地面に降り立ちます。

　息ひとつ切らしていない魔女と対峙するほむら。

「老ろう軀くをわずらわせるなよ。遅かれはやかれ消し炭じゃぞい」

　怪しく輝く眼差しで、彼女の領域に迷い込んだ憐れな犠牲者を見据えます。

「燐りん───」

　赤い唇が微笑にゆがみ、魔力に満ちた言の葉をつむぎます。

　ほむらにも見覚えのある火線が、振り向けられた魔女の指先に灯ともりました。

　火線は互いにこすれ合う言いようのない異音を発して───強いて喩えるならガラスをハサミで切り刻むような音を立てて───渦巻く火球となって膨張していきます。

「気け───」

　魔女の心中で折りたたまれていくパターンを反映した火は、幾何学的に重なりながら着実に育ち、凝視するほむらの瞳の中で大きくなっていきます。

　すぐさま逃げ出そうとも、魔女の意のままに火球が追ってくるのはわかっていました。

　ほむらに出来ることは限られていました。

　それは二つの選択肢。

　ひとつは、何もしないこと。ただ賢く速やかに、絶望に身をまかせること。

　そしてもうひとつは───

「……は……Ｈｉハイドラ……っ……！」

　ほむらの指先に現れた小さな火種をみて、ほう、と魔女が目を細めます。

「───慈うつく───」

　しかし火球を育むことはやめません。

「Ｏｘオクスィ……Ｐｈフォスファ……」

　ほむらは、先輩に教わった通りに必死にパターンを心に描き、魔女の詠唱を追いあげます。

　一点に意識を集めて、揺れ動く火線を炎へと編みあげていきます。

「───湯ゆ花わ」

「Ｍｇマグナ！」

　最後のかけ声とともに魔女の指先から半身ほどにも膨れあがった火球が放たれました。

　わずかに遅れて唱え終えたほむらの火球は、掌のわずか先に、とどまったまま渦巻いています。

　昼の森を夜に変じて迫る火球、木々の背に濃い影を落としながら迫る炎のコイルを、ほむらは一心に見据えました。

「───っ！」

　それはあたかもラケットで返す痛烈なボレーのように。

　斜めに振りあげる掌で薙ぐがごとく、魔女の火球を打ち払おうと踏み込んでいました。

　二つの火球の縁が触れあった瞬間、芯から殴りつける衝撃がほむらを突き上げました。

　それでもいま、この真っ白に集中した意識を緩めてしまえば、ただつまらなく死ぬだけだと、誰にも会えなくなるのだと、解っていました。

　引き延ばされた一瞬のなかでほむらは、皮膚をなめる灼熱、そして足下から体重が失われる感覚をありありと感じながら、こころ、ひるまず───織りあげた火球をより一層小さく絞りこんで相手の火球深くへとうがちます。

　と、白熱するほどに圧縮された火球が、ついに相手側に亀裂を走らせます。

　力の拮抗が崩れて、魔女の火球がいびつに盛り上がります。

「──────！」

　こらえ詰めたほむらの呼吸も、そして火球の存在も限界を迎え、ほどけました。

　溶鉱炉のるつぼからはじけた鉄の飴のように、周囲一帯に火線が跳ね返り、次の瞬間、煙となって爆散しました。

　あたりはいつぞやの川原での出来事と同じく、黒煙に包まれ、夕刻のように暗くなります。

　煙に巻かれた魔女は顔を袖で覆います。

「これは慮外な……」

　自らの放った一撃をいなされながらも、どこか嬉しそうに呟きました。

「手て前まえも塵劫術マテマテカを算ずるとはなァ───そうなれば、鈴すずの奴よりは、鍛え甲斐があるのう」

　一方、手酷く投げ出されたほむら。

　異臭のする煙が濃く漂うなか、倒れたほむらに素早く寄り添った人影を見あげて、ほむらは目を見張ります。

「先輩！　よかった、無事で……！」

「日ノ岡さん」

　それは確かに御陵先輩でした。

　こくりと頷く先輩の手首には古びた手錠があり、切断された鎖が垂れ下がっていました。腹部には包帯がたどたどしく巻かれています。肩には何処からか入手してきた弓が掛かっています。

　間髪を容れず先輩が尋ねます。

「東野くんは───」

「えっ……あいつは」

　ほむらは絶句します。

　御陵先輩は、魔法戦の爆音と、たちのぼる煙からこちらの居場所がわかったようでした。

　しかしほむらにも東野の向かった先はおぼろげにしかわかりません。

「オオカミから逃げだして、私の囮になって……」

　先輩の表情は悲痛に曇りました。

　わずかな間に御陵は、ほむらの負傷の程度を見極め、そしてその指にある転送環を一瞥していました。

「立てますか？」

　二人は低く身をかがめながら、その場を離れます。

　不安げにほむらが尋ねます。

「……先輩、どうするんです」

「ここは危険すぎます」

　返った声は冷たく、まるで別人のようにほむらには聞こえます。

「わたしたち二人だけで帰還します。東野くんと合流はしません」

「っ……そんな……」

　滝音の響く川原から、目と鼻の先で、ほむらの足が止まりました。

「そんな……私、残ります」

　首を振るほむらに、先輩が歩み寄ります。

「彼ならわかってくれます」

「いやですっ。せっかく───」

「声を抑えて」

　ほむらの腕を摑んで引き寄せる、その先輩の瞳。

「この地では、ベースキャンプからあまりにも遠くて、帰還のための魔力が十分ではありません。緊急離脱も不安定になって、二人でも戻れるかどうか───」

「……っ……」

　絶句するほむら。

「やってみなきゃ、わからないじゃない！」

　手を振りほどいて抗うほむら。

　そのほむらの頰がぴしりと張られます。

　熱い頰を押さえて、呆然とするほむらに、厳しい眼差しの先輩が告げます。

「失敗すれば全員が死にます。もう一度、東野くんを救助に訪れることも出来ません」

　そう毅然と言い切りながら、先輩の表情は今にも泣き出しそうに歪みました。

「ごめんなさい。こんなに遅くなってしまって」

　唇を嚙みしめ、ほむらの肩に手を置きます。

「大丈夫です。彼は強いもの。こうしてわたしだって生きてました」

「…………」

　悔しそうにほむらは頷きました。

「───そこにおったのか」

　森に嘲笑が響きます。

　魔女が追いつき現れました。

「骨も残さず燃え尽きたかと思いきや、焦がし足りなかったようだな」

　その声音と眼差しからは、部外者を憎しみ拒絶する狂気が、いっそう強く放たれていました。

　今ほむらの脇に立つ相手が、東野少年ではなくなっていることすらも意に介してはいないようでした。

　魔女は再び、魔法を使う構えを取ります。

「焼き栗のよに、はじけ飛べよ。ぽんとな」

　火球の膨張する異音を背にしながら、二人は必死に逃げ走ります。

　森が途切れ、滝壺から続く川原の光景が広がります。

「離脱します！　セルフイメージを強く持って、集中してください！」

「はいっ！」

　先輩の指先が、転送環のあるほむらの手に重なり、握りしめられました。

　木々がなぎ倒される音を背に聞き、火球に追いすがられるなか、滝壺に向かって二人は跳躍しました。

「緊急離脱ディス・エンゲージ───」
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　ほむらと御陵部長の二人が帰還を果たしたのは、転送室でも、部室棟内のほかの部屋でもありません。

　部室棟の屋上。さらにその数メートル上空でした。

　最初に出迎えたのは、たまたま屋上にいた雨乃です。

　ほむらの悲鳴を聞きつけ、天体観測ドームの扉からひょいと顔を出した雨乃が、小走りに駆けつけて緊迫感のない声で言いました。

「おかえりなさーい。予定よりずっとお早いお帰りでしたね。でもこんな所からですか？」

　尻をさすりながらほむらは立ちあがります。

　その脇では、部長が沈みきった様子で膝をついています。

「た、ただいまアメちゃん……先生を呼んで。き、緊急で」

「はーい。今、目覚ましコール中です。少々お待ちください」

　雨乃は首をかしげます。

「ほむらさんと……部長さんは、いらっしゃいますね？　ハテ、巧さんは？」

　屋上をきょろきょろと見渡し、それから手すりから身を乗り出して校庭を見下ろしたりする雨乃。

　深夜の学校のグラウンドには誰もいません。部室棟からの明かりが伸びるばかりです。

　ほむらも先輩も、雨乃の問いに答えられないままです。

「何があった」

　階段を駆けのぼる音が近づき、藤森顧問が屋上に飛び込んできました。まだ就寝中ではなかったようです。

　装備の一切を失い、くたびれきった二人の状況をみて、彼女はすぐ緊急離脱が行われたと悟りました。

　唇を引き結び緊迫した顔で二人を見つめます。

「先生、東野くんが───！」

　すがるように藤森に向き直るほむら。

「よく戻ったな、日ノ岡…………御陵？」

　膝をついてうなだれている部長を見やります。

　悲痛な顔で顧問をみあげ報告します。

「帰還は、わたし、と、日ノ岡さんの、二人、です……」

　雨乃がはっと息をのみます。

「救助要請を発動して、くだ、さい。東野くんが、危険、です」

「解った。具体的な遭難場所はわかるか」

「私がわかります───あっ、カメラが……」

　自分の背をふりかえって、ほむらはザックを失ってしまっていることに気づきました。斜面を駆け下りた時に落としてしまっていたのです。

「っとお～、今回の未踏破地域の中央付近じゃないかと……」

「よし。詳細は移動しながら聞く」

　一秒でも時間を無駄にできないのは、藤森も承知していました。

　そのまま部室棟をあとにした四人は駐車場へ向かい、藤森のミニクーパーに乗り込みます。

「日ノ岡、コマの奴に───上狛部長にこれから回収に向かう旨伝えてくれ。わたしらが立ち寄るのが早い」

　後部座席に乗り込んだほむらと先輩。

　藤森が投げてよこした端末を、ほむらが慌てて受け取ります。

「は、はい」

「雨乃、日吉坂高校の棚たな倉くら教諭につないでくれ」

「博ヒロ介スケさんですね。そりゃハンズフリー電話もボクの内蔵機能で代用できますけどぉ。あんまり気分のいいものじゃ───」

「とっとと呼び出せ」

「してますよぉ」

　これがホントのアンドロイド携帯ですよね、などと愚痴りながら雨乃は先方にコールしています。

　その間も夜の車道を疾走するミニクーパー。

　上狛部長の自宅は、日吉坂高校へ向かう途中にあるようです。

「…………」

　ほむらの隣で、先ほどから一言も喋らないまま、うつむいている先輩が気がかりです。

「……あっコマ先輩ですか？　実は───」

　ほむらが上狛に電話をつなぎ、虚惑星に取り残された東野の救助要請を伝えると、上狛は驚くほど平静な様子で了解しました。

　藤森顧問も日吉坂高校の顧問に連絡し、あちらの校舎で合流する手はずを整えたようです。

　次に雨乃は、ほむらに携帯ゲーム機を渡しました。

「ん？　なにこれ？」

「今回の未踏破地域の仮の地図が入っています。出発前にお見せしたものですね。実際に進入したルートと、緊急離脱した遭難地点がおわかりでしたら、マーキングをお願いします」

「ウン、わかった。やってみる。その後はどうするの？」

「日吉坂高探検部に資料として提供します」

　なるほど、とほむらは頷きながらも、このまま救出を人の手に委ねてしまうのかと思うと、致し方ないこととはいえ寂しく思われました。

　深夜の国道を飛ばしながら、藤森はルームミラーに目をやります。

「御陵。怪我の具合はどうだ」

　そう言われて、ほむらもはっとします。

「そ、そうだ先輩、怪我を……いったい誰が手当てを」

　腹部の包帯を痛々しく見つめるほむら。

「……大丈夫、です。今のところ、は。感染症の兆候も」

「着いたら棚倉に診てもらえ。獣の爪はなにぶん厄介だ。虚惑星にいる間は身体抵抗力が増していても、こちらに帰還してから発症した例もある」

「……はい」

「先生。先輩の怪我は、オオカミじゃないんです。私を爆発から守ってくれて」

「どっちにしろだ」

「博介さんはお医者さんですものね」

「……その博介さんって、日吉坂高校の探検部の顧問？」

「はい。稚鮎さんと一緒にパーティを組まれていた元調査官さんです。稚鮎さんの元彼氏でもあります」

　ぶっ、と吹き出す藤森。

　前部シートの背に摑まって身を乗り出し、怪訝そうに尋ねるほむら。

「……元カレって……モリちゃんバツイチ？」

「元でも彼氏でも既婚者でもない！　この緊急時に話をややこしくすんなっ」

　そうこうするうちに、ミニクーパーは住宅地に入り、上狛の自宅前に停車しました。

　ヘッドライトに照らされた上狛は、すでに準備を整え玄関前で待っていました。

「世話になるな、コマ」

「いやいや、お互いさま」

　颯爽と後部座席に乗り込んできた上狛は、大きくて頑丈そうな楽器のケースを背負っていました。

「よろしくお願いしますっ。コマ先輩───サックスですかそれ？」

「うんにゃ違う。これはリュート。私の得え物もの」

「トランクあけるか？」と藤森。

「あっ、ボクが持ちますよ。稚鮎さんのトランクはもうひどいですから」

「おまえが代わりにトランク詰まってりゃいいんだよ」

「そんな猟奇的なァ」

　苦笑しながら、上狛はケースを雨乃に預けます。

　ほむらの膝を乗り越えて、後部座席の真ん中におさまった上狛を乗せて、再び車は発進しました。

　すっかり沈んだ様子の御陵を気にかける上狛。

「真ま世よ、大丈夫か」

　弱々しく御陵は頷きました。

「……よし。じゃあ、ほむら。出来る範囲で状況を教えてもらえるかな」

「は、はいっ。実は───」

　日吉坂高校へたどり着くまでの短い車中でほむらは、襲撃を受けたところから、痛恨の緊急離脱に至るまでの経緯を、かいつまんで語りはじめました。

　ベースキャンプが徹底的に破壊され、罠を仕掛けられ待ち構えられていたこと。

　狼たちに襲撃され、その狼を一人の少女が率いていたこと。負傷した先輩がさらわれたこと。

　その少女が、三年前に消えた行方不明児ではないかと思われること。

　予定とは逆のルートをたどって、未踏破エリアに進入したこと。

　未踏破エリアで虚惑星人、敵対的な魔女と遭遇したこと。

　その魔女に襲われ逃亡するなかで、結局のところ東野ひとりを虚惑星に残し、囚われの身から生還した先輩とほむらとの二人だけで帰還せざるを得なかったこと。

　ほむらのそんな息詰まる報告を、上狛部長も藤森顧問も口を挟むことなく、最低限の質問だけで傾聴していました。

「はぁー……」

　全て聞き終えて、藤森はハンドルに向かって大きく息を吐きました。

「……わたしらの調査も大概トラブルとスキャンダルまみれだったけど、きみたちのはその上をいくな」

「え」

「そうだな。一言で言うなら、地球をゆるがす大事件、だな」

　上狛も同意して頷きます。

「これから上を下への大騒ぎだ」

「は……はァ」と肩をすくめるほむら。

「そうなんですか？」

　同じくあまりピンときていないらしい雨乃は、ほむらから行方不明児の名前を教わって、詳細な事件背景を警察に照会しているところ。

　上狛が腕組みをして言います。

「帰還時に、東野とその行方不明児の二人を連れて帰る必要があるってことは……こちらから虚惑星に向かえるのは三人までか」

「そ、それだけ？　日吉坂の探検部は大所帯の大人数だって───」

「悪りぃな。いまうちの転送環にチャージされた魔力量だと、それが限界でさ。あと三日待てば、もう一人増やせるけど。そんな余裕もない」

　そう返されては、ほむらも神妙に頷くしかありません。

　地球時間で三日間の待機となれば、虚惑星では十八日間にもなります。

「三人までか。なかなか厳しいな……パーティの選定はそちらに任せる」と藤森。

「ヤYep。うちの顧問と相談してみる」

　藤森はそうしてくれ、と頷きました。




　本町の市街地に入りました。

　さほど広くないゴムウレタン舗装のグラウンドを横目に見ながら、日吉坂高校に到着すると、八人乗りのワンボックスカーが同じく学校の駐車場につけるところでした。

「あの車が、コマ先輩たちの棚倉顧問の───？」

「ヤYーa」

　一旦停車したワンボックスカーの後部座席から、ぬうと現れたのは、一人で三人席を占領しようかという巨体の偉丈夫でした。降りた途端、その大質量から解放された車がぐらぐらと揺れ動いたほどの巨人です。

「でかっ……でかぁ！」

　自分らも降車して相手と向き合うなり、失敬な感嘆の声をあげてのけぞるほむら。

　薄く伏せた目の奥から見据える険しい眼光。毛深いもみあげがまたワイルドな印象です。

　夜中に道で一人で出会っていたら、泣き出してたかも。

「うちの副部長の多た賀が太た一いち。二年生な」

　太一、と呼ばれて相手がちょこんと頭をさげました。

　深夜の駐車場にそびえる巨体に向かって、あっけにとられながら挨拶するほむら。

「よ、よろしくです。あの、日ノ岡穂群です」

　ウス、と挨拶が返ります。

　パワフルな見た目にくらべ、おとなしそうな表情なのが印象的でした。

「稚鮎───」

「ぴゃっ」
















　名前を呼ばれた藤森顧問がびくっと肩をすくめます。

　駐車スペースに停まった車の運転席から、さらに白衣の人物が現れました。

　やや小柄な、ぽっちゃりとした体型の男性、棚倉顧問です。

　心配そうにこちらに駆け寄ってきます。

「遭難者は東野くんかい」

「あ、ああ───ただ、だいぶ状況がこみいってる」

「わかった。部室で聞こう。残りの部員にも招集をかけてるところだ」

「頼んだ」

　運転用眼鏡をかけたままでいた藤森はためらいがちに頷き、意味もなくフレームを直します。

　ほむらにとっては初対面のはずなのに、どこかで見覚えがあると思えば、案の定それは藤森教師の机で見た写真の中の人物でした。

「御陵くん。それと日ノ岡くんだね。よく無事に帰ってきたね」

「い、いえ。私ひとりじゃ何も」

　深夜の突然の招集にもまだ嫌な顔ひとつ見せない彼らには頭があがりません。有り難さが身にしみます。

　両校の探検部関係者七名は、玄関を抜けて校舎内の探検部室へ足を運びます。

　初めて入る日吉坂高校の校舎です。本当はもっと平和な時に遊びに来たかった場所でした。

「東野のご両親に連絡しなきゃだ」

「ああ。こっちも支部長に報告しないと」

　夜の廊下で、苦い顔で呟いた藤森にあわせて棚倉が頷きます。

「僕らの時はそんな決まり事も無視されがちだったけど。いざ送り出すほうの身になるとね」

　そんな顧問たちの会話をよそに、上狛がほむらたちを振り返りました。

「二人とも、シャワー使いなよ」

「えっ。そんな暇は───」

「二人とも泥だらけでひどいよ？　両サイドから挟まれてた私にあえて言わせてもらえば」

　そうあけすけに言われてようやく自分の惨状が意識されて、ほむらは恥ずかしくなります。

　と、やはりこちらを振り返った棚倉が、御陵の腹の包帯に注目して尋ねます。

「御陵くん。その外傷は虚惑星で負ったものかい？」

「そだ。平然とした顔してるから、こっちが忘れちゃうだろ」と上狛。

「まったくだ」

　中庭に面する廊下の分かれ道で藤森は立ち止まり、先輩に付き添いながら、もう一方の道を指差します。

「きみらは先に部室へ行け。シャワー室も確かそっちだ」

　すると雨乃が前に出て、先輩にくっつきました。

「あ、ボクが付き添いますから、稚鮎さんは」と促しました。

「そうか……じゃあ任せた。御陵、手当てが済んだら来てくれ」

「……はい」

　頷いた先輩は雨乃に付き添われ、棚倉顧問と共に保健室へ向かいました。

　そんな先輩の姿をほむらは寂しそうに見送ります。

　むろん御陵部長は平然となどはしていませんでした。ほとんど言葉を発さないままここまで来たのです。

　残る一行は部室へ向かいます。

「先生、真世は───」

　上狛が窺い見る藤森はまだ渋い顔のまま。

「……先輩、大丈夫でしょうか？」

　一般教室に大胆に改装を施した日吉坂高校探検部の部室に着くと、誰へとなく、ほむらは尋ねました。初見のはずの日吉坂高の部室観察も忘れて。

　こんな時、いつもならくだけた軽口を叩く藤森も沈黙しています。

「…………」

　待機室のオフィスチェアにかけた上狛が、座ったままくるくると回ります。その後方には巨体の多賀が用心棒のように、寡黙に控えています。なんともアンバランスな部長と副部長の組み合わせです。

「……御陵が、緊急離脱絡みのアクシデントに見舞われるのは、初めてじゃないんだ」

　ぽつぽつと上狛が語りはじめます。

「去年の秋だ。その時はまだ稲荷がいてさ。ある遺跡を調査していたんだけど、真世は深入りしすぎた。功を焦って引き時を誤った。その時、虚惑星に残されたのが真世と稲荷だった」

「…………」

　藤森は黙ってそれを聞いています。

「稲荷には大切な使い魔がいた。その使い魔を、真世のミスで失った」

「二人は……親友だった？」とほむら。

「うん」

　上狛は深く頷きます。

「二人が絶交するなんて、いまだに信じられない。その時のことがずっと真世にも、稲荷にも、心の傷になって残ってる」

「御陵は……」

　沈鬱な様子で藤森が言い添えます。

「自分ひとりで背負えるのなら、どれだけの痛みにも耐えてみせる奴だ。けれど───」

　ふっと、ほむらを見る藤森。

「もしも東野あいつの身に何かあったら……いや、状況からして無傷ということは無い。虚あ惑ち星らで探検部を続けられないような事態になっていたら」

　命にかかわるような事態になっていたら───

「これ以上、仲間を失うことに御陵は耐えられない。恐怖心が先に立って、もはや正常な判断が出来なくなる。彼女は調査官としては、終わった」
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　石の床の上で東野は目覚めました。

　寒さと手足の痺れに気怠い眠りを剝がされます。

　ベースキャンプの地下室に似たほこり臭い匂い。湿った空気の流れも感じます。

　薄暗い空間には、生活道具類が整頓された様子なく転がっています。

　用途の見当のつかない祭具のような品々の輪郭もうっすらとなぞれ、ということなら時刻は夜ではないようです。

　───痛みのある夢の中にいるみたい。

　誰かが言った言葉が頭のなかでぶりかえします。

　目尻には乾いた涙の跡が残り、よくない夢をみていた感触がわだかまっています。

　寝転がった姿勢のまま耳をすますと、かすかに滝の音が聞こえます。

　足首の違和感は、拘束の鎖でした。両手もまた縛られていて自由に動かせません。

「やい───やい」

　つと、頭を裸足の先で小突かれます。

「兄あにさん。阿おあ兄にいさんよ。死んでんのか？」

　ようやく記憶がつながり、意識の焦点が結ばれてきます。

「飯めしだぜ。生きてんなら起きて喰え」

　目の前に転がされたのは、焼け焦げた竹筒でした。

　まだ熱を持った筒は、米糊の泡を噴いて湯気をたてています。

　焼き魚が中に炊き込まれているらしく、なんとも香ばしい匂いがして、忘れていた空腹感が胃の底から襲いかかってきました。

「…………っ……」

　痛みをこらえながら半身を起こすと、しゃがんでこちらを興味深げに覗き込んでいる少女の姿がありました。

　じぶんもその手の中に果実を握って齧かじりついています。

　東野はその場であぐらの姿勢になり、頭をかきつつ相手と向かい合いました。

「おまえあの狼少女か。日ノ岡のいってた行方不明児の」

「ハァ？　オレは鈴すず蘭らんだ」

「……そうか。鈴蘭、か」

　あらためて名前を口にされた少女は、ちょっと赤くなりました。

　そんなふうにストレートに呼ばれるのには慣れていない様子です。

「ヒメには内密なんだ。さっさと喰え」

「盗人ぬすっとは死んでも構わないんじゃなかったのか」

　ふん、と少女は細い顎をあげ、生意気そうに鼻を鳴らします。

「オレのヤマイヌたちを斬らなかったろ」

「あれは自分の身を守るので、精一杯だったんだ」

　本音をありのまま口にした東野に、少女は言いました。

「セッカチマルもおまえを殺さなかった。だから助けてやる」

「セッカチマルって、あの大きな白いオオカミか」

「喰うのか？　喰わないのか？」

「…………」

　少女がじっと睨んでいます。

　空腹には勝てず、東野は竹筒をとりました。

　箸もフォークも無いので、筒のなかの笹の葉を引き出してその上に飯をあけ、そのまま手摑みです。食器があったところで縛られたままの両手では不自由さはたいして変わりません。

　とはいえそれは期待に違わぬ風味で、東野も思わず顔がほころびました。

　鈴蘭と名乗った少女は、それを自分のことのように嬉しそうに見ています。

　空気の気配から察するに今はどうやら朝の早い時刻のようでした。

　漏れ入る光もすこしずつ強くなり、自分の居場所が城の基部に作られたアーチ状の空洞、おそらく馬屋のような場所だとわかってきました。

　飯を口に運びながらも東野の脳裏には、昨日の恐ろしい記憶が次々とよみがえってきます。

　凶暴な白狼に追い詰められ、得物がわりに手にした枝はやすやすとへし折られ、最後には牙にかけられて川の岩場に放りだされ、巨体に押しつぶされそうになった一方的な蹂躙の記憶です。

　こうやって今も生きているのが信じられません。

　意識が途切れる寸前に地面から仰ぎ見たのは、こちらを見下ろす魔女の冷たい瞳でした。

「……これ。返すよ」

　指を裾でぬぐい、東野が懐から差し出したのは一本の髪飾りでした。

　最初の襲撃時に見舞った一撃が鈴蘭のこめかみからはじき落としたものです。

「ヒメにもらった簪かんざし……！」

　奪うようにしてそれを少女は摑み取りました。

「ちっ、やっぱり盗人じゃねえかよぅ」

「ハハッ。ファーストコンタクトの証拠に持ち帰るつもりだったけど、もうそれどころじゃないしな」

「ふぁうすこんたく？」

　飾りを髪に挿し直している鈴蘭に、東野はあらたまって語りかけます。

「ヒメってのは、あのおっかねえ女だろ。あの人はこの城……の主あるじなのか？」

「そうさ。ヒメはオレの主人で、養やしない親おやだ」

「養い親か……だったら鈴蘭の本当の母親は」

「おっかぁはセッカチマルだ」

「あ？」

「オレにも覚えはねえが、セッカチマルが森から拾ってきた赤子がオレだそうだ。だから、オレのおっかぁはセッカチマルだ」

「……そうか」

　主張の真偽はともかく、ほむらの推測を裏付ける言葉に聞こえます。

「他には誰かいないのか？」

「たくさんいる。キリマルに、コスケに、コロクに───」

「それって……オオカミの名前じゃねえの？　この城に住んでる人間のことだって」

「いねえ。ずっとオレとヒメと、二人だけだ」

「……ずっと……二人か」

　告げられた事実に東野は落胆を隠せません。

　そして本当は真っ先に尋ねたかったけれど、ためらわれた疑問を口にします。

「なあ、俺の連れはどうなった？」

「死んだ」

「……っ」

「あの塵劫術マテマテカを使う娘なら、マヨのやつと一緒に逃げて、死んだ」

　さらりと少女は言い放ちます。

「マヨって……先輩だろ？　おまえが連れていった人だろ!?」

　東野が身を乗り出して責めるように問うと、鈴蘭は居心地が悪そうに鼻筋に皺を寄せました。

「勝手にあいつが逃げだすから……」

「噓つけよ！　死んだ!?　死んだだって？」

「噓じゃない……オレは隠れながら、ずっと様子を見てたんだ……」

　鈴蘭は膝を抱いて縮こまります。

「ヒメに追われて滝壺に飛び込んで、ぱあって光って、それっきりあがってこなかった」

「……光った……？」

　鈴蘭の語った光景の意味するところは、すぐに察せられました。

　発光現象はまさしく緊急離脱の光です。

　たとえそうでなくても水中に飛び込んだ二人が姿を消したのは不自然です。魔女の手からなんらかのかたちで逃亡を図はかったと取れる報せです。

　少しずつ落ち着きを取り戻した東野。それでもまだ怒りを抑えきれぬ様子で鈴蘭に尋ねます。

「なんで先輩をさらっていった」

「……」

　しょんぼりと肩を落とし視線を合わせようとしない少女の姿は、叱られた犬そっくり。

　自分の行為が悪いことだと自覚しているのなら更生の望みもあります。

「近頃、ヒメがおかしいんだ……ヤマイヌたちも言うことをきかない……」

　しょげ込みながらそう呟いた少女に、東野は真剣に語りかけます。

「鈴蘭、大切な話がある。聞いてくれ」

「オレはもう行く。そろそろヒメが起きてくる」

　鈴蘭は立ち上がり、あとじさります。

「どうしてヒメから逃げるんだ」

「怒られる」

「おまえの主人で育ててくれた人なんだろ？」

「…………」

　表情を沈ませながら、無意識に髪飾りをいじるその腕に、ほむらの語っていた腕輪がありました。

　退色したプラスチック製のリングを、蔦で編んで補強してあります。音の鳴る部分は壊れていましたが、それは確かに玩具のガラガラのなれの果てでした。

「───怖かったのか、鈴蘭。だから先輩を、マヨをさらったのか？　ヒメのかわりに。母親のかわりに。確かにちょっと似てるよな、先輩とヒメは、さ」

　その場を立ち去ろうとしながらも少女は惑い、呼びかける言葉を振り切れません。

　体の痛みをこらえて東野も立ちあがります。

「鈴蘭。おまえの母親はセッカチマルでも、ヒメでもない。本当のおまえの母親は、地球にいるんだ。一緒に地球へ帰ろう」

「…………地球？」

「ああ、おまえの故郷だ」

「……っ……駄目だそんなの。ヒメを独りになんか、できない……っ！」

　その時、外から名前を呼ぶ声が聞こえて鈴蘭は飛び上がりました。

「───鈴すず、わごりょか？」

「…………！」

　そうはっきりと耳に届くと、少女は慌てふためいて周囲の道具類をひっくりかえし馬屋から飛び出していきました。

「これ、鈴！　戻ってこぬか！」

　叱る声がします。

　声のぬしは、ぶつぶつと呟きながら馬屋に入ってきました。

「朝の手習いの時間というに……いい加減にあの娘も年頃らしく……」

　東野は緊張に身構えました。

　薄暗い馬屋の中にやってきた相手は壁際に突っ立っている東野をみて、ぴたりと歩みをとめます。

「ヒャア」

　帯の巻かれた着物の胸元を押さえてたじろぎます。しかし驚いたのは東野のほうです。

　その姿は確かに昨日、東野たちに襲いかかった魔女にちがいありません。が、なんだか今は雰囲気が異なります。

「な、なんだいお手て前まいは。仰天させるでないよ」

　息を整え深呼吸しながら、しげしげと東野を見つめます。

「おまえさん───」

　鎖につながれた足や両手の縄を見つめ、東野の顔をのぞきこんできます。

「───熊五郎か？」

「……あ？」

「なら、八ハチかい？」

「いや」

　ぽんと掌をうちあわせます。

「ははぁ合点がいった───長屋のご隠居だろ？」

「熊五郎でも八でも長屋のご隠居でもねえって！」

「……？」

　怪訝な顔でぺたぺたと東野の頰に触れてきます。

　すっかり命の危機を覚悟していた東野でしたが、これはどうにも調子がでません。

「いやに生々しい傀く儡ぐつと思いきや───もしやお前さんお客人かい？」

「客……でいいのかな。とにかく俺は傀儡じゃない、人間だって」

「人間ならなぜ縄についておる。罪人なのか」

「……っ……本当に憶えてないのか？　あんたがやったんだぞ。俺にオオカミをけしかけて」

「身どもが？」

　自分を指差し、きょとんと首をかしげます。

「とんと憶えがない」

　いかにも魔女然としていた昨日の恐ろしい姿からの落差に、ため息をついて脱力する東野。

　と、鉄の足かせが、びきんと音を立ててひとりでに外れました。

　袖をたくしあげながら魔女が手招きします。

「腕を出しや……ん……これは固く結んだの……」

　小こ柄づかを取り出し、縄を切ります。にわかに東野は自由の身になりました。

　腫れ上がった腕をさする東野に向かって、魔女はしとやかに頭をさげました。

「また鈴の悪わる巫ふ山ざ戯けかと勘違いをした。許しとくれ」

「……そのぶんだと、先輩たちのことも憶えてなさそうだな」

「……？」

　また魔女はきょとんとしています。

　逃げ出すなら千載一遇の機会。

　けれども東野はそれを選びませんでした。

　ほむらと先輩が無事に緊急離脱を果たしたとなったら、救助要請を受けた調査官がいずれこの地に送り向けられるはずです。その時にまた再び争いになるような事態は絶対に避けなければならないと、そう思えました。

　それに姿をくらましてしまった鈴蘭のことも気になります。

「俺は東野巧といいます」

「東野か───」

　袂に両手を差し入れるゆったりと落ち着いた仕草をみせ、魔女は頷きます。

「身どもの名は、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ。鈴には昴すばるや、ただ姫ヒメと呼ばせておるから、御身もそう呼んでくれて構わぬ」

「……じゃ、すばる姫でいいっすか？」

「照れるのう」

　朝の冷気に身をすくませ羽織をかき寄せながら、魔女は笑いました。

　白い息を吐いたその姿に、また先輩の姿を連想させられて東野はどきりとします。

「朝あさ餉げとするか。あの鉄砲玉のテンバ娘を待っていては日が暮れる」

　食事なら鈴蘭にご馳走になったと伝えると───

「では茶など淹れるとしよう。せっかくの客人じゃからな」




　東野は城のなかに案内されました。

　清潔に保たれた石造りの古城です。

　城の造りは彼らのベースキャンプと実によく似ていました。近い時代に、同じ職人集団が築城したのでしょう。しかしその内装となると共通箇所はほとんど無く、調度も飾りもよく城に馴染んだ、相当な年季が感じられるものとなっています。

　城は背後に山肌を背負う斜面に建ち、東野が捕らえられていた馬屋は一番下層にあたる石垣から城の地下室へと貫通する半地下にありました。

　そして今、東野は階段をのぼった高階層のテラスから、城下の風景を見下ろしています。

　山間に拡がる小さな平地です。

　平地の一角には果樹園と小さな畑があり、そこには土を耕している数体の人形の姿がありました。すばるに「傀儡」と呼ばれる、おそらくは湿原の森で遭遇した人形とつくりは同じものです。魔法で働く人形には興味をそそられます。

　そばに家畜小屋もみえ、時折、家か鶏けいの鳴き声が聞こえてきます。

　林の中にはいかにも和風な茶室らしき庵も見え隠れして、この古城の様式とはまた異なるその姿に不思議な気持ちにさせられます。

「のどかだ……」

　そんな風景に静かに感銘を受ける東野は、テラスに出されたテーブルに席を勧められました。

　傀儡という労働力も確保され、すばる姫と鈴蘭の二人で暮らすだけなら十分に事足りる、コンパクトで平和な暮らしを送っているようにみえます。外敵の侵入を防ぐための柵なども見あたりません。

　テラスの奥には、織りかけの布が仕掛けられたままの機織り機がみえます。その布は、鈴蘭やすばる自身が身につけている着物と同じ不思議な柄でした。

　テーブルに茶器を揃えた魔女もまた対面に座り、湯飲みを手に同じ風景をのんびりと見つめています。

「ベッタラ漬け喰わぬか？」

「はぁ。あの菜園で採れた野菜っすか」

「いかにも」

　一礼して皿に手を伸ばした東野に自慢げな顔を向ける魔女。

　あまりにのほほんとして置かれた状況を忘れてしまいそう。

　しかし話は相手の方から切り出してきました。

「───さて東野とやら。こうして国くに言こと葉ばが通じるということは御身はお江戸か、ないし日ひの本もとの何処いずこの藩から参ったのじゃな」

「わかるんですか……！」

「わかるとも。天狗隠しに遭うたんじゃろ。難儀だったのう」

「じゃあ、あなたも地球……江戸から？」

「いや、身どもはちがう。この地に生を受け、あの瀑布の水で産湯をつこうた」

　そこですばるは言葉を切り、静かに息をつきます。

「江戸より参ったのは我が父上だ」

「姫の……御父上が」

　であるなら、彼女は、虚惑星人と前々世紀の地球人との混血ハーフ───ひそかに東野は息を吞みます。

「父上は勘定奉行を勤める旗本じゃった」

　もうじゅうぶん面くらっている東野ですが、その上さらにどうみても日本人らしからぬ金の髪の姫の口から「旗本」や「勘定奉行」などと、時代劇じみた単語が飛び出してくると、これは大変な違和感です。

　ゲームだなんだと東野をからかったほむらのことを馬鹿にできなくなってきました。

「旗本って云ったら将軍直属の上級武士ですね。じゃ、仕えていた殿様の名は───？」

「家いえ斉なりの阿あ呆ほうじゃな」

「阿呆って……え……っ？」

　将軍の名前を聞かされて、東野は思わずぞっとしました。

　徳とく川がわ家いえ斉なりといえば西暦一八〇〇年前後の幕府を治めた将軍です。

　この虚惑星の時間の流れでは、少なくとも千年以上も過去の出来事にあたります。

　すばる姫の容姿は、二十代の藤森顧問と変わらぬ程うら若くみえるのに。

「家斉の阿呆めは、己おのれと老中のやらかした不手際を父上に押しつけて軽追放にしよった。その謹慎の地で父上は天狗隠しに遭うたそうな」

「軽……追放」

「その後の顚てん末まつなど耳に挟んではおらぬか？」

「……いえ、生憎。俺の知ってる城中の事件っつったら……あー……」と唸り頭をかく東野「赤穂浪士の討ち入りくらいっかなぁ……って、時代が違うか」

「そうか。まあ、まあ、構わぬ。まあ、ちと、未練ではあるが、まあ」

「すいません」

　伏しがちな瞳で城下を眺めたすばるは、もうよいとばかりに気を取り直し、再び東野に眼差しを据えます。

「けだしくもじゃ、御身が罪人だとしても卑屈になることはない。この地までは幕府の法も届かぬし。むろん罪の浅ましさによって話は幾らも変わるが……おお、そうじゃ」

　藪から棒に席を立った魔女が再び戻ると、その両手には見覚えのある一振りの剣が載せられていました。

「俺の剣……！」

　思わず立ち上がった東野に魔女は頷きます。

「やはりか」

　魔女はすらりと剣を抜き放ち、宙に立てた刀身を正面に見定めました。

「見たこともない純然無垢な鍛え。見事な業物じゃの」

　刀を挟みながら魔女と向かい合うと、いやでも墓地でのやりとりが思い起こされ緊張が走ります。

　いまだに同じ相手とは思えません。

　不安げな顔の東野に気づくと魔女は表情を和らげ、また美しい所作で剣を鞘に納めました。

「刀は武士の魂ぞ。身から離すなよ」

　そう言って、柄を東野に差し出しました。

「返してもらえるんですか」

「不用心と笑うかの───その刀は血の匂いがせなんだでな」

「……いえ。ありがとうございます」

　謹んで自分の得物を受け取る東野。

　うむ、と満足げに頷き椅子に戻った魔女。

　しかし今度は気落ちした様子で語りだします。

「その刀は朝の散策中に見つけたのじゃが……わが一族の墓地が、獣にひどく荒らされておってな」

　剣の置き場を探しながらどきりとする東野。

「この城一帯はヤマイヌのなわばりの内にある。墓石を倒すほどの、そうそう大きな獣が、作物目当てに忍び込むことも滅多に無いのじゃが……」

　その落ち込みようは、見ていられないほどでした。

　それは貴女自身が魔法で……とは言い出せず、事の真相を知る東野にはどうやって彼女を慰めていいのかわかりません。いつまた恐ろしい魔女の気性を現すのか───その懸念が無いといえば噓になります。

　それでも相手を気の毒に想う気持ちは変わりありません。

「俺も、墓の修復を手伝います」

「……そうか、すまぬな。傀儡にさせるには難しい仕事じゃし、鈴蘭もあのきかん坊じゃからな」

　美しい山肌に視線を送りながら、ぽりぽりと漬け物を口にするすばる姫。

　ふっと東野を向いて尋ねます。

「ときに東野。御身、落おとし咄ばなしは聞かぬか？」

「おとしばなし……？」

「落らく語ごとも呼ぶそうじゃが。観たことはないか？」

「落語？　あ、あります。すこしだけ」テレビでたまたまにですけど。

「それは望外。鈴蘭がせがんで仕方がないのじゃが。身どもが父上から教わった演題は、とうに演じ尽くしてしまってなぁ。なにか新作があればと」

「演じるんですか、あなたが？」

「うむ───」

　袖をまくったすばるは、袂たもとから木骨に透かし織りを張った扇子を取り出し、いかにも落語らしい身振りを交えて語り出します。

「え～、金魚ォ金魚ォ三ィ金魚ォ、中の金魚ォ出目金魚ォ。天神三ィ天神、最は初なの天神鼻っ欠けェ、中の天神いい天神。虎が鳴く虎が鳴く、虎が鳴いては大変だ。犬の子が～、チ～ン。汝なんじ元来ひょっとこの如し。君と別れて松原ゆけば、松の露やら涙やら。あじゃらかもくれん、きゅうらいす、てけれっつのぱ」

　ぱぁ、と両手を広げてみせるすばる。

「……………………」

　何事が起きたのかと東野は固まっています。

　こほん。

　すばるは小さく咳払いをして、居住まいをただします。

「……ち、父上は落語好きでな。天狗隠しに遭ったときにも、たまたま落語本を携えておったそうじゃ。身どもの幼いころ、手習い中に、身どもが飽きてしまうと、よく話して聞かせてくれた」

「全部、そらんじてるんですか。落語本の内容を」

「うむ。思わぬ役に立った。あの娘も飽きっぽい性分ゆえ……そうじゃな。ちょうどこの窓辺であったか……」

　すばるは懐かしそうにテーブルに視線を落とします。

「そのくらいならお安いご用です。あいにく俺はいっこも覚えちゃいないけど。落語本だったら、戻ったらいくらでも───」

「もどる……？」

　ふっとすばるの表情が陰ります。

　東野の背にぞくりと悪寒が走ります。




　結局、鈴蘭は飛び出していったまま城に帰らずじまいで───

　すばると東野は墓地の修復作業に二人だけで向かいました。

　作業に協力したい気持ちはあるものの、しかしそれ以前に、東野はどうにかして行方不明児であるあの少女、鈴蘭を地球へ連れ帰れるよう、すばると鈴蘭自身と交渉して説得しなければなりません。

　城の石段をすばるが降りていくと、白狼がぬうと姿を現しました。

「……っ……！」

　すっと、すばるが前に出ます。

「警戒せんでもよい。こやつは雪ゆき割わり丸まる。代々、我が家に仕えておるヤマイヌたちの頭でな。鈴蘭も、この雪割丸が森で見つけてきた」

「雪ゆき割わり……？」

　聞き覚えのある言葉です。

「───もっとも、あやつはいつまでたっても雪ゆき割わりをセッカチと読むくせが抜けずにおって。セッカチマル、セッカチマルと呼んでおるが。雪割丸も困るであろう。のう？」

　呼びかけられた狼は、深い鳶色の瞳ですばるを見つめます。

　人と獣。

　城の主人を挟んで、互いに警戒しあうような視線を交わす東野と雪割丸。

　東野の腰には剣はありません。今は作業用具の入った竹かごが下がっているだけです。東野自身も熟考したすえに城へ残してきたのです。

　歩くたびその白い毛並みの下で筋肉の波打つ精悍な体を、複雑な気持ちで見つめます。

「……額に灰色の斑ぶちがあるから、雪割……ですか」

「うむ。察しがよいな」

「雪割草の雪割……ですよね」

「うむ。我が家の家訓にちなんでな。そう名付けた」

「───家訓、ですか」

　忍び寄る予感に唾をのむ東野。




　いざ損壊した墓列の前に立つ二人。

　すばるは腰に手を置きながら息をつきます。

「なんとも派手にやってくれたのう。どこから手をつけたものか」

　東野もまた、その惨状をみつめます。

「ここに眠っている人たちは、みんな虚惑星人ヌテラリアンなんですか？」

「ぬてらりあん？」

「あ、いや、えーと───この地方に住んでいた、土着の一族だったんですか？」

「虚惑星人ぬてらりあんとは妙な響きじゃな……父上は、智慧ある人々と呼んでいた。むろん、身どもの父祖たちでもあるが」

「智慧ある人々ですか。みんな、城で暮らして亡くなったんですね」

「……いや」

　すばるは首を振ります。

「身どもが物心ついて以来、この霊苑に葬られたのは身どもの母上と父上の二人だけじゃ。他の墓に眠る故人たちは、生前の話こそ伝え聞けども直接会うたことはない」

「…………」

　東野はまた不可解な気持ちに包まれます。

　だってそれはこの地で長い長い年月を過ごしてきた彼女の言葉とは到底思えませんでしたから。

　それが本当ならどれだけの間、彼女は孤独に過ごしてきたのか───

「母上は彼らの長おさの娘だった。智慧ある人々は生まれつき長命じゃが、母上はあいにく体が弱くてな。身どもの幼いころに亡くなった。ほんの面影しか心に描くことができぬ」

「……それは寂しい、ですね」

「よい。身どもには父上がいた。城に暮らしていた智慧ある人々は、この地を離れて遠くへと旅だった」

　すばるは墓碑の前に膝をつくと、傷んでしまった花をその指先にとりあげました。

「その彼らは、どこへ？」

「……それはお手前には無縁なことじゃろう」

　振り向くことなく応えたすばるの声音の冷ややかさは、東野を戸惑わせました。

　その背が、答えたくないと、はっきり拒絶していました。

「なにぶんもう幾百年も昔の話じゃ。父上はこの地に残った。母上と過ごしたこの地を愛しておったからな。身どもとて、その心は今も変わらぬ───」

　すばるは膝に花を置きながら、ほむらと東野の注目したいかにも日本的な墓石に指を沿わせました。

「この墓石も、父上が遺された言葉通り身どもが手ずから彫った。時間はいくらでもあった」

「じゃあ……それからあなたはずっと、ずっと一人で……」

　絶句する東野。

　すばるはじっと父母の墓石を見つめたまま。

　消沈のすばるに意を決して東野は尋ねます。

「すばる姫。お願いがあるんです」

「如い何かような」

　振り返らぬまま、魔女はひっそりと問い返します。

「俺は確かに日本から、地球から来た。それはあの女の子も───鈴蘭もそうです。俺はたぶんあの子の素性を知っています」

「逢うたばかりで求婚か？　気が早いのう」

「いえ、じゃなくて、俺は天狗隠しでこの地に来たわけじゃありません」

「ほう」

「鈴蘭には家族がいます。あなたも間違いなく家族ですけれど、地球にはあの子の本当の家族がいます。俺は鈴蘭を地球へ返してやりたい」

　しばし無言で佇んだすばるの指先が、膝の花に触れます。

「そんなことかと思うた。けれどもな……」

　淡々と魔女は呟きます。

「天狗隠しに遭うた者が、故郷へ帰ろうとしたところで不幸になるばかりじゃ。お手前はそうでないと言うなら、地球にでも何処にでも帰るがいい。ただ二度とこの地には足を踏み入れんでくれ」

「……っ……そんな。鈴蘭は───」

「鈴は身どもの娘じゃ。赤子の折から、手ずから乳粥を与え育てた、身どものたった一人の娘じゃ」

「…………」

　静かに身を伸ばし、振り向いた魔女の手に握られていた花が、東野の目の前でみるみるとしおれていきます。

「気づいておるじゃろうが、地球とこの星とでは時の流れが異なる。残酷な摂理よの。たとえ実の子であったとしても、もう見み目め判わかりはせぬよ」

「そんなことはないです。あいつは、ほむらは気づきました！　実の母親ならきっと」

「だとしても鈴にとってそれは幸せか。この懐かしき野山と、兄弟のように共に育ったヤマイヌたちと遠く離された鈴蘭が、憂えて泣くことはないと。お手前はそれを約束できるのか」

　指先から乾ききった花が、砕けながら散りこぼれていきます。

「……俺にはわかりません」

　それみろ、とばかりに魔女は嘲笑します。

「もう不幸は起きたのじゃ。それは過ぎ去った。ならこれ以上、何を望む」

「そんな勝手な───それは鈴蘭が決めることです」

「あれはまだ小さな子供じゃ」

　小こ柄づかのように鋭い、すばるの声色。

「あなたはなぜ、此処に残ったんです。あなたの父上は、あなた自身がここに残ることを望まれたんですか」

「……っ……だまれ」

「すばる姫、あなたがそう望んだからだ」

　彼女の身の上に胸を痛めながらも、東野は言葉を続けます。

「父上が、あなたが一人になることを望んだなんて思えない。たとえ父上の死を看取るまで、この地で過ごされたとしても、なぜその後、智慧ある人々を───あなたのかけがえのない仲間を追わなかったんです」

「───だまれ」

「わかってやってくれよ。あんたの想いを鈴蘭にまで託そうとするのは酷だろ」

　怒気を帯びる魔女の眼差しに負けず毅然と言い放ちます。

「あんたは自分から独りになったんじゃないか。生きている仲間を見捨てて、死んだ人間を取った。寂しがっているのは、亡くなったあなたの両親じゃない。あんたの仲間たちだ。今もきっとどこかで、すばる、あんたのことを思っている」

「だまれ！　それ以上、その口を利くな！」

「──────」

　魔女の命じた言葉の通り、東野は言葉を口にのぼらせることが出来なくなっていることに気がつきました。

　それだけでなく、全身が急速に痺れはじめていることも。

「外の地からは災いしかやってこぬ」

　指の狭間に緑色の輝きが揺れます。

　覗き込む魔女の瞳が怪しく輝き、東野の意識をすみやかに奪っていきました。
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　探検部のシャワー室を借りたほむら。

　裸身にタオルを巻いて更衣室に戻ったとたん、急激に眠気が襲ってきます。

　鏡に向かって大あくびを漏らしてふと脇をみると、壁際の長椅子に御陵先輩がかけていました。

「……先輩、怪我は大丈夫でしたか？」

　部長は一応頷きはしますが、その思い詰めた表情にまた、ほむらはやりきれない気持ちになります。

　気遣いながら、おもむろに椅子の隣に腰をおろします。

「あっ、そうそう。実は私、転送環をそのままはめて持ってきちゃって……これ、お返ししますね」

　顔をあげた御陵は、指輪を外そうとしたほむらの指に掌をかぶせて首を振ります。

「わたしには、もうそれを、受け取る資格がない、です」

「先輩……そんなこと言わないでください」

　ほむらの頰を叩いた決然とした先輩の姿はそこにはありません。

「ぶたれた時はびっくりして、ちょっと先輩を恨みもしましたけど、先輩が私のことを思ってしてくれたことだってわかったし……先輩は間違ってないです」

　ほむらの言葉に、彼女の沈痛な面持ちが少しだけやわらぎます。けれど───

「……これを、日ノ岡さん、に───」

　部長の証あかしであるはずの指輪を受け取ることなく、逆に先輩がほむらに差し出したのは、見覚えのある緑色の輝きを放つ貴石でした。

「それは……精霊石ですよね？　どうして私に？」

「東野くんを、頼みます」

「……えっ、ちょ、先輩？」

「これは、わたしが遺跡で見つけて以来、ずっと身につけていた準位三の精霊石です。日ノ岡さんを、守ってくれるはずです」

「どういうことですか……？」

　思わずほむらは、また先輩を責めたてるように詰め寄ってしまいました。

「先輩、私は、私はこんな石とか指輪じゃなくて、先輩自身が一緒にいてくれたほうが、ずっと何倍も───」

　ぐわららら、ばんっ。

　その時、更衣室の扉を勢いよくあけて、レスキュー装備で準備万端の上狛が現れました。

「さあて青藍高校探検部一年日ノ岡穂群！　ひとっ風呂あびて一息ついて一仕事終えたみたいな顔してるとこ悪いが、もう一働きしてもらう！」

　まだ着替え終わってすらいないのに一方的に宣告され、大いにぎょっとするほむら。

「ハ、え？　あのあのあああの私、もう丸一日ちかく満足に寝てなくって、ホントは倒れそうで───」

「わるいけど休息は虚あ惑っ星ちでたのむ。時間が無い」

　腕組みする上狛が悪魔にみえます。

「またあの泥だらけの服を着るんですか？」

「そこは抜かりなしです！」

　上狛の背後に立つ雨乃がバンザイします。

　その手には周到に用意された新品の探検部制服が。悪魔二号です。

「巧さんを救えるのは、ほむらさんだけです！　燃えますねぇ～時空を超えたロマンですよねぇ～」

「なっ、なにいってんのアメちゃんまで!?　か、家族に電話を！」

　まあまあと悪魔二人に取り押さえられ、無理矢理に着替えさせられるほむらの意識がふにゃふにゃと遠のきます。




　───びくっとして、眠りから目覚めたほむら。

「ハッ……夢……か……」

　リズミカルな振動を感じながら、目をしばたたかせるほむら。

「……って夢、じゃ、ない」

「よく寝てたよ」

「───!?」

　寝ぼけ眼でぼやいたほむらに、飄々と上狛が声をかけます。

　ベーグルの反射光の下で、夜の草地を疾走する多賀。

　二人はその両肩にそれぞれ腰掛けて、珍妙な乗客となっているのでした。

　多賀の背負うこれまた巨大なフレーム入りのザックが背もたれがわりです。

「そっか……ううう、まさか私だけとんぼ返りとは……」

「こりゃ。うちらもいるでしょーが」

「そうですけど……」

　胸から提げたお守りを握りしめれば、その中から確かに、先輩に託された精霊石の感触が伝わります。

　だからといって心強い気持ちにはなれません。

　たった今みていた夢はずいぶん極端だったとはいえ、ほとんど事実のままです。胸にはまだ割り切れない憤りの気持ちがわだかまっています。

「ふぃーい」と、ため息一つ。

　それはさておき───日吉坂高校の探検部員たちです。

　上狛にさらにほむらまでも軽々と肩に乗せて、ランドクルーザーのように駆ける多賀のパワーとスタミナには恐れ入ります。

　上狛といえば、その肩の上で揺られながらリュートをつま弾き、しきりにペグをいじっています。ザ・器用。

「太一。もうちょっとスムーズに走ってよ。調律がうまくできない」

　と、そんなことまで言い出す始末。

「またそんなコマ先輩。無茶なことを」

「別に無茶じゃないよ。太一ＣＡＲの上で煮炊きしたことだってあるものね。カレーとか」

「その発想が無茶だぁ!?　多賀先輩も何とか言ってやってくださいよ！」

「…………」

　しかしその当人は毛むくじゃらの顔に吞気な微笑をうかべながら、頼もしい力走をみせるばかり。

「……ま、こうして楽させていただいてる私が、利いた風な口叩くのもナンですけど……」

　多賀先輩って底抜けに人がいいのかしら、とひっそり嘆くほむら。

　ほむらのそんな困惑をよそに、上狛は夜の草原に似合う、すこし寂しげな旋律をつま弾いてみせます。

　その旋律は耳を楽しませるばかりでなく、呼吸と心臓のリズムを優しく整えるようにほむらの体に染み入り、不思議と疲労が薄らいでいくようです。

　こんな非常識なポジションでほむらが休息をとれたのも、どうやら彼女の魔法の力が大きいようです。

　上狛を横目に眺め、その演奏に聞き入ります。

「……コマ先輩は、えっとドデカモデルでしたっけ。吟遊詩人バードをやってるって聞きましたけど」

「ウィOui。ご覧の通り───」

　ハミングしつつ、それまでとは異なる調子でリュートを奏でると、その指先から淡い光が蛍のように流れ出し、風に流されていきます。明かりの魔法の一種のようです。

「わ、綺麗……でもなんでサックス使わないんです？」

「───べつにサックスでもいいんだ。ピタゴラス音律ベースの十二平均律にのっとった楽器ならなんでも。ただね、こと探検部で本格運用するにあたってはサキソフォンには重大な欠点があってさ」

「はぁ」

「まず───吹いてると指示が出せない」

「あ」

「そんで、吹き続けてるとすげー疲れる」

「そっか。それはそうですな」

「だもんだから、サックスはあきらめて、適度に音響効果のあるアコースティックな楽器のなかからね、ま、趣味で選んだわけだ。アンプとスピーカー担いでエレキギターも検討したけど、それはさすがに無理だった」

「ですかね」

　なるほどと、しきりに感心してみせるほむら。

　通信機の時と同じく、機械類はバッテリーがネックのようです。

　が、上狛当人は顔を渋くします。つま弾く旋律もなにやら重々しく……

「でも今はリュート後悔してるのだった……」

　などと恨めしそうな言葉まで吐きます。

「それはまた今さら」

「だぁってリュートめっちゃかさばるし？　あともう調律面倒くさすぎっ。あのゲーテもボヤいたってさ。我が輩は人生の大半をリュートの調律に費やした、って」

「俺は……好きっス」

　寡黙にラリーカー役に徹していた多賀がぼそりと呟きます。

「ちょ、なに言ってんだこのパジェロ」

　と、後輩の頭を殴りつける上狛。

「ま、まあ、扱いに苦心するだけあってか、不思議と魔法との相性はいいんだけどさ」

　再び、癒しの旋律を奏ではじめる上狛。

　ほむらから見ると、上狛も多賀も、あまりにも平然としていて、これから危険な魔女の城へ向かおうかという雰囲気にはまるで感じられません。

　東野を救助するばかりでなく、問題の狼少女を連れ帰ろうとすれば最悪のケース、あの魔女との武力衝突が待っているかもしれないのに───

　それでも、そんな二人の落ち着きぶりに勇気づけられているのもまた確かで。

　ぽつりとほむらが呟きます。

「先輩はひどい……」

「……ん？」

「責任放棄だよ……いくら私の方が進入ルートに明るいからって」

「…………」

　ぶらぶらと不満げに揺れた脚に多賀もちらりと目を向けます。

「そりゃ私だって東野くんが心配だけど、あんなふうに一方的に押しつけなくたって。私に出来ることなんか、本当に限られてるのに」

「……そう言いなさんなって」

　唇をとがらせてぼやくほむらを、さばさばと上狛がたしなめます。

「オオカミに運ばれている間、意識を失ってた真世とちがって、周囲地形を確認してるほむらに案内役を頼むのは合理的だと思うよ。まあ一歩間違えればミイラ取りがミイラに、の連続遭難になる可能性もあるけど」

「だったら……！」

「でも、怪我のことだけじゃない。あんな状態の真世を虚惑星に送り出すのはまずい」

「…………」

　納得しきれず、ほむらは憤然と行く先を見据えました。

　そんなほむらの横顔へ、そっと上狛はおとなびた視線を向けます。

「時間がいるよ。傷を癒す時間がさ。こればっかりは……私のリュートでも治してあげられない」

　そんな言葉にもほむらは上の空。

「……このまま先輩、やめちゃうのかなあ」

　心細げに身をすくめるほむら。じわりと涙が滲みます。

「調査官としては終わっただなんて……そんなのひどいよ。不屈の闘志だって……ひるまぬこころだって言ったのになァ……」

「…………」

　上狛は明かりのフレーズをつま弾いて出現させた光球を肩先に固定すると、ストラップを掛け替えてリュートを背面にやり、ポケットから地図を取り出しました。

　月とベーグルに照らされた夜の山々に目を凝らしながら、進路を確認しています。

　そして地図をまた納めながら、ぽつりと言います。

「……モリちゃんもああは言ったけど。あの人だって真世を信じてる。私と知り合うよりも前から、真世が小坊の頃から一緒にやってきたんだ。そう簡単にリタイアする奴じゃないって、よく知ってる。もちろん私だって信じてる」

「先輩は逃げたんです」

　上狛は多賀の頭越しにじっとほむらを見つめました。

　彼女が九条について語った時にみせたのと同じ、真剣で厳しい表情でした。

「誰だって弱さを持ってる。うちらだって完璧じゃない。お互いに支え合ってなんとかやってる。そんな弱さを認めて受け入れてあげなかったら、いつか一人になっちゃうよ」

「…………一人に……」

「大丈夫。ちゃんと真世は立ち直ってくれる───その時は、そばにいてあげてくれ、ほむら。東野の奴と一緒にさ」
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　緊張に火照った頰の熱を、森を這う冷たい霧が撫で奪っていきます。

　奮い起こす気力までも密かに奪われていくようです。

　───魔女の谷はもう間近。

　滝の音が聞こえ響くほどの距離ではないものの、周囲はすでに見覚えのある地形です。

　ほむらと御陵がこの地を緊急離脱してからは虚惑星時間で三日間が経過しています。

　文字通りの寝る間も惜しんでの強行軍で、再び魔女の谷へと突入したほむらたち。

　仮に東野が捕らえられることなく首尾良く逃亡できていた場合に備え、破壊された青藍高のベースキャンプやほむらたちの利用した岩場の宿営地に立ち寄り、その各所にメッセージおよび最低限の物資を残しながらの旅です。残念なことに、いずれのポイントにも東野の立ち寄った形跡は見あたらず、そのままこうして魔女の谷へと至りました。

「……今にも降りそう……」

　広葉樹の枝の狭間から空をのぞくほむら。

　時刻は昼過ぎのはずですが夕暮れのような暗さです。先に訪れた時には晴れていた霧も、今はとどまって一行の視界を遮ります。

　そんな霧はほむらたちを不安にさせはするものの、気配を隠しながらの行動には都合が良いともいえました。

　先頭を行く上狛が、低い声で告げます。

「こっから先は昨夜打ち合わせた通りに。戦闘になったら太一には近づくな。いいか絶対だぞ。命令だぞ」

「それは何度も聞きましたけど……ちなみにコマ先輩は何を？」

　ふふん、と自信たっぷりの微笑。

「吟遊詩人バードってのは万能でね」

「はぁ」

「唯一苦手なのは───静かにすることかな」

「駄目じゃないですかそれじゃ。隠密行動に向かないんじゃ？」

「む、一理ある。あと追っかけられたりするのもきっついんだよね」

「それって万能なのかな……？」といぶかしむほむら。

「なーに、どうせ荒事は太一に任せてるから」

　自分のことのように胸をはった上狛が肩越しに見あげると、多賀はしっかりと頷き、背後のザックから自前の装備をぞろりと引き出しました。

　両腕に装着され、二つ折りの状態からガチンと延ばされたそれは重量感あふれる巨大な熊手───白兵武器の手てっ甲こう鈎かぎでした。英語ならベアークロー。

　肘先まで覆う鋼鉄製のガードも備わった攻守を兼ねた得物です。

　近づくなと厳命されたのも納得の、ほむらの体ならほんの一薙ぎで吹き飛びそうな巨漢の多賀ならではのダイナミックな武器です。

　鈍く光る爪先に、ほむらはごくりと唾をのみます。

「……肉弾戦が危険なのは承知してます……でも私にだって魔法があります。魔女の火球だって、一度はバリヤーできたし！」

「マジ？　でもほんっとーに危ないんだかんな？　なるたけ私の近くにいるか、でなきゃ後方で隠れててくれ」

「それじゃ私が来た意味が」

「案内してくれただけで十分。おかげで迷わず来れた。炊飯だって頑張ってくれた」

　立ち止まった上狛は、あらためてほむらに向き直ります。

「よく聞いてくれ、ほむら。マジメな話、争い事は避けよう。東野巧の救出が最優先事項だ」

「も、勿論ですけど───お願いですから、あの女の子のことも忘れないでください」

「…………」

　虚惑星へ再出発する直前───

　雨乃の口を通して語られた、当局提供の詳細な情報の内容が思い出されます。

　行方不明の赤ん坊は当時生後一歳一ヶ月。誘拐事件として捜査開始されました。

　事件から三ヶ月後、それとは別件の飲酒運転による交通事故で現行犯逮捕された犯人が、誘拐犯の容疑者として浮上します。

　容疑者は年配の夫婦で、子供ほしさの誘拐を自白しました。

　ところがその自白よりも以前に、長期報道規制が敷かれるなかで、警察の聞き込み捜査の様子がネットを介して容疑者本人にまで伝わるという不測の事態を招いており、衆目を恐れた容疑者夫婦は、子供を冬の山中に放置していたのでした。

　供述のあった地域で大がかりな捜索が行われたものの、子供はついに発見できませんでした。

　容疑者の自宅で発見された毛髪などの手がかりから、事件性は認められたものの、さらにその後、放置に直接関わった容疑者男性が神経症にかかり、弁護側からも子供の放置については容疑者の誤認であるという訴えがなされて、二重の行方不明事件として現在に至るのです。

　実の母親である女性は、容疑者の自白を信用せずに虚言であるとして、自主的な捜索活動を始めたのです。

　もしも仮に、容疑者が山中に放置した直後に、なんらかの理由で虚惑星に転移したのだとすれば、少女が十二、三歳ほどに成長していたという、ほむらの目撃証言にも沿うものとなります。

　しかし、上狛も多賀も、ほむらの言葉に二つ返事で応じはしません。

　行方不明児の救出にかけるほむらの切実な想いを、彼らも理解していないわけではありませんが……

「……相手が敵対的な行動をとるようだったら救出は難しいよ。本人にその意志がなかったら転送環がうまく反応してくれない。極端に成功率が落ちる」

「うっ……」

　あわやの不時着ともいえる先の帰還を思い出し、ほむらはたじろぎます。

　それでも、あの少女を思い起こすたびに、あの駅で待ち続けている女性の姿が重なります。

「私が説得します。あの子は先輩を手当てしてくれたんです。乱暴だけど、悪い子じゃないんですよ。ちゃんと話をしてあげれば───」

　彼女の身に起きた出来事に耳を傾けてもらえるなら。

　いずれ現代日本の常識とルールを教えてあげられるなら。

　先の課題が山積みだとしても、ここでほむらは退けません。

「とは言ってもだ、オオカミたちにまで話が通用するとは思えない。奴らに通用するのは、むしろこっちだろう」

　上狛は自分のリュートをぺしぺしと叩きます。調律がすぐ狂うのは、扱いが悪いせいもあるんじゃないですかね。

「だ、だから、コマ先輩も助けてくださいよ」

「おいおい。それと、魔女だ」

　上狛は注意を怠ることなく、周囲に目を配らせます。

「魔女は、正直、私らの手には負えない相手だ。敵対的な獣が相手だったら、私たちにも魔法戦の経験はある」

「はい。そういう珍しい獣がいることは御陵先輩に聞きました」

「人間相手は初はつだ。ていうか、そんな調査官はこれまでいない。平和的な交渉だったらマニュアルもあるけど、今回みたいなケースは想定されてない」

「うちの顧問はあんな放任主義ですけど……コマ先輩たちの棚倉顧問はなんて？」

　そう尋ねたほむらに、珍しく多賀が口を開きました。

「───焦るな。相手を変えようと思うな。機会を待て」

　上狛も同意して頷きます。

「……宣教師みたいですね」

「まさにその通りだね。こいつは気の長いミッションになる。私たちの代では終わらずに、何十年もかかるかもしんない」

「そんなに……」

　上狛の推測のスケールにほむらは戸惑います。

「言葉が通じるだけマシ。それだけで奇跡と言ってもいいくらいなんだから」

「じゃあ───なんとかなりますよ！　ね？」

　同意を求められた多賀は困り顔。

「……ほむらはすげーなー」

　呆れて笑う二人。

　結局、先輩へのわだかまりをぬぐえないままに、さらに谷へと忍び寄ります。




　深い霧のなか、滝へ続くとおぼしき河を頼りにして、谷の奥へと迫ります。

　先に東野とやってきた道筋とは逆方向ですが、こちらにはさらに立派な石畳の街道らしきものが残っていました。どうやらこちらが城へと入る正しい道程のようです。

　つまり、彼らは正面から魔女の城に向かっていることになります。

　一行は主たる装備はずっと後方に隠して、動きやすいスタイルになっています。

「また罠があったらイヤだなぁ……」

「真世をふっとばした魔力感知爆弾か。それは私も勘弁……」

「…………」

　多賀が無言で背をかがめて、広い肩を差し出します。

「乗れって？　いや、いいって。ここからは臨戦態勢だ。各自、動けるようにしとこう」

　巨体に似合わぬ心配顔をみせる多賀の腕を、ぽんぽんとなだめるように叩いた上狛は、上級生らしく見えました。

「ほむらも。魔法は極力使うなよ。今はお前を守ってやれない」

「はい」

　緊張に顔をひきしめながら、腰にさげた催涙スプレーを今一度確認します。

　やがて滝音が近づき、城の姿が見えようかというところまできた時───多賀が二人の肩をぐっと押さえて引き留めました。

「……！」

　苔むした石畳の道先にぽつんと立つ人影があります。

　裸足の少女です。

　思わず上狛が身を乗り出しました。

「アレが魔女───？　じゃないな、行方不明の？」

「はい」

　頷くほむらがさらに先へ出て、上狛に引き留められます。

「お、おい」

「ツイてますよ。あの子ならまだ話がしやすいです」

　それでもおっかなびっくり気味のほむら。

「…………」

　青い着物の少女、鈴蘭は、訪れた三人を慎重に見定めて視線を這わせました。

　多賀の巨体には驚いたらしく目を見張って見上げ、警戒しています。

「仲間衆を連れてきたのか……」

「よかった。心配してたんだから───」

　近寄るほむらを、鈴蘭はぐっとにらみ据えます。

「悪ぃことは言わねえ。おめぇたち、帰りやがれ」

「えっ」

「今のヒメは尋常じゃねぇ。ヤマイヌたちも、もうオレじゃ押さえられねえ」

「……ヒメ？　ねえ待って、私はあなたを迎えに───」

「帰れ！」

　ほむらを振り切って、鈴蘭は後方へ跳躍すると、霧を割いてぬうと白い鼻先が現れます。

　巨大な白狼、雪ゆき割わり丸まるです。その現れた瞬間は、まるで霧が一瞬で凝縮したかのようでした。

「───！」

　身構える多賀。対峙する雪割丸の劣らぬ巨体。

　その背に乗った鈴蘭が叫びます。

「セッカチマルが、おめぇたちが匂うと言ってる。その指輪だ。それだけじゃねぇな。力の石もあるだろう。盗人どもめ！」

「待って！　東野くんは!?　ここに残された男の子はどうなったの!?」

「タクミか？　あれはもうあきらめろ」

「あッ、こらっ！　ちょっと！　ヒメって魔女のこと!?」

「退がれ、ほむら」

　去り際もまた幻のよう───

　ぷいと鼻先を返して去った白狼と少女の行方を苦々しく見つめるほむら。その耳に、吠えたける狼たちの声が聞こえてきました。

　その脇でリュートを構える上狛が、不敵な笑みを浮かべている様子に気づきます。

「……コマ先輩？」

「暴れ時だな、太一」

　ウス、と返事が返ります。

「先輩。東野くんを助けるのが先決ですよ。争い事は極力───」

「こうなったらもう仕方がない。ていうか、ここまでは想定内だ、もん、ね、っと♪」

　上狛の指先が六音十二本の弦にかかり、厳かに旋律を奏ではじめます。

　魔力に増幅され、空間と共振する一音一音が、重いくさびのように身に刺さります。

　全身の肌がざわつき、鋭敏になるその感覚は、転送の瞬間に似ています。

　唸りをあげて、霧の中からのっそりと現れる灰色の狼たち。

「ほむらは、私のカバーに」

　魔法に集中しながらの上狛の指示が鋭く飛びます。

「は、はいっ」

　これが、吟遊詩人バードの戦闘音律バトルマーチ───！

　ほむらが一人呟きます。

　こうして実際に多勢の敵を前にしても、恐怖が薄らぎ、判断力が研ぎ澄まされていく感覚に驚かされます。ぐっと視界が広がるような、感じたことのない高揚感です。

　前に出た多賀が、二人の前に壁のように立ちはだかります。

　あの少女が、自分ではもう抑えられないと言っていた狼たちは、唾液をしたたらせ、狂犬病に罹ったかのような虚ろな眼差しで迫ってきます。

「…………っ」

　一瞬、狂犬病の注射を接種しておいてよかった、などと思ったほむらですが、狼たちの牙を見て思い直します。

　周囲を円を描くように回り込もうとする狼たちに、両手に持ったスプレーを向けて身構えるほむら。

　そんなほむらの耳に、ひときわ恐ろしげな唸りが届きます。それは、狼ではなく多賀の背から聞こえているのでした。

　がちん、がちん、と折りたたまれていたかぎ爪が伸長します。

　戦闘への備えはそれだけでは終わらず、ざわざわと髪が逆立ったかと思うと、多賀の肉体に異変が現れます。

　あたかも、幼児の悪夢に現れる戯画の熊のように。

　半人半熊の怪物となった多賀。

　森を揺るがす咆哮に、びくりと、ほむらは身をすくませます。

「狂戦士化ウルフェノムだ」

　同時に、上狛の奏でる旋律が、重厚なものへ変調します。

　それは実際に荒ぶれる狂戦士の上にプレッシャーとなって、彼のほとばしる力を抑えつけているのでした。

「敵意を向けるな。味方でも持っていかれる」

「ひぃぃ、なにこれ」

　恐慌にかられた狼の一匹が、群れの狩猟本能を忘れ、単身多賀ののど笛に躍りかかります。

　───と、一閃したかぎ爪は狼の体たい軀くを横ざまに捕らえて、高々と梢の彼方に放り上げます。

　互いに咆哮を吐き、堰を切って次々と躍りかかる狼たち。

　その狼たちを狂戦士は、石畳をはがし、木の幹ごと切り裂いて、次々と叩き伏せます。

　しかし、囲い込みながら互いに死角を狙い狡猾に襲いかかる狼たちは着実に多賀に手傷を負わせていきます。

　後方で上狛を守るほむらは、迫る狼たちを退けるため、たちまち催涙スプレーを二缶あけ、予備のスプレーの安全ピンに嚙みついて引き抜きます。

「げほっげほっ」

　漂い流れる噴霧の強烈な刺激に息が詰まり、涙がこぼれます。

　それでも、数頭の狼の鼻面に見舞わせた催涙成分は、彼らの戦意を失わせるには十分な効力を発揮しました。

　十数頭を数えた狼たちは、わずかな時間で半減します。

「げほっ、いけますよ、コマ先輩」

「…………」

　多賀をその指先で操るかのように、リュートの演奏に集中する上狛が頷きます。

　しかし───

「……っ……太一！」

　狼たちと低く対峙する多賀が、はっと上を仰ぎます。

　樹上から飛びかかった影が、多賀の首を切り払うのと、多賀が手甲で顔を覆うのはほぼ同時でした。

　激しく呻いた多賀に突き飛ばされ、転がりながらもまた素早く立ち上がったのは、見覚えのある少年の姿です。

「東野……くんっ……!?」

「……っ……やめろ、太一！　東野だ！」

　制する上狛の叫びに、一瞬動きを止めた多賀でしたが、しかし相手がそれを許しませんでした。

　それは確かに東野でした。

　両腕に大小二振りの剣を構えて、無言で多賀に打ちかかります。

　多賀もまた咆哮で応じざるをえません。

「くっ」

　舌打ちして旋律を切り替える、上狛。
















　周囲一帯を包む無差別治癒の旋律です。それは当然、敵である狼たちにも及ぶものでしたが、ここで彼女が唯一選べる苦肉の策でした。

「なんとかしろ、ほむら！」

「どうしちゃったの、東野くん！　多賀先輩だよ！　やめて！」

　ほむらの声にも耳をかさず、猛烈に打ち込んでくる東野の気迫は、多賀の巨体を圧倒するほどです。

「仕方ない、ほむら！」

「ごめんっ」

　上狛の意図を汲んだほむらが東野めがけてスプレーを構えると、即座に東野はぎっとほむらをねめつけて、身をかがめて走り寄ります。

　声もなくたじろぐほむら。

　とっさに上狛が体当たりでほむらを突き飛ばします。

　ほむらの手から離れたスプレー缶は、赤い煙を横腹から吐き出しながら、空中に舞い上がりました。

「ほ、本気なの？」

　東野の変わり果てた姿におびえて涙ぐむほむら。

　地面に倒れた二人に追い打ちをかけるように歩み寄った東野を、背後から多賀がはがいじめにして抱え上げます。

　抵抗する東野をぎりぎりと締め上げます。

　その腕から剣が地面にこぼれます。

　手首と足に残る拘束の跡が痛々しく目に映ります。

「よし、離すな！　そのまま気絶させろ！」

　斬りかかられ、さらにもがいて抵抗している東野の姿に衝撃を受けながらも、ほむらは彼をまっすぐに見据えました。

「あの魔女に、操られてる……っ……？」

「ほむら、緊急離脱だ！　いいな！」

　ほむらの腕を引いて立ち上がらせる上狛。

「上狛先輩、あの子は、あきらめろって言ってました。東野くんの術を解かないと」

「それは地球に戻ってからだ」

「きっとそれじゃ遅いんです」

　東野の手放した脇差しを、ほむらは取り上げました。

　見覚えのない剣です。魔女が与えたものでしょう。

　狼たちが遠巻きにするなか、意を決してほむらは駆け出します。

「ほむら！　戻れ、馬鹿！　って、うわっ！」

　多賀の足に踏み抜かれそうになったリュートを慌てて上狛は引き寄せます。

　顔を真っ赤にして多賀の手を逃れた東野が、またも多賀に襲いかかります。




　見覚えのある城の屋根が視界に入る場所まで、ほむらは走り詰めました。

　城の前に拡がる庭に置かれたテーブルに、あの魔女が悠然と腰掛けていました。

　期待したあの狼少女の姿はそこにはありません。

　息を切らし、膝に手をついたほむらが訴えます。

「東野くんを返してください」

　魔女はほむらを流し見ながら、淡々と呟きます。

「おう……塵劫術マテマテカの───」

　一見すると、のどかで平和な午後を過ごしているかのようにも見える魔女の姿です。しかし、その笑みは冷ややかで、妖しい光を帯びていました。

「返したであろう」

「東野くんに何をしたんです」

「何、と……客として遇したがな……」

　魔女は目を細めて、その記憶をたどります。

「少しばかり喧やかましい口は塞がせてもらったが」

「だったら、元に戻してください。あなたはそれが出来るんでしょう？」

　静かに魔女はテーブルから立ち上がります。

「おん身は端はなから客人になるつもりは無いようじゃな……図々しくもこの城に踏み込んだのなら、主あるじに従ってもらわねばな……ヤマイヌどもも困り果てておるぞ」

　ぞくりと、ほむらは身をすくませます。

　ほむらを追ってやってきた狼たちが、魔女を取り巻くように現れました。

　その瞳に一層狂気の色を深めて、魔女は狼たちを眺めます。

　魔女の狂気が狼たちを駆り立て、再びほむらに牙を向けさせます。

　思わず脇差しを握る手に力がこもります。けれど、それでほむらに何が出来るでしょう。

「主あるじ……じゃあ、此処にはあなたと、あの子しかいないんですか」

「鈴蘭か。あれの姿はここ数日、見ておらぬが。嘆かわしい。お身たちが騒がしくしたせいではないのか。やれ……」

　静かにたぐられる袖。

「おん身も人ひと傀く儡ぐつになるか？　それとも───」

　魔女の指に、紫電が走ります。

　それはあの墓地で、ほむらたちを襲った電撃の再現です。

　敵意に同調して、狼たちがほむらに牙を向けて唸ります。

「……っ」

　息をのむほむら。逃げ出したい衝動にかられますが、それではまた繰り返すばかりです。

　恐怖をこらえて踏みとどまったほむらは、その場に脇差しを捨てました。

「鈴蘭───それがあの子に付けた名前。あなたが、あの子を助けて育ててくれたんですね」

　落ち着かなく揺れ、いぶかしむ瞳で魔女はほむらを睨み据えます。

「…………」

「私は、日ノ岡穂群。地球の日本から来ました。鈴蘭が、ヒメと呼んでいたあなたは……？」

「昴すばる───五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ。しかし、そう呼ばせるつもりも、おん身の名を憶えるつもりも無い」

「すばる……さん。お願いがあるんです。あなたの、鈴蘭を───」

「呼ばせるつもりは無い、と云ったぞ」

　ほむらの懇願を遮って魔女は冷酷に告げました。

　その金色の髪がふっと空気を含んで拡がります。

　一時おさまっていた紫電が再び、瞬きながら、振り上げられる指先に向けて渦巻いていきます。

「気け───銅あくわ───」

「すばるさん……っ。どうか聞いてください。あなたは、鈴蘭を育てる優しい心を持っているんでしょう。私たちは、奪いにきたのでも、戦いにきたのでもないんです！」

「ならば、死にに来たのだな」

　───閃せん。

　魔女の赤い唇が破壊の言葉を唱えます。

　自分の甘さを悔いるほむらは、その場で身じろぎすることも出来ません。

「───！」

　問答無用で解き放たれた魔力が大気を割り、ほむらを打ち据えます。

　網膜に焼きつく閃光が退くと───そこには膝をついてうずくまるほむらが、再び顔をあげて魔女を見つめていました。

「…………っ……」

　思い通りにならぬ事態に、ぎりっと魔女は歯嚙みします。

「また、塵劫術マテマテカを……？　いや……」

　ほむらの周囲を薄く覆っていた水の幕が、霧と化して霧散します。

　くすぶる異臭と違和感に、ほむらが胸に手を伸ばすと、胸のお守りが焼け焦げ、内側からこぼれた精霊石が急速にその輝きを失っていくところでした。

「この娘……力の石を……稲光を水壁で逃したな……」

　完全に光を失った精霊石は、ほむらの掌の上で二つに割れます。

「先輩の精霊石が……」

　魔女がほむらの間近に詰め寄ります。

「その石をどこで手に入れた」

「これは、先輩に───」

「いいや、聞くまでもない！　いずれ智慧ある人々の墓所であろう。墓をあばいて盗んだのだ！　許さぬぞ」

「そんな……これ……は……」

　真相を知らないほむらはそれを否定できません。

　それでも立ち上がって再び魔女に向き直ります。

「賊め、我が父祖らの眠りをおびやかすなら───」

　その時、狂乱する魔女を呼び止め、はっとさせる声がありました。

「ヒメ……！」




　───狂戦士化。

　真に肉体を我が物とし、枷を外して力を振るう喜びと恐れ。

　獣性に身をまかせ、ヒトならざる姿となりながらも、多賀の心の底には凍りつくような一筋の理性が貫かれています。

　ピンホールのごとき狭い視野に映るのは小さな剣士。

　豪腕を振るい、空中高くなぎ払っても───

　木々の枝を激しく巻き込みながら、岩肌めがけて蹴り伏せても───

　痛みをかえりみることなく、たちまち挑みかかってくる少年、東野。

　それもまた一つの狂気の姿でした。

　霧をかき消すほどの多賀の咆哮に、狼たちが一瞬毛を逆立ててたじろぐなか、東野は霞がかった瞳のまま単身突進してくるのです。

　刃と刃が重なり合い、互いに相手を圧倒せんとその重心を求めて滑る、数秒の濃密な交叉。

　瞬間的には数トンになろうという多賀の渾身の踏み込みを、刻みこまれた足さばきで体幹をずらしていなし、その内側から存分に力を蓄えはじける弦つるとなって鋭い刃を踊らせる東野。

　油断無く直後のはがいじめを逃れて距離をとって飛びすさります。

　体勢を立て直し、胸に大きく旋条に走った熱と滴る命を感じながら、多賀は東野の揺れる瞳を捉えます。

　その瞳に映るのは、多賀でありながら多賀ではない何者かの姿、東野自身の心に眠る恐怖───幻が重なっていました。

　言葉にはしがたい一瞬の印象で多賀は悟ります。その幻は消えることなく、彼を苦しめるものなのだと。

　もし多賀がここで倒れても、その幻は滅びぬまま多賀の背後の上狛に、そしてほむらにも映し出されて、どこまでも東野を駆り立てる呪いなのだと───

　そんな悲しい結末だけは、どうしても多賀には許せないことでした。
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　駆けつけた白狼の背から、飛び降りた少女が、魔女にすがりつくように寄り添います。

「やめとくれ、もうやめとくれよ、ヒメ」

「鈴」

「こんな奴らに構うこたぁないんだ。何処にでも行かせてやればいい。元のヒメに戻っておくれよぅ」

「…………」

　懇願する鈴蘭を、押し黙って見つめる魔女は、ほむらの目には大いに困惑しているように見えました。ほむらは鈴蘭に呼びかけます。

「───エリちゃん」

「…………？」

　その瞬間、ふっと気の抜けたような顔をした鈴蘭が、ほむらを見つめ返します。

「エリちゃん。今のあなたには鈴蘭って名前があるんだね。それを捨てろとは言わない。でも、あなたの本当の名前は小お野の恵え里り香か。あなたのママは、エリちゃんって呼んでた」

「何を……やめろ……」

　小さな泡となって湧きあがる想いを、鈴蘭はもどかしく打ち払おうとします。

「お前なんか知らない！　お前なんかが来るから、ヒメがおかしくなるんだ。とっとと消えてくれ！　オレとヒメを放っておいてくれ！」

　ほむらを突き飛ばす鈴蘭。

　それでもほむらは、呼びかけることをやめません。

「あなたの腕にあるそれ、そうそれ───ずっと、大切に身につけてたんでしょう。それって、あなたのママがくれたもの」

　はっとして、自分の腕をおさえる鈴蘭。

「これは……オレがセッカチマルに拾われた時に……」

　鈴蘭は魔女を見上げます。

　呆然と立ち尽くしながら、魔女は内なる苦悩と戦っているようでした。

「マ……マ……？」

　戸惑いながらも、呟く鈴蘭。

　白狼が唸り声をたてて、ほむらの背後を睨みます。

「話はついたのか」

「コマ先輩……多賀先輩」

　上狛と多賀が追って現れます。

　獣化を解いた多賀のその肩には、意識を失った東野がかつがれていました。

　双方手ひどく傷ついてはいますが、どうやら無事のようでした。

　上狛は油断無く魔女を見つめます。

「……鈴蘭のいう通りか」

　魔女が低く呟きます。

　せつな、魔女が理解を示したかと喜色を示すほむら。

　しかし脱力した魔女の様子に、再び異様なものを感じて険しく目を見張ります。

「なぜ放っておいてくれない……」

　冷たく刺さる視線。

「天狗隠しに遭うた者が、故郷へ帰ろうとも幸せになることはかなわぬ」

「そんなことないです。すばるさん」

　果敢にうったえるほむら、

「雪ゆき割わり草そうの心、候きざしを知り春を待つ、です」

　魔女はほむらの言葉を低く繰り返し、そして、恐ろしい嘲笑を浮かべました。

　鈴蘭ですら表情をこわばらせて、身をすくませました。

「それこそは我が戒め。我が家訓。その言葉は、雪下に忍ぶ雪割草の孤高に倣うもの。なにも喪うしなうことなく、痛みもなく、寒さを寒さと、闇を闇とも知らず、ただ安逸を貪むさぼって功いさおしを得るものなどではない」

　静かな怒りに同調するように、白狼が殺気を増していくのがわかります。

　上狛と多賀も、緊張を高めて、それぞれの得物に手を構えます。

　そんな二人を押さえるように、ほむらは間に立ち果敢に説得を続けます。

「私は……私は、あの子のお母さんを知ってます。あの女ひ性とがどれだけ、赤ん坊のことを想っていたか」

　手を差し伸べるほむらを鈴蘭は痛切な様子で見つめ、そして今度は問いかけるように魔女を見ました。

「春など来ぬ。もう過ぎ去った。鈴蘭もまたわが手の内から去ると云うのなら、身どもはただ冬にとどまるだけのこと───」

「それでもっ」

　もはや魔女しか目に入らないようにほむらは正面から対峙します。

「それでも春は来ます。春は来ますっ。百年、千年の冬が続いたって春は必ず来ます！」

「なぜ言い切れる。在りもせぬ機会を望むは徒労。報われぬ愚行。なぜそう言い切れる」

「それは……私が馬鹿で何も知らないからっ。でも」

　つたない言葉を重ねるほむらの、ひたむきな眼差し。

「彼女はずっと待ってます。たとえ何十年経ったとしても、また再会できれば、その瞬間に、つらかった想いもみんなゼロになります。そこに花が咲けば───」

「冬を忘れるというのじゃな」

　あくまでも冷ややかな響きに、自分の言葉が届かなかったことをほむらは悟りました。

「ヒメ……オレは、おっかぁに会いたい。本当のおっかぁに会いたいよ」

　すがろうとした鈴蘭は、魔女の張り詰めた気配に戦慄します。

「馴れ馴れしくヒメなどと呼ぶな」

　びくっと、身を震わせる鈴蘭。

「身どもは、昴すばる───五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ。御陵の血筋と絆をこの地に護り伝えるが我が定め。お手前が身どものくれてやった名を捨てて去るというのなら、もう身どもを慕うそぶりなどしてくれるな」

「ヒメ……っ……オレは帰ってくるから。本当のママに会ったら、必ずまたヒメのところに帰ってくる」

「最初から手前などいなかった」

　魔女の裾が揺れ、すっと指先が宙を薙ぎます。

　その瞬間、ふくれあがった紫電が鞭のようにはぜて、間近にいた鈴蘭とほむらを襲いました。

「───やめろ」

　小さく叫んだ多賀が進み出て、倒れた二人の前で、押しのけるように手甲を魔女に向けると、魔女は後方へと跳び退りました。

「身どもの心をかき乱す者の末路じゃ」

　電撃はより痛烈に鈴蘭を叩いていました。

　かろうじて立ち上がったほむらは、魔女を怒りの瞳で睨みつけます。

「狂ってる」

　ひらめいた魔女の指に、糸に結わえられた精霊石が揺れます。

「あちゃあ……」

　それを見るなり事態を察した上狛が息をのみます。

「燐りん───」

　貴石の子細をよく確認する間もなく、ごっ、と火球がその寸前に現れます。

　ほむらの見たこともない、巨大な火球───

　独特の金属的な異音もオーケストラのように鳴り響きます。

「退がれほむら、太一！　ブーストが来る───」

　横たえられた東野を無理矢理にかつぎあげようとしながら上狛が叫びます。

　すべてを焼き尽くそうとでもいうかのように、火球はみるみる膨張していきます。

「気け───慈うつく───」

　ついに地面に触れた火球の底が、たちまち大地をえぐり、草も花もみな瞬時に塵になります。

　ほむらの肩を摑んで逃走を促す多賀。

「あの子を───置きざりにできない！」

　魔女との間に倒れた鈴蘭を指差して、ほむらが叫びます。

　邪魔な手甲を捨てた多賀が鈴蘭をかかえあげるなか、ほむらは一息短く深呼吸をして魔法に備えました。

　彼女の手にはもう、先輩から託された精霊石はありません。

「───湯ゆ花わ」

　多賀の身の丈の何倍もある火球が襲いかかろうとしていました。

　空気を奪い、口を開くだけで胸を焼くほどの熱を生み出して。

「──────」

　もはや六面体のパターンを順に辿り、呪文の詠唱に費やすだけの猶予は残されていませんでした。

　しかし───
















『呪文は必須ではないです───』

　ほむらの胸に先輩の言葉がよみがえります。

『必要なのはイメージです。呪文はあくまでその補助です』

　死にものぐるいで両手を大火球に向けて差し出したほむらは、無意識のうちに、川原で先輩に教わったあの時の記憶を、その一つ一つの過程を、ただまるごと一個のパターンとしてイメージしていました。

　それは喩えるならば、種から芽吹いて育った大木がやがて枯れて朽ちるまでを、ひとつの種子であったと捉えるかの如く───

　あるいは、海から蒸発した水滴が雲となり雨となって山に降り注ぎ、河をつたってまた海へと注ぎ込むその循環を、その集合離散のディテールを損なうことのないまま一つの環として捉えるかの如く───

　ただひとつ描いたイメージを、その瞬間の詠唱を、何度も何度も送り重ねます。

　ほむらにはそれしかありません。

　速く、もっと速く。ひたすらに。

　ぽつり───と、重ね合わせた掌の前に現れた火球。魔女のそれとは比べるべくもない小さな炎ほむら。

　次の瞬間その輝きは、無数に増殖し、整然と並び張り詰める火球の壁となって、脅威に立ちはだかりました。

　壁は大火球を受け止めたかと思うと、網のように包み込み押しとどめます。

　魔女の放った火球と、ほむらの創造した火球の壁は、混然としたひとつの構造物となって、両者の間に静止しました。

　操る確かな手応えと共に、暴れ狂う互いの反動が体の芯にまで伝わります。

　いっそうの燃ゆる怒りに乗せて、ほむらを押しつぶそうとする魔女。

　その唇にのぼる詠唱フレーズに、異変が、生じます。

「石の制御が……っ……奪われる……」

　指の間で共振する精霊石が、魔女の意図せぬ輝きを発して白熱します。

「いい加減、目を……醒ましてよっ！」

　唸るような苦悶の叫びをあげて、ほむらは火球を強引に押し返します。

　火球が一点に収束し、魔女の目前に爆縮します。

　世界から色が消え、ただそこに灯るは原初の火。

　この虚ろな世界を支える真なる炎のかけらが、ほんの束の間そこに降り立ち、そして猛烈な爆風となって飛び散り、世界の要素へと還っていきました。




　目に焼き付いた残像がゆっくりと薄れていきます。

　谷間の城下の輪郭が戻ってきました。

　狂風に揉まれながら地面に伏せ、ようやく身を起こした上狛は、首をめぐらせて仲間たちの姿を探し求めます。

「……はぁ……っ……！」

「お、おいっ……お前その火傷っ───」

　上狛が覆い被さっていたその下から、意識を取り戻した青い着物の少女が───鈴蘭が這い出して、しゃにむに駆け飛んでいきます。

　その先には、不安そうに自分の腕を摑みながら立ち尽くすほむらと、倒れて微動だにせず横たわる魔女の姿がありました。

「……あいつ……」

　幾つか弦の切れたリュートを引き寄せて見渡すと、すぐに多賀の姿も見つかります。

　多賀は、ひっそりと地面に膝をついてかがみ込み、東野を診ていました。

　僅かな合間に、ずいぶん吹き飛ばされたものです。

　どうやら無事そうな二人に歩み寄った上狛は、言葉に詰まりました。

「……たい……ち……？」

　多賀は胸からハンカチを出し、無骨な指先で東野の顔を拭ぬぐっていました。

　うなされた夢から目覚めようと、みじろぎする少年の、眦まなじりに流れるものを丁寧に拭ってやる多賀。その真剣で哀しげな横顔───

　見てはいけないもの見てしまったかのように、気後れする上狛。

「太一」

　つい、と指先で袖を引かれ、びっくりしたように多賀は顔を戻します。

　そこにあったちょっとすねた上狛の表情に、多賀は慌ててハンカチをしまいます。

「………………」

　すね顔のままじっと見つめ返す上狛に、合図サインを知った多賀は、掌をそっと差し出しました。

　すっぽり上狛の頭が隠れるほどの掌に、ごしごしと、爆風で荒れた髪がまた乱れるのも構わず擦りつけられます。

「……っ…………ふぅ……」

　身震いが抜け、ぺしぺしと自分の頰を叩いた上狛は、またいつもの颯爽とした笑顔に戻っていました。

　そして多賀と共に再び東野を覗き込みます。

「とりあえず、みんな無事かな」

　ウス、と頷く多賀です。




　癒しの旋律が奏でられているのに気づいて、金の髪の姫は身を起こそうとしました。

「……っ……」

　目覚めたすばるから、呻き声が漏れます。

　自身も手ひどくやられながらも、ほむらが複雑な面持ちで覗き込んでいます。

　それを呆然と見上げ呟きます。

「塵劫術マテマテカで遅れをとるか……」

「…………」

　跪いて倒れたすばるの胸にすがっていたのは鈴蘭でした。

　上狛も、多賀も、そして東野もまた見守っています。

「ヒメ……」

　すばるは鈴蘭の頭にそっと手をやりました。

「その腕輪は───」

「…………」

「いまはもう錆びて無いが、その腕輪には、鈴が封じられておった……鈴、わごりょの名にちなんだ」

　その穏やかな声には理性が戻り、魔女の面影はすっかり消えていました。

「お手前は御陵の血に連なる者か……？」

　すばるに尋ねられたほむらは、小さく首を振ります。

「いえ。御陵は、私の先輩です。家訓もその先輩から聞きました」

「先輩とは、鈴が連れてまいった娘じゃな」

「はい」

「そうか」

　胸にもたれる鈴蘭の頭を愛おしげに撫でながら、その髪の簪かんざしにじっと目を留めていたすばる。

　やがて、またしっかりとした様子で口を開きます。

「時代がうつろえば、たがわず守り伝える家訓すらもうつろうか……身どももまた、変わる頃合いかもしれぬな」

　そう言い切ると、すばるは深くため息をつきました。

　助けられながら身を起こし、手近な椅子にかけなおしたすばる。

　もはや鈴蘭は、すばるの一部のように付き添い、その身を案じて離れようとしません。

　ほむらたちは気遣わしげに、互いの顔を見合わせます。

　仕方なくほむらたちは、後ろ髪をひかれながらも、また再訪を約束し、城を離れました。




　───それから一週間後。

　虚惑星時間にして、一ヶ月半が経ったある晴れた日。

　決して小さくない不安を抱えながら、ほむらたちは魔女の谷を再び訪れました。

　ほむら、東野、そして御陵先輩の三人で。

　これだけ短期間でまた虚惑星にやってこれたのは、日吉坂高校の転送環を特例で借用し、必要な魔力を分散することで、転送機会の間隔を狭められたからでした。

「御身が───我が後こう裔えいの───」

「…………」

　すばると真世。二人の御み陵ささぎ。

　互いを見つめながら立ち並ぶ姿は、やはりどこか似ています。

　それはすばる自身にも強く感じられ、どんな言葉を尽くすよりも伝わるものがあったようです。

　星を越えて彼女たちをつなぐ血の絆です。

「御陵真世と申します。御陵義よし処ずみの実弟、御陵義よし尚なおから十一代目にあたる子孫です」

「では、御陵の家は復興したのじゃな」

「はい。江戸の時代が終わり、日本も世界に開かれ、我が家も武家ではなくなりましたが、高祖の訓戒と矜持とを忘れぬように子孫一同、努めてまいりました」

　先輩がおずおずと何かを差し出します。

「これは我が家に伝わります家宝───義処殿の残された脇差しです。直系のあなたにこそ本来ふさわしい品です。どうぞお納めください」

「父上の……形見の品」

　うやうやしく差し出された小刀を受け取ったすばるは、愛おしげにそれを胸に抱きました。

「まるで古びておらぬ。まだ、こんなに新しいな……」

　すばるの頰を涙がつたいます。

「父上のよすがとなる品々は、時の河の前に朽ち錆び、いつしかつまらぬ墓石と、そして我が内なる心象ばかりとなってしまった。身どもにとっては、父上の愛した暮らしを守り、想いをなぞるばかりが安らぎだったが……」

　その眼差しを先輩に、そしてすぐ脇にたたずむ鈴蘭にそそぐすばる。

「鈴蘭といい、子孫の来訪といい、長生きをすると思いがけず嬉しいこともあるものじゃなあ」

　また改めて、ほむらと東野たちに向き直り、凜と居住まいをただしました。

「老いさらばえたとはいえ……罪のない者たちや、自らの子孫に牙を剝くような醜態をみせ、許されないことをした。どうか堪忍しておくれ」

　まだ、体のあちこちにあの混戦の負傷の跡が生々しく残る東野でしたが、痛切な後悔のみえる面持ちで、頭を垂れるすばるを見守るその瞳は、とっくに彼女を受け入れていました。

　ほむらもそれは同じです。

　すばるに寄り添い、その肩に手を添えながら御陵は告げます。

「どうか頭をあげてください。不幸ないきさつはありましたが、わたしたちはこの出会いを、まれなる幸運だったと考えています。これからのわたしたちの虚惑星での活動を見守り、ご指導とご鞭べん撻たつをくださいませんか」

　すばるは小さく、ですがしっかりと頷きました。

「出来うる限り、助太刀しよう。それが、二つの星の血をひく身どもの務め。父上への孝行にもなるじゃろう」

「あの……っ」

　ほむらが口を挟みます。

「も、もしよかったら、すばるさんも地球へ来てみませんか？　お、おいでになりませんか？」

「……地球へ……父上の故郷か……」

　その申し出に、すばるは儚い微笑みで応えました。

　ほむらたちには、その時の彼女の胸中をたどることなど到底出来ません。深い望郷の想いがその微笑みには込められていました。

「有り難い申し出じゃが……このすばるは、御身らの星に立ち入ることは出来ぬ。いや、気持ちの問題ではない。我が身に流れる、この星の旧き血統がそれを許さぬ」

「すばるさんの……お母さんの血筋……？」

　すばるは頷きました。

「たった一度きり、父上が寂しげに語ってくれたことがあった。智慧ある人々は、塵劫術マテマテカをもちいて、父上を地球へ送りもどすこともできた、と───しかしながら、父上がその道をとることはなかった。母上と共に、そして幼き身どもと共に、この星に残る道をとった。残念ながら、もうその手段も残されてはおらぬ」

　沈む表情を振り払い、すばるは明るく振り返ります。

「鈴、わごりょは違うぞ。安心せい」

「ヒメ」

　不安そうに、すばるを見上げていた鈴蘭。

「……ヒメと離ればなれになるのは、いやだ」

　育ての親の着物の袖を、小さくつまみます。

「聞き分けとくれ。わごりょには待つ人がいて、帰る場所があるのだから」

　すばるは少女の指先をとり、優しく自分の掌に導きました。

「身どもはもうじゅうぶん、わごりょから貰った。貰いすぎたくらいじゃ」

「ヒメ……」

　鈴蘭は泣き崩れて、すばるにすがりつきました。

「今生の別れというわけでもあるまい。また身どもの鈴蘭になって、いつでも訪ねてきておくれ」

「いやだよ」

「雪割丸たちも待っておるから」

　もらい泣きの涙をぬぐいながら、ほむらはつぶやきます。

「ううっ……い、いやぁ、保育士さんに懐いた子供を引き取りにきたみたいだー」

「おい」

　ほむらの脇腹に肘をくらわせる東野。

　すばるの言葉に反して、これが今生の別れとなるかもしれないとは、東野たちにも想像はつきます。

　地球へ帰還した鈴蘭の───小野恵里香の将来と、二つの世界の異なる時間の流れを思えば。けれど決して再会の可能性もゼロではありません。

「御身らが根城にしていた城も、鈴蘭の火遊びで、ひどく荒れさせてしまったときいた」

「ひ、火遊びっていうレベルじゃなかったですけどぉ」

「身どもの扶育ぶりが足りなかった。実母どのにもきっと迷惑をかけるじゃろうのう。やれやれ……」

　そういって、まだ抱きついて顔を押しつけている鈴蘭の頭を、ぐりぐりとかき撫でます。涙まじりの笑い声が漏れます。

「どうじゃ。その、べいすきゃんぷとやらを、この城に移しては来ぬか。その方が何かと便もいいじゃろう。たいした償いにはならぬやもしれぬが」

「！」

　目を見張るほむら。

「……っ……本当ですか？」

「あちらの城はまた時間をかけて、おいおい再建していけばよかろう」

「素晴らしいじゃないですか！　それがいいですよ！　すばるさんも寂しくないし、鈴蘭ちゃんのことも報告できるし」

「新作の落語も持ってこれる」と東野。

「それは喜ばしいのう」

「わぁ、いいなあ……あれ、でも転送環の制約が……？」

「俺も悪くはない提案だと思いますけれど。実際どうなんでしょう。方法はあるんですか？」

　東野が伺うと、先輩も腕組みして検討しています。

「転送環の調整か、再計算して一から転送環を創造する必要があるかもですが……不可能では無いと思います」




　娘の帰りを待ち受ける母親のためにも、ほむらたちパーティはそれ以上の時間を無駄にすることなく城をあとにしました。

　まだ心細そうに、ほむらたちに同行する鈴蘭が、住み慣れた我が家を振り返ると、城のふもとには、たたずむすばる姫が小さく手を振ってこちらを見送っていました。

　脇には仲間の狼たちが控えて、いまにも追いかけてきそうにせわしなく身を乗り出すのですが、巨大な白狼、雪割丸がぐっとこらえて、彼らをとどめています。

　城と、彼らの姿が小さくなり、もう見えないほどになると、一匹の狼の遠吠えがひときわ切なく谷に響くのでした。
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　ある休日。

「よりにもよってデート先が病院とは……また変わったご趣味で……」

　仏頂面のほむらがぼやきます。

　ジト目の先には院内通路の自販機でジュースを買いもとめる東野が。

「パンでも食うか。売店はそっちだ」

「それじゃあ、まんま学校じゃない。食堂とかないの？」

「そこまで知らねえ。くわえて言うなら病院食が美味いって話も聞いたことねえな」

「いきなり呼び出しといて、それは無計画じゃないですかー？」

「別にデートだとは言ってねえよ」

「ほーう、じゃあなに？　なんなわけ？　ねえ？」

「おまえ声でかい。静かにしろって」

　とニラみつつトスされるカフェオレのパック。その程度で口止め料なんかになるものですかと思いきり難色を示しつつ、しっかりと物ブツは頂戴するほむら。

「……なんでコソコソしてるの？」

「俺たちは此処にいないことになってるからな……」

「？」

　いまだ事情の摑めない彼女は憮然としながらストローをくわえます。

　本日は下り坂の天気模様とのことで、しぶる妹の月つゆに無理を言って買い物につきあわせた姉ほむら。本町のショッピングセンターに着いたところに東野の電話です。

「いいからとにかく今すぐ来い」

　の一点張りで、こちらもまた仕方なく路線バスを乗り継いでやってきました。買い物は用件リストごと月に押しつけ、ついでに面倒そうな誤解の材料も押しつけて。

「うお、やべ」

「なに？」

　通用口の様子をうかがっていた東野が頭をすくめます。

　自販機の陰にひそむほむらと東野、高校生二人組。

　院内に現れたジーンズ姿の女性から必死に身を隠します。

「───モリちゃんだ？」

「やっぱリークされた情報は正しかったな」

　やってきたのは藤森顧問でした。さらにその隣にはチノパンとサスペンダースタイルの男性の姿が。

「よもや……教師の不倫現場をおさえに？」

「あ？　よくみろって」

「おや、日ひ吉よ坂こ高ーの棚倉先生じゃない。今日は白衣なしだね。なぁんだデートはあっちか」

「だからデートじゃねえって」

「もしかしてここ棚倉先生と関係のある病院？」

「どうだろな。違うんじゃね？　ここ警察病院の分院だし」

「警察病院？……なの？　いたって普通の総合病院にみえるけど……」

　待合室を見渡しても、ほむらが勝手に連想したような、負傷した警官の姿も、縞模様の囚人服姿の患者も、ボディガード付きのヤクザの親分の姿もありません。

「……確かにぱっと見はそうだな。俺も来たのは初めてだ」

　二人の顧問は話し込むでもなく、ロビーの柱を背に誰かを待っているようです。

　どうにもぎごちなく手持ちぶさたにしているのは藤森顧問。何度も時計を見返したり、携帯を使おうとして棚倉に注意されたり。

「……なんだろーねあれは」

「動物園のペンギンみたいだなモリちゃん」

「東野くんがひどいこと言った」

　そんなひそひそ話を交わしながら、ほむらはふと湧いた疑問を投げつけます。

「東野くん。お弁当コンクールの時、来なかったでしょ」

「また唐突だよ」

　あきれる東野。

「……悪かったと思ってるよあれは。つーか謝っただろ」

「東野くんが投票してくれてたらさあ、たぶん単独優勝してたはずなんだけど、私」

「そんなこと根に持ってんのか？　同票一位だって優勝は優勝に違いないだろ？」

「…………そーですけどー……」

　さらに不服そうな顔でカフェオレをすするほむら。

「まだ理由を聞いてない」

「家庭の事情だよ。言わせんなよ」

「誤ー魔ー化ーしーたなぁ？」

「うるせえよ、このワイドショー脳。あれは母親に呼び出されたんだよ」

「え……家出中のお母さんに？」

「まあ結局来なかったんだけどな。いつものことだ」

「……すっぽかされたの……？　向こうから呼び出されたのに？　……それはがっかりだったね」

「気にすんな。いいかげんな人なんだよ」

「…………」

　肩をすくめる東野。

「ボクだって水深があと五インチ深ければ優勝できたのに……」

「うぉ」「わ」

　いつのまにか二人の背後にいたのは雨乃でした。

　ほむらたちの姿勢をそっくり真似ながら顧問たちの様子を覗き込んでいます。

「……アメちゃん!?」

「ひどいんですよ稚鮎さんたら。ボクは車に置いてけぼりです。これ、虐待ですよねえ？」

「勝手に出てきたのか？」

「えへへー。こんにちは、巧さん、ほむらさん。勝手に出てはきましたけど、言われた通り車載カメラでちゃんとリモート監視中ですから」

「監視って、駐車場を？」

「ハイ」

　そんな雨乃も今日は私服です。学校制服では不都合な理由があるわけです。

　モリちゃん直伝らしいパンツルックに、目深に被ったハンチング帽、おまけにカラードサングラスというのは……逆に悪目立ちしてるような。

　制服とコスプレ以外の普段着もコーデしなければと燃えるほむらでした。

「そっか。マスコミに嗅ぎつけられると面倒そうだかんな。俺らもあんまし注目集めないようにしねぇと」

「……マスコミが……じゃあ木を隠すなら森の中で、病人のフリだね。ようーしこの仮病・ザ・ギルティを一度も見破られなかったことのない私におまかせ───」

「日ノ岡は何もするな」

「ボク心臓止めましょうか？」

「だから病人は要らねぇってんだよ」

「やははは───あ」

　きゅ、っと雨乃の視線の焦点が遠くへ結ばれます。

「駐車場に───いらしたみたい……ですよ」

　互いに目配せする探検部員一年三人衆。

　階段を上って、吹き抜けのエントランスホールがみおろせる場所に移動します。

　身をかがめて駆け寄る雨乃は長椅子の合間の床をごろごろ転がって、吹き抜けに面した低い壁にさっと背中を寄せます。

「ふむ。くりあ」

「病院内だっつーの」

「奴らは───機関の者たちはそんなのお構いなしです」

「機関って……ああ、報道機関ね」苦笑いのほむら。

　などと囁き合いつつ、そろりそろりと壁を背にずれ動く三人。

　やがて待ち人は普通に正面玄関から現れました。

　エントランスに姿を見せたのは二人の背広の男性と、一人の女性。

「む、あの男の人は見覚えがある……もしかしてモリちゃんのパトロン……」

「あれはうちの親父だ」

「おっとぉ……そういえば写真で見た……」

「もう一人のおっちゃんは捜査本部長かな……」

「あの人も警官？」

　たぶん、と頷く東野。

　二人の警官に案内された女性は、今度こそはっきり見知っている人でした。

　狼少女、鈴蘭の母親です。

「……っ……」

　久しぶりに見た彼女の姿は元気そう。警官二人が神経をとがらせそわそわ気味なのに比べて、かえって彼女のほうが落ち着いているように見えるほどです。手元の折りたたみ傘を、丁寧にたたんでいます。

　三人は出迎えた藤森顧問たちと合流し、エレベーターに向かっていきます。

　ほむらたちもまたこっそりと後を追います。

　向かった先はナースステーション脇の待合所でした。会議室のような密室でなく、窓のある明るく見通しのよい共有スペースです。こっそりと様子を窺うほむらたちには好都合です。緊張を高めないように気が配られたのかもしれません。

　ただ、窓の外はあいにくの雨模様。

「…………」

　爽やかな快晴なら記念すべき再会の日にも相応しいのにと残念がりながら、ほむらは窓を見つめます。

　固唾をのむ数分間が過ぎて、彼女が現れました。

　子供らしい服装で、髪も丁寧に梳かされ、虚惑星の時とは違って随分おとなしそうな印象です。

　でも元気そうです。

「……よかったァ……」

「お、先輩だ」

　鈴蘭に付き添っているのは先輩でした。

　先輩は和装。いかにも着慣れた様子でよく似合っています。

　鈴蘭は、待合室に居合わせる人の多さに驚いたのか、不安そうに、先輩の腰にしがみついてしまいます。

　それはあたかも虚惑星の城で見た、すばる姫と少女が寄り添う姿にそっくりで、ほむらたちもはっとさせられます。

　ここ最近、御陵先輩が鈴蘭のもとに足繫く通っていたのは知っていました。

　そうしたのは藤森顧問の判断と、先輩自身の希望です。

　ベースキャンプへの帰路途中でも、鈴蘭はずいぶんと先輩になついて、ほむらなどは何かとちょっかいを出す邪魔者として敬遠されてしまったくらいです。

　ただ、地球へ帰還してからの数日間は、転送による未知の影響が現れ、歩くこともままならないほど衰弱して、一同を心配させたのですが、幸い命に別状はなく、先輩の介護もあって、ほどなく健康な体を取り戻しました。

　こうして鈴蘭を保護している場所については、ほむらたちには結局明かされず、先輩からの報告を伝え聞くばかりだったのですが。

「うう……」

「ほむらさん、お顔の色が#aa8877ですが……大丈夫ですか？」

「ぐぬぬ……い、胃が痛いよう……」

「痛ででで痛ぇのはこっちだ。日ノ岡てめえ俺の肩に爪立てんのヤメロ」

　すばるの前では、ほむら自身が勢いよく断言したにも関わらず、実際こうして目前にしてみると、もう気が気ではありません。

　三年のあいだ行方が知れなかった赤ん坊。いざ再会できるとなってみたら十歳以上も成長していた、そんな娘との対面。そんな境遇におかれた彼女の心中をどう察せるでしょうか。

　唇を嚙みしめほむらが見つめていると、やがて女性は、その場に静かに身をかがめて鈴蘭に話しかけました。

「エリちゃん。大きくなったね」

　優しくて透んだ声。

「エリちゃんはまだ小さかったし、ママのこともわからないかな。あの頃に伸ばしていた髪も切ってしまったし」

「…………」

「さわってもいい？」

　鈴蘭はおずおずと頷きます。

　先輩の腰から離れて立った少女、その肩を女性は包みこみ、そっと抱きしめました。

　ほむらたちから少女の表情は見えませんでしたが、呆然としているように見えました。

「…………」

「鈴ちゃんって呼ばれていたんだって？」

「……ああ……うん、ヒメがくれた」

「虚惑星でお母さんになってくれた人ね。いつかそのお姫様に会って、ありがとうって言わないといけない。恵え里り香かちゃんを守ってくれてありがとうって」

「……や、やめとけ。行くなら、晴れた日だ。霧の濃い日は一層怒りやすくなって駄目だ」

「そうなの？　じゃあ晴れた日に」

　くすりと笑った女性は体を少し離して、成長した娘の姿をしっかりと見つめます。

「お顔をよくみせてね……」

　見つめ、鈴蘭のその頰に愛おしげに触れる指先。

「不思議ね……あんなに小さかったのに……」

　くすぐったそうに身をよじって逃れる少女。

　おぼろげな親子の絆を辿ろうとしている二人の様子を、周囲の面々も少し距離を置いて静かに見守っています。少女の捜索に携わってきた年配の警部補さんなどはもう、母娘二人が対面した時からハンカチで目元をぬぐいっぱなし。

　両肩に手を置いて、あらためて女性が語りかけます。

「もしね、あなたがその方がよかったら鈴蘭って呼ぶようにしてもいいの」

「…………」

　ぎごちなく顔をそむけたり、傍らにたたずむ先輩にちらりと視線を送ったりして戸惑っていた少女は、上目遣いに視線を戻して言いました。

「い……いいよ、えりかって呼べば」

「本当？」

「そのかわり……マ、ママって呼んでもいい、ですか」

　女性は嬉しそうに頷きました。

「……ママ……」

「うん」

　泣き腫らし、とうに枯れ果てた女性の目にもまた、再び暖かい涙が───

「ママ……ママ、ママ、ママ！」

　むせぶ少女の泣き声が堰せきを切ってあふれます。

　ぎゅっとすがりつく娘を抱きしめながら、幾度も、幾度も頷きかえす母。

　待合室に胸打つ声が響くなか、ほむらがふいと立ち上がります。

「もういいよね。私、先に帰ってるから」

「───日ノ岡？　おい」

　つとその場を離れて、通用口の階段へ向かうほむら。

　追いかけようと立った東野の裾が、ぐっと引っ張られます。

　振り返れば雨乃が、差し出した人差し指を揺らしながらウインク。

「どうした御陵」

「いえ」

　呼びかけられた先輩が、藤森に視線を向けます。

「あんまりあっちの廊下ばかり見ないほうがいいぞ。藪やぶ蛇へびだ」

「……そうですね」

　と微笑む先輩。

「でも、またいつか」

「そうだな。そうしてやれるといいが」

　一息ついた女性が、先輩と藤森、棚倉の前に進み出て深々と頭をさげます。

　少女をあいだに挟みながら一行は互いに挨拶と感謝の礼を交わしました。




「ふっ……ぐ……ずずっ……」

　階段を一段降りるたび、ほむらの足下にぽつぽつと涙がこぼれます。

　涙をこらえると今度は変な声が漏れて。

　でも、嬉しくて嬉しくて。

　踊り場にひとり立ち止まり───

　両手に顔をうずめて思い切り泣いてしまう、ほむら。

　きっと誰にも見せられないひどい顔です。

　けれどべつに、あの場所に残ってもよかったのです。

　本当は東野や雨乃たちに見られたって、構わなかったのです。

　周囲の事情など構わず、鈴蘭たちの前に飛び出してサプライズしてみせたって。

　ただちょっと、驚きにあえいで、息苦しくなっただけです。

　いつもどこかで必ず見る者の反応を窺いながら、喜怒哀楽にスパイスを効かせていた自分の内側から、これ程までにむきだしになった気持ちがあふれて、それが、幸せの祈りであったことに困惑したのです。

　大丈夫です。きっとつぎこそは分かちあえるでしょう。

　彼女の仲間たちと、いっしょに。
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■エピローグ







「九条さん、九条さん」

　下校時刻です。

　夏の草いきれが香る玄関。下駄箱にうわばきをシュートして、あわてて追いかけます。

「いっしょに帰ろ？」

「帰らない」

「そんなこと言わっ、ないっ、でっ、さあっ」

　石段を飛び降りながら呼びとめても、相手は立ちどまりません。

　あいかわらずの無愛想です。

「またライブ演るんだって？　コマ先輩から聞いた」

「……ライブじゃなくてただのクラシック演奏会。日ノ岡さんにはつまらないわ」

「見に行ってもいい？　演奏会なら高校生でもオーケーでしょ」

「お好きにどうぞ」

　とりつくしまのない九条に、肩をすくめてついていくほむら。

　レスリング部の屈強な体格の男子たちが、走り込みから戻ってきます。

　地区大会の迫る部員たちは練習に余念がありません。

　二人の方をチラ見する男子たちに、ほむらは手を振って愛嬌をふりまきます。ありもしない腕の力こぶを叩いて、ファイト一発のポーズまでしてみせるサービスぶり。

　部員たちは威勢のいいかけ声でそんなエールに応えるのでした。

　ふりかえると、九条はあきれたジト目で見ています。

　そんな彼女にほむらは、さりげなさを装って、本当はすこし緊張して言いました。

「ねえ、九条さん、私たち友達にならない？」

「友達でしょ。クラスメート」

　ばっさり即答する九条さん。

　そのまま、すたすたと歩いていきます。

　ほむらは斬られた傷口を押さえながら、なんとか九条に追いすがります。

「で、でもさ、一緒のクラスになれたのは、私や九条さんが決めたことじゃないもの。それって偶然でしょ」

「……なにか問題が？」

「一緒にお弁当食べたり、放課後にカフェでケーキを食べたり、お休みの日に行列のできるあんみつ屋さんを攻略したり。そういうことをいたしませんかねえ」

「食べてばっかり」

「おっと、そだね。じゃ他にどんなことがいい？　別々に帰宅するっての以外でひとつ」

「…………」

　剪枝を終えてさっぱりとした松の木の下で、九条は立ち止まり、あらためてほむらを見つめます。

「この際だから、言っておくけど」

「よーし聞こうじゃないか」

「あたしなんかといたってつまらないし、あなたを楽しませる気もさらさら無いから」

「でしょうね」

「……っ」

　ずば。

　ほむらも、すこしだけ斬り返します。

「何にでも気があう親友ってね、すごく退屈。家族みたいで、ほっとするけど。でもそれだけ。安全度マックス。冒険ゼロ。相手の考えや感じていることが、自分のことのようにわかるのが親友なら、私、親友はいらない。友達が欲しい」

「…………」

「九条さんは、自分にも他人にも厳しいんだね。だからきっと、自分が認める友達の最初のハードルがすごく高いの。そのあともずっとずっと失敗がないようにね。でもそれって、究極の友達ごっこじゃない？」

「打算って言いたいの？　べつに自分の性格を変えるつもりなんかない」

「それは私も。でも、変わるよ。一緒にいたらお互いが少しずつ変わってく」

　そう言って、今度は九条より先に立ち、校門へ向けて歩き出すほむら。

　荒っぽくカバンを背中に背負ったのは照れ隠しか。

　歩きながら怖々と振り向いて、そこに九条がついてきていると知った彼女は、ちょっと恥ずかしそうに笑いました。

　また前を向いて、青空を見上げるほむら。

　誰も見ていない九条の頰がすこし熱を持っていたのは、売り言葉に買い言葉寸前の、ぶしつけなほむらのアピールのせいだけではなかったかもしれません。

「実はね、九条さん。私、自分のことしか考えてないの。自分が大好きなの。自分ファンクラブ会長？」

「知ってる」

「ですよねー。でもね、九条さんと友達でいる自分は、もっと好きになれそうな気がするんだ。ううん、きっとなるから」

　不思議な確信をもって、また微笑んでみせるほむら。

「そうなったらそれはもう偶然なんかじゃないでしょ？　私が自分で探しに出かけて、自分で見つけた気持ちだよ」

「…………」

　無言のままの九条。

　それでも、一応、ほむらの歩みにあわせてついてきます。

「私たち、中学で三年間ずっと同じクラスだったじゃない？　ここまで偶然が続くとさ、このあと高校生活の三年間のおわりまで、たぶん一緒の学級になる確率が高いと思うんだ」

「確率論が根底からくつがえる結論ね」

「だから仲良くしといたほうがいいと思う」

「っ……どうしてそうなるの？」

　思わず声をあげて異議を唱えます。

　自分で言っていることの奇妙さに、ほむらも吹き出して笑ってしまいます。

　ハァ。

　小さくため息をついた九条が呟きます。

「───甘い物は、だめ」

「苦手だった？　甘い物」

「……太るし」

「好きなんだ？　ふふーん」

　なぜやら得意げに微笑んで覗き込んだほむら。

　あいかわらず調子っぱずれなブラスバンド部の演奏。

　夏の道にどこまでも、青空と、まばゆい襟ふたつ───








おわり。
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『ファイヤーガール』いかがでしたでしょうか。

　ページをめくる一ひと時とき、そんな短い時間あいだだけでも、日々の忙しさや憂鬱から離れ、主人公・日ノ岡ほむらの道な連かれまとして、未知なる惑星の冒険を楽しんでいただけたなら幸いです。

　えーと、ご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、一応自己紹介を。

　不肖わたくし星空めておは、有限会社ノーツ・ブランド名「ＴＹＰＥ‐ＭＯＯＮ」所属のライター兼ゲーム企画屋です。アニメ作品のシナリオ執筆やゲームテキストの補助などやっております。そんな仕事の合間に書かれた本作は、僕の初小説となります。




　せっかくの初あとがきですので、謝辞を───（というか他に書くことが無い）。

　まずはキャラクターデザインと挿絵を担当してくださいましたＢＵＮＢＵＮさん。

　執筆中は漠然としていた登場人物のイメージが、ＢＵＮＢＵＮさんの多彩で魅力的なデザインによって、がぜん血の通ったものとなりました。彼ら探検部員の顔を思い浮かべながら自分自身で読み直してみると、これが不思議と新しい発見があり、もっとこの世界で遊んでみたいという彼らの存在感と情熱を感じました。

　背景挿絵と美術設定を担当してくださった浪人さん。

　雄大な虚惑星の空気を感じさせる筆の運び、幻想と現実のあいまじる要素をまとめあげるセンスには唸らされました。

　本作挿絵のお二人には、ご多忙と厳しい日程のなかで、通常のお仕事の領分を越えて奮闘していただき感謝の言葉もありません。ありがとうございます。

　総合的なプロデュースとビジュアル監修を熱心につとめてくださった、マイボスであるところの武内崇さんにも深くお礼申し上げます。

　他にもお世話になった方々がおります。小説一冊をとっても、実にさまざまな人間が関わって世に送り出されるのだなあ、と感心しきりの経験となりました。




　執筆中、相談に乗ってくれた友人たちにも感謝を───

　正真正銘の探検部における、真に迫るエピソードを聞かせていただいたＫさん。自然と向き合う覚悟も精進もまだまだ足りず、きっと不満だらけなことでしょう。すいませんずっとこんな調子だと思います。

　漫画家の中村哲也さんからはワンゲル面白話を教えていただきました。ほむらのアホ度が増していたら中村さんのせいかもしれません？

　やはり内容の相談にのってもらった漫画家の小梅けいとさん。コマ先輩のファンが増えたら小梅さんのおかげです。

　最後に、初稿の感想をくださった奈須きのこさんからは重要な指摘を頂戴し、とある章をまるまる一つ書き加えました。振り返ってみればこれは不可欠な要素でした。

　皆さま、ありがとうございました。




　ちなみにこの作品、全三話を予定しているらしいです。計六冊です。マジすか。

　運良く続巻を世に送り出せましたら、今度は虚惑星ばかりでなく地球側の探検部の世界も広げていきたいですね。

　日ノ岡ほむらと、彼女の仲間たちの冒険の続きが気になる、という方、応援よろしくお願いいたします。
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